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令和３年第３回大崎町議会定例会  
会  期 

令和３年 ９月  ８日（水）から                                             １５日間 
令和３年 ９月 ２２日（水）まで  

月  日 曜 日 時刻 本会議 委員会 摘   要 
    ８日 水 １０ 第１日  諸般の報告 

会期の決定 
議案等上程 

９日 木 ９  委員会 付託案件の審査 
１０日 金    予      備 
１１日 土    休     会 
１２日 日    休     会 

 １３日 月    予      備 
１４日 火    予      備 
１５日 水    予     備 
１６日 木 １０ 第２日  一 般 質 問 
１７日 金    予     備 
１８日 土    休     会 
１９日 日    休     会 
２０日 月    休会（敬老の日） 
２１日 火    予      備 
２２日 水 １０ 第３日  付託案件の審査報告 

議案等上程   
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令和３年第３回大崎町議会定例会会議録（第１号） 

 

令 和 ３ 年 ９ 月 ８ 日 

午前１０時００分開会 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） おはようございます。 

これより、令和３年第３回大崎町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、７番、吉原信雄君、８番、

中山美幸君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（神﨑文男君） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 今期定例会の会期は、お手元に配付してある日程案のとおり、本日から９月２２

日まで１５日間といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から９月２２日までの１５日間と決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（神﨑文男君） 日程第３「諸般の報告」を行います。 

閉会中の各常任委員会における町内事務調査の報告を求めます。 

まず、総務厚生常任委員長に報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） 令和３年第２回定例本会議において、総務厚生

常任委員会に付託されました閉会中の町内事務調査の経過と結果について、報告を

いたします。 

 当委員会は、去る６月２４日、全委員出席のもと、町内事務調査を行いました。

調査項目として、総務課所管のマルチコプターキット一式備品購入、防犯カメラ設

置工事業務委託、ＬＥＤバルーン投光器及び発電機備品購入、企画調整課所管のく

にの松原キャンプ場バンガロー建設工事、くにの松原キャンプ場ほかトイレ洋式化

工事、保健福祉課所管の老人福祉センターキュービクル改修工事、老人福祉センタ

ーエアコン備品購入及びシルバーワークプラザエアコン備品購入について、現地に

おいて、担当課長及び関係職員から説明を受け、実施いたしました。 

はじめに、マルチコプターキット一式備品購入について報告いたします。 
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この機器は、災害時等で想定される立ち入りが困難な現場の状況確認等に対処す

るため購入したもので、購入費の総額は２６万８,４００円であり、財源の内訳は

すべて一般財源で、納入日は令和２年６月１０日です。機器の使用で、災害時以外

の活用方法について、何か案があるかとの問いに対し、行方不明者の捜索時での活

用やＰＲ活動撮影などに運用規程を策定しているとのことでありました。 

次に、防犯カメラ設置業務委託について報告いたします。 

この設置は、近年多発する事件や事故への防犯対策で設置したもので、委託費の

総額は４３５万６,０００円であり、財源内訳はすべて一般財源で、設置完了は令

和３年３月３１日です。防犯カメラ設置の案内表示については、カメラに貼られた

小さいシールのみであったことから、事故への抑止効果を高めるため、大きな看板

等を設置するなど対策を講じるよう要望いたしました。 

次に、ＬＥＤバルーン投光器及び発電機備品購入について報告いたします。 

この機器は、夜間の消火活動、災害時において照明不足により消火作業等に支障

を来すことが多いことから購入したもので、購入費は総額５６１万円であり、財源

の内訳は石油貯蔵施設立地対策等交付金４８０万円と一般財源の８１万円となって

おり、納入日は令和２年１０月９日です。 

次に、くにの松原キャンプ場バンガロー建設工事について報告いたします。 

この施設は、昨今のアウトドアブームにより利用者が増加しているキャンプ場の、

特に人気の高いバンガローを整備したもので、工事費の総額は１,２８７万円であ

り、財源内訳はふるさと応援基金３２０万円と減収補てん債の６０６万１,０００

円、一般財源の３６０万９,０００円となっており、完成は令和３年３月１９日で

す。 

この施設は、既存のバンガローのログハウス様式になっていないことから、今後

のバンガロー建設計画においては、キャンプ場の景観に合ったバンガロー建設が考

えられないか検討するよう要望いたしました。また、くにの松原キャンプ場には電

気自動車の急速充電器が管理棟１基のみで、今後、電気自動車で来られる利用客の

ために急速充電器の増設は考えられないか検討するよう要望いたしました。 

次に、くにの松原キャンプ場ほかトイレ洋式化工事について報告いたします。 

この工事は、キャンプ場利用客の衛生面と利便性を高めるため、管理棟と益丸プ

ールの和式大便器を洋式化にしたもので、施設整備費の総額は３１８万９,０００

円であり、財源内訳はすべて新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で、

完成は令和３年３月２４日です。プール、キャンプ場内のトイレは、照明と手洗い

器が自動式ではないため、利用客の衛生面と利便性をさらに高めるため、新たに自

動照明と自動手洗い器の設置は考えられないか検討するよう要望いたしました。ま
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た、便器の取り付けにあたっては、使用する上で十分な広さが確保されているか、

事前に調査の上、整備するよう要望いたしました。 

次に、老人福祉センターキュービクル改修工事について報告をいたします。 

この設備は、キュービクル設置から３７年が経過しており、老朽化に伴う停電の

可能性が高くなったことから、キュービクルの改修工事を行ったもので、工事費の

総額は６９８万５,０００円であり、財源の内訳はすべて一般財源を充当されてお

り、完成は令和３年３月１９日です。撤去したキュービクルには絶縁油のＰＣＢが

使用されていた可能性が高いとの説明があったが、どのような物質かとの問いに対

し、人が慢性的に体内に摂取すると人体に様々な症状を引き起こす有害な物質で、

現在は製造使用禁止となっているとのことでありました。 

次に、老人福祉センターエアコン備品購入について報告します。 

このエアコンは、老朽化に伴い新たに購入したもので、購入費の総額は３４万９,

８００円であり、財源内訳はすべて一般財源で、納入日は令和２年７月１７日です。

老朽化したエアコンの撤去費用は、購入費に含まれているかとの問いに対し、産業

廃棄物処理費用とフロンガス破壊費用が含まれているとのことでありました。 

次に、シルバーワークプラザエアコン備品購入について報告します。 

この機械も、老朽化に伴い新たに購入したもので、購入費の総額は１６３万９,

０００円であり、財源の内訳はすべて一般財源で、納入日は令和２年５月３０日で

す。老人福祉センターエアコンと比較すると、価格は高いが、機械の性能が異なる

のかとの問いに対し、出力は老人福祉センターのエアコンが４キロワットで、シル

バーワークプラザエアコンは５.６キロワットとなっているとのことでありました。 

以上で、総務厚生常任委員会における町内事務調査の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） 次に、文教経済常任委員長に報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（稲留光晴君） 町内事務調査報告、文教経済委員会からの報告

を行います。令和３年第２回定例本会議において、文教経済常任委員会に付託され

ました閉会中の町内事務調査の経過と結果について報告いたします。 

当委員会では、去る７月２１日、町内事務調査として、関係所管する教育委員会

管理課、社会教育課、耕地課及び建設課の、中学校ＩＣＴ教育用備品、中沖小学校

校舎等大規模改造工事、尾迫橋補修工事、２災６６－１号下持留３地区農地災害復

旧工事、２災６６－６号中持留３地区農地災害復旧工事、２災４５４号仮屋ヶ谷松

ヶ鼻線道路災害復旧工事、図書除菌器備品について、現地において担当課長及び関

係職員の説明を受け、調査を行いました。 

はじめに、中学校ＩＣＴ教育用備品について報告いたします。 

大崎中学校の普通教室で、教育委員会管理課職員の説明のほか、教頭先生からタ
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ブレット、電子黒板を使って使用方法の説明を受けました。この事業は、小中学校

ＧＩＧＡスクール構想、端末を全児童・生徒及び教員、電子黒板を全小中学校分購

入したもので、総事業費は１億３６４万円で、財源は新型コロナウイルス感染症対

策事業を活用した地方創生臨時交付金と公立学校情報機器整備費補助金で、すべて

国庫補助となっております。 

委員から、タブレット端末を家庭へ持ち帰り、生徒が自宅で学習に活用すること

は可能かとの問いに対し、端末を持ち帰った場合、家庭ではフィルタリングを行っ

ていない場合があるため、セキュリティの問題を危惧している。今後、安全面を検

証しながら家庭での活用については早急に改善していきたいとのことでありました。 

次に、中沖小学校校舎等大規模改造工事について報告いたします。 

工事請負額は３億４,５００万円で、校舎等内外装改修、塗装などの工事のほか、

屋内運動場改修、仮設校舎設置なども含まれており、令和３年２月２６日に完成し

ております。 

委員から、図工室が南校舎から北校舎に移り、以前より教室が狭くなっているが、

児童が刃物などで作業するとき危険ではないかとの問いに対し、児童数が少なく、

作業台を置く場所が確保できているため、支障はない。また、図工室で作業すると

きは、学校支援員の援助をもらい、児童に危険がないように対応したいとのことで

ありました。 

次に、尾迫橋補修工事について報告いたします。 

工事請負額は２,４４０万円で、橋長９０メートル、幅員１０.７５メートル、橋

面防水工６４８平方メートル、橋面防水２０６平方メートル、橋面の塗装８５４平

方メートルの補修工事を実施しており、令和３年３月２２日に完成しております。 

委員から、橋の表面に錆が発生しているが腐食等の問題はないのかとの問いに対

し、完成当初から腐食が進まない錆を施工する工法により表面上の鋼材を守ってい

て、安全性に特に問題はなく、加えてメンテナンス、塗装費用などが軽減できてい

るとのことでありました。 

次に、２災６６－１号下持留３地区農地災害復旧工事について報告いたします。 

当該工事は、水田農地の土砂の集積、積み込み運搬、残土整地で、土砂の堆積６

００立方メートル、木くず処分２６７.５立方メートルであり、工事請負額は５１

１万円であります。完成年月日については令和３年４月３０日となっております。

水田に隣接する災害により崩れた山林については、県の治山事業で対応していると

のことでありました。 

次に、２災６６－６号中持留３地区農地災害復旧工事について報告いたします。 

当該工事は、農地の土砂の集積、積み込み運搬、残土整地の堆積で９２２立方メ



 

－ 9 － 

ートル、木くず処分で４.５立方メートル、工事請負額については２５３万円であ

ります。完成年月日については令和３年３月１１日でありました。当該農地の上部

に隣接する道路は、昨年の災害で道路が崩壊し、国営畑かんのかん水水路のパイプ

が破損し、水が送水できないという事態に陥った現場であり、現在も道路は通れな

いとのことでありました。 

次に、２災４５４号仮屋ヶ谷松ヶ鼻線道路災害復旧工事について報告いたします。 

工事請負額は１,７０２万円で、工事概要については、工事延長が１７メートル、

コンクリートブロック施工が７８０平方メートル、アスファルト舗装工が１０平方

メートル、モルタル吹付工は６６０平米。工事場所は野方地内で、令和３年５月２

８日に完成しております。この路線は、毎年のように災害が発生しており、路肩に

コンクリートを打ち、できるだけ路肩が崩れないように対策を講じているとのこと

でありました。 

最後に、図書除菌器備品購入について報告いたします。 

この事業は、新型コロナウイルス感染症対策事業で、図書除菌器６冊用を１台購

入しており、事業費は１３３万１,０００円、納入年月日は令和３年３月２３日で、

図書館事務所内に設置してあります。この機械の使用は、中の紫外線殺菌ランプ１

０分による照射、下からの送風により、におい、ホコリ、ウイルスを除菌し、フィ

ルターでろ過していくとのことです。 

委員より、１回入れた場合の所要時間はとの問いに対し、設定時間は３０秒から

１分間で、１回につき６冊までが除菌可能であるとのことでありました。 

さらに、メンテナンスはどうするのかとの問いに対し、送風は電気で行っており、

紫外線殺菌ランプは交換可能で１年間のメーカー保証があるとのことでありました。 

以上で、文教経済常任委員会における町内事務調査の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これで、「諸般の報告」を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

○議長（神﨑文男君） 日程第４「行政報告」を行います。これを許可します。 

○町長（東 靖弘君） 令和３年第３回議会定例会に当たり諸般の行政報告をいたしま

す。 

 はじめに、企画調整課関係でございます。 

既にマスコミ等で報道されておりますので御承知のことかと存じますが、本町の

ＳＤＧｓ推進のために、企業版ふるさと納税の寄附がございました。８月末現在、

鹿児島市の株式会社東条設計及び株式会社リック、岡山県倉敷市の株式会社日橋コ

ンサルタント、東京都千代田区のヤフー株式会社の合計４社から、総額５,０９９
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万円の御寄附をいただきましたことを御報告いたします。 

次に、連携協定締結の報告でございます。 

先週、９月３日に、本町の産業及び経済活性化並びに地域活力の創造に寄与する

ことを目的に、東京都品川区の株式会社ＪＴＢと地方創生に関する連携協定を締結

いたしました。本協定に基づき、同社が三文字地区の旧新堂歯科医院跡地に大崎町

サテライトオフィスを設置され、同社のネットワークを生かした本町へのツアーの

発信・誘致や、コールセンター拠点の整備などを順次進めていくと伺っており、新

たな雇用創出にも期待しているところでございます。 

次に、菱田中学校跡地の活用に伴う大崎町スポーツ交流施設整備事業の中止につ

いて御報告いたします。 

本事業につきましては、平成３０年９月議会で御可決いただき、校舎棟の解体、

消防詰所の建築を順次進めてまいりました。しかしながら、合宿所整備においては、

近隣市町の宿泊施設の状況が計画当時と異なってきたなどの理由から、令和元年１

２月より事業を休止しておりました。その後、本年度の施政方針で株式会社ＯＴＣ

との協議を再開し、検討を進めると申し上げましたが、いまだ収まる見通しが立た

ない新型コロナウイルス感染症の状況や周辺環境の変化などを考慮した場合、現在

の合宿所整備を前提とした事業の継続は難しいと判断し、株式会社ＯＴＣに契約解

除を申し入れ、了解を得たところでございます。厳しい判断、また事業半ばでの契

約解除であり、関係者の皆様には御迷惑をおかけいたしますが、今後は、町におい

て地元の御意向や財政状況を念頭に置きながら、改めて菱田中学校跡地の活用策を

検討してまいります。 

次に、保健福祉課関係でございます。 

新型コロナウイルスに対するワクチン接種について御報告いたします。 

ワクチン接種につきましては、国からのワクチンの供給量に応じて随時対応しな

がら進めているところでございます。８月３０日現在で、ワクチン接種を２回受け

られた方々の進捗状況でございます。まず、医療従事者及び高齢者施設等の入所者

や従事者につきましては、希望する方全員が２回目の接種を済ませております。次

に、６５歳以上の高齢者は約８８％の方が、また、６４歳以下の方につきましては

約２９％の方が、２回目の接種を終えている状況でございます。なお、接種方法の

割合でございますが、中央公民館等で接種された集団接種が３５％、医療機関での

個別接種が６５％となっております。 

次に、接種券配布でございますが、新たに接種対象に追加されました１２歳以上

の方に対しましても、既に発送を終えております。今後も、医療機関をはじめ、関

係者の御協力をいただきながら、希望する町民の皆様への接種が早期に完了するよ
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う、引き続き努めてまいります。 

以上で報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これで、行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定め

ることについて） 

○議長（神﨑文男君） 日程第５、承認第６号「専決処分の承認を求めることについて

（損害賠償の額を定めることについて）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、農林振興課職員が関係する交通事故について示談が成立し、損害賠償の

額を定め賠償することを、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分いた

しましたので、同条第３項の規定により報告するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたしますので、３枚目に添付しており

ます示談書をごらんください。 

事故発生日時は、令和３年６月１日午後１時２０分頃でございます。 

当該事故は、町内永吉栫谷付近の農道で発生したものでございます。公用車を運

転していた職員は、農林振興課の徳留大介、相手方は、町内永吉栫岡の東中尾繁さ

んでございます。 

事故の原因、状況でございますが、当日は、公用車で現地に向かうため、栫谷付

近の田んぼ沿いの農道を走行していたところ、脇道から飛び出してきた東中尾さん

の軽トラックと接触したものでございます。 

事故の責任割合は、今回の事故の原因がお互いの前方及び周囲の確認不足から起

こったことであることから、示談内容のとおり、職員が３０％、東中尾さんが７

０％の過失があるという内容で示談が成立いたしましたので、示談書のとおり損害

賠償の額を３万３３４円と定め、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処

分をし、報告するものでございます。 

以上で説明を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 
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お諮りします。ただいま議題となっております承認第６号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第６号「専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の

額を定めることについて）」は承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第６号「専決処分の承認を求めることについて（損害賠償の額を定

めることについて）」は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 承認第７号 専決処分の承認を求めることについて（大崎町手数料条例の

一部を改正する条例の制定について） 

○議長（神﨑文男君） 日程第６、承認第７号「専決処分の承認を求めることについて

（大崎町手数料条例の一部を改正する条例の制定について）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の規定に

より、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の

改正に伴いまして、地方公共団体情報システム機構が個人番号カードの発行につい

て、手数料の徴収を町に委託することができる旨が規定されたことから、大崎町手

数料条例から個人番号カードの再交付に関わる規定を削除するものであります。 

なお、今回の改正につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定によりま

して、令和３年８月３１日をもって専決処分いたしましたので、同条第３項の規定

により報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御承認くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 
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○住民環境課長（岡留和幸君） それでは、御説明いたします。 

今回の改正は、国において行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律の改正に伴い、地方公共団体情報システム機構が個人番号カー

ド、いわゆるマイナンバーカードの発行者及び交付手数料の徴収者であることが明

確化されたもので、個人番号カードの発行に関わる手数料の徴収事務については、

同機構から市町村に委託することの規定が盛り込まれたことによるものであります。 

それでは、新旧対照表で御説明いたしますので、新旧対照表の２ページをお開き

ください。右の表の現行の欄になります、上から３項目めの「個人番号カードの再

交付１枚につき８００円」の項を削除し、下の項を繰り上げるものであります。 

続きまして、施行期日について御説明いたしますので、条例案の１ページをお開

きください。附則としまして、この条例は令和３年９月１日から施行するものであ

ります。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております承認第７号は、会議規則第３

９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。承認第７号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町手数

料条例の一部を改正する条例の制定について）」は承認することに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第７号「専決処分の承認を求めることについて（大崎町手数料条例
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の一部を改正する条例の制定について）」は承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第３６号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第３号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第７、議案第３６号「令和３年度大崎町一般会計補正予算

（第３号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ３億８,４０３万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１０９億１３

０万４,０００円にするものでございます。歳出の主なものは、くにの松原キャン

プ場バンガロー建設工事、災害復旧費、新型コロナウイルス感染症対策事業に係る

経費などでございます。歳入は、国庫支出金、県支出金、繰越金の増が主なもので

ございます。 

 よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

はじめに、歳出の主なものにつきまして御説明いたしますので、補正予算書の１

０ページをお願いいたします。 

なお、人件費につきましては、人事異動等に伴う増減でございますので説明を省

略させていただきます。 

款２総務費、目１０企画費、節１２委託料５２０万円及び、次の節１６公有財産

購入費６００万円は、定住促進を図るため、野方小学校東側の用地を取得し、宅地

分譲地として整備するための関連経費でございます。節１８負担金，補助及び交付

金６８２万２,０００円は、青少年一般海外派遣研修事業が中止になったことから、

人材育成事業補助金を減額するものと、実績見込みにより定住住宅取得補助金をは

じめ、各種補助金を増額するものでございます。 

１３ページをお願いいたします。下の段になりますが、款４衛生費、目１０新型

コロナウイルス感染症対策事業費は合計で２,５５１万７,０００円でございますが、

ワクチン接種対象者の年齢が１２歳以上に変更になったことと、接種を行う期間を

延長するなど、接種計画の変更に伴い補正を行うものでございます。節１報酬から、

次の１４ページをお願いいたしまして、節４共済費までは、ワクチン接種業務に携

わる職員等に係る人件費でございます。節７報償費２８５万５,０００円は、集団

接種を実施する際に、医師及び看護師へ支払う謝礼でございます。節１２委託料１,

００７万２,０００円の主なものは、接種年齢の引き下げや接種期間の延長に伴う

コールセンター予約業務委託料及びワクチン接種委託料でございます。節１３使用
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料及び賃借料４９９万円の減は、実績に基づき、移動手段のない高齢者等を集団接

種会場へ送迎するための車借上料の減が主なものでございます。 

次の１５ページをお願いいたします。節１８負担金，補助及び交付金６９０万円

は、子育て世帯を支援するために、新生児１人当たり１０万円を支給する大崎町新

生児子育て支援臨時給付金でございます。 

１６ページをお願いいたします。款５農林水産業費、目８農業機械維持管理費、

節１０需用費１５９万５,０００円は、農業機械センターで使用しているトラクタ

ー及びロータリーの修繕費でございます。目９畜産業費、節１８負担金，補助及び

交付金３５０万円は、令和４年１０月に鹿児島県で開催される全国和牛能力共進会

で対象となる牛を導入し、出品に意欲のある繁殖雌牛飼育農家に助成する全国和牛

能力共進会出品対象牛購入等補助金でございます。目１０農地費２,２０１万６,０

００円でございますが、そのうち、節１２委託料１５０万円は、農道等の未登記解

消のための登記委託料と、節１８負担金，補助及び交付金２,０５１万５,０００円

は、第４曽於南部地区における幹線水路付替工事に併せ舗装工事を実施するために

事業費が増額することから、県営畑地帯総合整備事業負担金を補正するものでござ

います。目１１土地改良事業費、節１３使用料及び賃借料は、農道等の維持管理に

要する機械借上料５５０万円でございます。節１４工事請負費１,３８０万円は、

菱田地区の農道整備工事４８０万円と神領池尻地区の排水路整備工事９００万円で

ございます。 

１７ページをお願いいたします。目１２農業研修施設管理費、節１０需用費１１

５万９,０００円は、各地区の改善センター設備の修繕料でございます。節１７備

品購入費１８１万５,０００円は、老朽化により使用不能になっている大丸地区農

業構造改善センター大会議室用のエアコンを購入するものでございます。 

１８ページをお願いいたします。款６商工費、目２商工業振興費、節１２委託料

１９９万６,０００円は、町内事業者の後継者不足解消のため、承継支援を行う事

業承継促進事業委託料でございます。節１８負担金，補助及び交付金２３１万２,

０００円は、新規創業・起業支援補助金を実績見込みにより増額するものでござい

ます。目３観光費、節１２委託料８０万円は、来年度以降建設予定のくにの松原キ

ャンプ場バンガロー２棟に係る設計業務委託料でございます。節１４工事請負費３,

０００万円は、くにの松原キャンプ場に新たにバンガロー１棟を建設するための工

事請負費でございますが、バンガローの増設に伴い電気容量が不足することから、

この費用の中には電気配線設備の改修工事費も含まれております。 

１９ページをお願いいたします。目４新型コロナウイルス感染症対策事業費、節

１８負担金，補助及び交付金１億８,２６１万円は、新型コロナウイルス感染症の
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影響に伴い、低迷している町内での消費喚起と地域経済の回復、町内事業者の経営

継続支援を目的に実施するものでございます。そのうち、大崎町新型コロナウイル

ス感染症対策委員会補助金１億２,２６０万９,０００円は、全町民の方に１万円の

商品券を発行する大崎町地域応援商品券発行事業と、感染症の影響を大きく受けて

いる宿泊業及び飲食業の事業者に対して、人件費や家賃、光熱水費などの固定経費

を助成する宿泊・飲食業固定経費等助成事業、また、収入が１５％以上減少してい

る第３次事業者に対して一律１０万円を支給する大崎町事業者一時支援金事業、さ

らに、事業者支援と感染防止対策の観点から、キャッシュレス決済の導入促進を図

るための大崎町デジタル地域応援商品券発行事業やキャッシュレス導入促進事業を

実施することといたしております。次のプレミアム商品券発行事業補助金５,４８

７万円は、５,０００円で１万円分の商品券を購入できるプレミアム率１００％の

商品券発行事業でございますが、１万セット販売する予定でございます。営業時間

短縮要請協力金負担金５１３万１,０００円は、まん延防止等重点措置に鹿児島県

が適用されたことを受け、県からの営業時間短縮要請に協力した事業者に対して協

力金を支給する事業に対する市町村負担金でございます。 

款７土木費、項２道路橋りょう費、目１道路維持費は１,８７１万円の増でござ

いますが、町道の舗装、側溝改修、メンテナンス等に要する経費で、主なものは節

１４工事請負費の１,５００万円でございます。 

２０ページをお願いいたします。項３河川費、目１河川維持費、節１３使用料及

び賃借料１００万円は、塩入川護岸補修等に係る機械借上料でございます。項４都

市計画費、目１都市計画総務費、節２７繰出金６７８万円の減は、公共下水道事業

特別会計の繰越金の確定及び消費税確定申告の還付金に伴うものでございます。目

２公園費、節１４工事請負費２８５万円は、ふれあいの里公園遊戯広場便所の洋式

化と多目的広場への電源設置のための工事費でございます。 

２１ページをお願いいたします。款９教育費、項２小学校費、目１学校管理費、

節１２委託料２９７万円は、菱田小学校屋内運動場の大規模改造工事に係る実施設

計業務委託料でございます。 

２２ページをお願いいたします。款１０災害復旧費、目１農林水産施設災害復旧

費３,９９９万円は、昨年の７月豪雨と今年６月の梅雨前線豪雨に伴う災害復旧費

でございますが、節１４工事請負費１,５００万円は、農業用施設２件に係る災害

復旧工事でございます。目１公共土木施設災害復旧費３,８６０万円は、昨年の７

月豪雨災害で補助対象外となった災害復旧費でございますが、節１４工事請負費１,

８００万円は、河川２件と町道１件に係る災害復旧工事でございます。 

これで歳出を終わりまして、次に歳入の主なものについて御説明いたします。 
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８ページをお願いいたします。款１５国庫支出金、目１総務費国庫補助金３,２

９９万１,０００円は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金でござ

います。目３衛生費国庫補助金１,８７１万７,０００円は、新型コロナウイルスワ

クチン接種体制確保事業費補助金の増額が主なものでございます。 

款１６県支出金は、各事業の執行見込み及び決定等に伴う増減でございます。 

９ページをお願いいたします。款１９繰入金、目５ふるさと応援基金繰入金１億

１,７２０万円は、新型コロナウイルス感染症対策などの財源として予定しており

ます。 

款２０繰越金、目１繰越金１億９,７０８万円は、前年度繰越金でございます。 

款２１諸収入、目１雑入は４８５万７,０００円の増でございます。主なものは、

農地中間管理事業委託金でございますが、県支出金から予算を組み替えるものでご

ざいます。 

次に、債務負担行為補正について説明いたしますので、５ページをお願いいたし

ます。第２表債務負担行為補正の追加でございます。学校給食業務委託料の債務負

担行為期間が令和３年度をもって終了することから、新たに令和４年度から令和６

年度までの３年間で、総額８,７１３万２,０００円を限度額としてお願いするもの

でございます。 

以上で説明を終わりますが、２４ページ以降に給与費明細書を添付してございま

すので、御参照いただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 

○８番（中山美幸君） まず、１４ページ、保健衛生費、節１２、１,００７万２,００

０円の中のコールセンター予約業務委託料４６２万円ということで補正が計上して

ございますが、以前の議会の中でも、このコールセンターのつながりの状況、そう

いったものについて不具合があるんじゃないかと、なかなかつながらない状況じゃ

ないかというような質問があったわけですが、そういったことが改善されているか

どうか、現状でですね。その点について、まずお示しをいただきたいということと、

１８ページ、観光費の中の委託料８０万円、くにの松原キャンプ場バンガローの設

計業務委託料、２棟ということでございます。その部分と、それから３,０００万

円のくにの松原キャンプ場のバンガロー建設、これは１棟ですが、こういったもの

について、先ほど総務委員長のほうでも、現状の建設されている新設されたバンガ

ローについて、これはその雰囲気、そういったものがそぐわないんじゃないかとい

うような指摘もございましたが、そこらをどういうふうに捉えているのかというこ

と。それと、その中で、節１３の機械借上料、これはどういった使途を目的にここ
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に機械借上料が計上してあるのか。また、節１７備品購入費の中の２０万円、キャ

ンプ場の施設の備品購入費、これは何を購入するか、その点について。 

いろいろ申し上げましたが、すべてお答えをいただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、それぞれ担当課長のほうか

ら答弁をさせていただきます。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

コールセンターの回線状況についての問いということですが、確かに開設した当

時については回線が２回線でございまして、それを３回線に増やして対応しており

ます。 

以上でございます。 

○企画調整課長（中野伸一君） それでは、１８ページの観光費についてお答えいたし

ます。 

まず、バンガローの設計業務委託料８０万円と建設工事３,０００万円のことに

ついて、先ほど町内事務調査の報告にございました、ログハウスといいますか、そ

ういう要望が以前、確か吉原議員のほうからもいただいた記憶がございます。建設

課のほうにおいて、景観に沿ったようなことができないのかということで、試算を

していただいた結果、今の６人棟・８人棟がログハウス風で造ってありますけれど

も、あのような形で造った場合に、今の６人棟の面積と、今度造る４人棟の面積と

いうのが１５.５坪でほぼ同じ面積でございまして、建設当時から二十何年経って

おりまして、現在の単価に置き換えたときに約２,０００万円ぐらいかかるという

ことで、若干建設費が非常に高めになってしまうということが１つございますので、

今回は今の１号棟、既に建設してあるものでの形状となっております。 

設計業務委託料については、昨年、建物の図面そのものはできておりますので、

それをベースにして、場所が変わることによる給排水の配管とかそのようなものが

含まれているということになっております。 

それから、機械借り上げにつきましては、３号棟と４号棟、令和４年度と５年度

と年次的に造っていくというふうに当初予算の特別委員会のときに申し上げたと思

うんですが、そのときの令和４年度、５年度分の造成する場所が若干地盤的に低い

ので、盛り土をするための機械借り上げでございます。 

最後の備品購入費ですが、これについてはバンガローの中に入れますセミダブル

ベッド、マット、テーブル、椅子を予定しております。 

それから、建設工事の中身につきましては、先ほど総務課長の説明の中でもあり

ましたけれども、電気工事と建設工事になっておりまして、建設工事が１,８００

万円、電気工事が１,２００万円というふうに見込んでいるところでございます。 
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以上でございます。 

○８番（中山美幸君） まず、保健衛生費の中の先ほど質問しておりました分について

でございますが、３回線に増設されたということでございますが、依然としてつな

がりがよくなっているのか、悪くなっているのかを単刀直入にお答えをいただきた

い。それの答えはありませんでした。改善されているかどうかと私は質問したはず

です。 

それと、バンガロータイプにすれば２,０００万円、現状の、この前造られまし

た、総務委員会で事務調査をされましたそれについては１,８００万円ぐらいとい

うことなんですが、２００万円しか違わないんですよね、建設費については。あれ

で本当にあのキャンプ場に適していると思いますか。あの写真が出されていました、

以前、広報の中で。住民の方々も、これ、この雰囲気に合っているのかということ

はかなりの方からお話がございました。普通の賃貸住宅と変わらないじゃないです

か。やるんであれば、もう少し考えていただきたい。使うほうといいましょうか、

だんだんキャンプも、今ちょっと下火になってきつつあるんですが、そういった状

況を加味すると、やはりしっかりとした検討をしていただいて、委員会で指摘をさ

れているんですよ、これはそぐわないよということを指摘されているのに、まだそ

れを計画されるつもりですか、このまま押し切るつもりですか。どういうお考えを

お持ちですか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 先ほど答弁が不足しておりまして、大変申し訳ありま

せんでした。回線数を増やしたことで改善はされたところでございます。 

以上でございます。 

○企画調整課長（中野伸一君） ただいまの御指摘の点ですけれども、雰囲気が合って

いるかという話ですが、確かに雰囲気に合っているかどうかという、ちょっと主観

的な、感覚的なものというのはちょっと自分もそこまで詳しくはわかりませんけれ

ども。実際、１号棟ができた後の利用を見ますと、かなり使われた方からは、新築

ということもあって非常に好評というのもありまして、特に支障がないのではない

かというふうに考えているところです。 

この１,８００万円というのが、先ほど中山議員からの指摘で２００万円しか変

わらないじゃないかという話でしたけれども、今年ウッドショックというんでしょ

うか、木材価格の高騰で木材単価が上がっているということでの計上となっており

まして、非常に木材価格が流動的だということで最大で１,８００万円の中で収ま

るだろうということでの計上となっているところでございます。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） それで、そのままいくということですか、もう単刀直入に聞き
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ます。そのままいくということですか。これは総務委員会のほうで結論を出される

と思うんですが。はっきり言ってください、そのままいきますか、検討はしないん

ですか。お答えをください。 

○企画調整課長（中野伸一君） 今回の２号棟までは、もう既に図面もできあがってお

りますので、できれば、今回お諮りした形でお願いしたいと思っております。 

ただ、３号棟・４号棟につきましては、来年度以降の施工になってまいりますの

で、今回の設計業務委託料の中で再度、今、議会のほうからの御指摘ということも

ございますので、再度、３号棟・４号棟につきましては景観にマッチした形といい

ますか、そういう形をちょっと検討させていただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

○８番（中山美幸君） 現状でおかしいから私も言っているんですよ。いろんなキャン

プ場を見たときに、あの棟だけが突出している。そして利用をされておりますとい

うような話なんですけど、新しいから利用しているだけのことなんですよ。それが

その雰囲気、あのくにの松原キャンプ場の中でマッチをしているかどうかというこ

とは本当に検討しないといけないですよ。さっきから言うように、普通の賃貸住宅

と変わらないじゃないですか。 

それと、今計上されている部分で、建設費の中に一括して３,０００万円の中に、

先ほど言われました電気工事費と建設費が２つ入っていますよね。そこらはやはり

明確にお分けいただいて、これがこの棟の建設にかかった部分ですね、係る計画の

部分ですよ、これは電気工事の配線の大きさを変えたりいろいろしないといけない

のでその分ですねというようなことをですね明確にわかるような説明の仕方という

のも私はありじゃないかと。そういうことをすると理解も進むんじゃないでしょう

か。そういったことを考えてですね、是非これはもう一回考え直していただいて、

統一した雰囲気のつくりかた、トータル的な考えというのを持つべきですよ。お金

の問題じゃないと思います、これは。そうすることによって、大崎のくにの松原キ

ャンプ場はいいよね、行こうかというようなこともあるんじゃないんですか。 

そして、ベッドとかもろもろというのもですねもうちょっと考えながら予算を組

むべきだと私は思っています。どういったものを入れていらっしゃるのか、まだ、

それは今から計画でしょうけども、スチール製のものが入ったり、その雰囲気にそ

ぐわないものが入ったりというのも私はありかと思います。やはり、そこら辺もテ

ーブルとかもですね屋外でやるアウトドアとか、そういったことを考えながらやる

ことが私はすばらしい施設ができあがるひとつの予算ではないのかなというふうに

考えます。そこら辺を十分考えていただきたいと思います。 

以上です。 
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○企画調整課長（中野伸一君） 御指摘ありがとうございました。以後、気を付けたい

と思います。 

○議長（神﨑文男君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３６号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第３７号 令和３年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第８、議案第３７号「令和３年度大崎町水道事業会計補正

予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、収益的収入及び支出並びに資本的

収入及び支出の補正となり、収益的収入の予定額を２億２,６４５万８,０００円に、

収益的支出の予定額を２億３８２万５,０００円とし、資本的収入の予定額を５６

７万４,０００円に、資本的支出の予定額を１億９,９８０万６,０００円とするも

のでございます。 

補正の主な内容は、収益的収入につきましては、水道施設落雷による損害保険金

の収入の増、収益的支出につきましては、配水管等の修繕料の増となっております。 

資本的収入につきましては、簡易水道企業債償還元金等補助金の減、資本的支出

につきましては、配水管新設工事費等の増が主なものとなっております。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは、御説明いたします。 

今回の補正は、水道施設の修繕に係ります費用の増、及び水道管の新設と道路改

良工事に伴います水道管の布設に係ります工事費等の増に伴う補正でございます。 

１ページから２ページにつきましては、町長の説明のとおりでございます。 

詳細につきましては、補正予算参考資料で説明いたしますので８ページをお願い

いたします。収益的収入及び支出でございます。収入の款１水道事業収益、項２営

業外収益２５０万円の増は、落雷によります損害保険金の増でございます。 

次に、支出の款１水道事業費用、項１営業費用５００万円の増は、配水管等の修

繕費の増でございます。 

次に、９ページをお願いいたします。資本的収入及び支出でございます。収入の
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款１資本的収入、項２補助金１５万円の減は、人事異動に伴います児童手当の減で

ございます。 

次に、支出の款１資本的支出、項１建設改良費１,１６９万８,０００円の増は、

水道管の新設及び道路改良工事に伴います配水管の布設替えに係ります工事請負費

の増が主なものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３７号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、文教経済常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第３８号 令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第９、議案第３８号「令和３年度大崎町公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ５９万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億９,５７１万６,０００円に

するものでございます。 

歳出は、人事異動による人件費の減額並びに消費税及び地方消費税の確定申告に

伴う中間申告納税額の不足額、大崎クリーンセンター及びマンホールポンプ場の電

気設備等の修繕費が主なものでございます。 

歳入は、前年度繰越金を財源に繰り入れ充当するもの、及び財源調整のための一

般会計繰入金の減でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは説明いたします。 

今回の補正は、人事異動によりますものと大崎クリーンセンター等の修繕費の増

に伴います補正を計上しております。 

補正予算書の事項別明細書で説明いたしますので、７ページをお願いいたします。

款１公共下水道事業費、項１公共下水道事業費、目１下水道総務費２７９万円の減

は、人事異動に伴います職員給与等の減が主なものでございます。目２維持管理費
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の２２０万円の増は、大崎クリーンセンター及びマンホールポンプ場の電気設備の

修繕費が主なものでございます。 

次に、歳入を御説明いたしますので、前の６ページをお願いいたします。款４繰

入金、項１他会計繰入金６７８万円の減は、今回の歳出及び補正の、この後の款５

前年度繰越金の確定等によります財源の調整でございます。款５繰越金、項１繰越

金５６３万２,０００円の増は、前年度決算の繰り越し確定によるものでございま

す。款６諸収入、項２雑入５５万８,０００円の増は、消費税の還付金でございま

す。 

以上で説明を終わります。 

よろしくお願いします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３８号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、文教経済常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第３９号 大崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

○議長（神﨑文男君） 日程第１０、議案第３９号「大崎町個人情報保護条例の一部を

改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、令和３年９月１日に施行されたデジタル改革関連法の規定に伴い、関連

する大崎町個人情報保護条例の一部を改正するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

本案は、令和３年９月１日から施行されたデジタル庁設置法及びデジタル社会の

形成を図るための関係法律の整備に関する法律、いわゆるデジタル改革関連法の規

定により影響を受ける大崎町個人情報保護条例について、必要な改正を行うもので

ございます。 

それでは、今回の改正点につきまして、お手元の新旧対照表で御説明いたします。 

第３３条は、職員が職務上、作成した個人情報の内容を、本人からの申出により
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訂正した際の個人情報提供先への通知について定めておりますが、デジタル改革関

連法の規定により、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律、通称、番号法が改正され、情報提供ネットワークシステムの設置・管

理主体が総務大臣から内閣総理大臣に変更されたことに伴い改正するものでござい

ます。 

また、番号法第１９条に新たな号が追加されたことから、同条各号を引用してい

る本条例の規定を、１号ずつ繰り下げるものでございます。なお、改正後の条例は、

公布の日から施行することといたしております。 

以上で説明を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第３９号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第３９号「大崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例の

制定について」は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３９号「大崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第４０号 大崎町町長等の給与の特例に関する条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１１、議案第４０号「大崎町町長等の給与の特例に関す

る条例の制定について」を議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を推進する中、職員が多人数によ

る会食を行い、公務に対する信用を失墜させた管理監督責任を負うため、私の１０

月と１１月の２か月分の給料につきまして１０％の減額を行うものであります。 

また、副町長につきましても、管理監督責任として１０月の１か月分の給料につ

きまして１０％の減額を行うものであります。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 御説明いたします。 

本案は、コロナ禍の中、職員が多人数で会食を行った行為における管理監督責任

を負うため、町長、副町長の給料を、本来の条例支給額から減額するものでござい

ます。 

町長については、１０月、１１月分の２か月を、副町長につきましては１０月分

の１か月を、それぞれ１０％減額した額を支給するものでございます。 

それでは、２枚目の参考資料で御説明いたしますので御覧いただきたいと思いま

す。表の右側が現行の給料月額で、左側が減額後の給料月額となっております。 

まず、町長の給料月額でございますが、現行の７７万２,０００円を、令和３年

１０月１日から令和３年１１月３０日までの２か月間は、１０％減額の月額６９万

４,８００円に、また、副町長につきましては、現行の６１万３,０００円を、令和

３年１０月１日から１０月３１日までの１か月間は、１０％減額の月額５５万１,

７００円にするものでございます。 

なお、この条例は、令和３年１０月１日から施行することといたしております。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 

○８番（中山美幸君） 非常に、町長、気持ちはわかります、自分の責任をとりたいと

いう気持ちはよくわかるんですよ。１０％減額されても、コロナの対策といいまし

ょうか、管理はですね変わらないと私は思います。だから、これを減額するんじゃ

なくて、もうちょっとしっかりやりますよというような答弁が私は必要かなという

ことと、町長が防災無線を通じて住民の方々に呼びかけられました。あれは非常に

効果があったと思います。それは高く評価します。だから、そういったことを考え

るというひとつの手腕を持っていただいて、給料を減額したからいいというものじ

ゃないと私は思います。そこはやはり肝に銘じていただいて、職員の方々にも同等

の、やはり同じような気持ちを持っていただいてやっていただくというようなこと
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をしていただくことが私は重要だと。給料を減額することが責任のとり方ではない

と思っておりますので、その件についてはもう少し考えていただいて、取り下げる

というようなことはないですか。しっかりとそこは考えていただきたいと思います。

何か責任があると、何か起こると給料を減額します、それで終わってしまっている

じゃないですか。そんなことでは私はつまらないと思いますので、町長、副町長、

もうちょっとそこら辺を考えていただいてしっかりとやっていただくように御要望

申し上げますが、町長の見解をお伺いしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 御指摘と言いましょうか、御指導ありがとうございました。 

こういったことが発生して、やはり職員に対する指導というところも徹底してや

らなければならないことで、そういう対応をしてきましたので、厳しい指導等を行

って、また、担当課長もそういった処分をしたところでありました。 

先般、防災無線で、非常に本町のコロナ感染が危機的な状況にありましたので、

それを皆さん方にお伝えしようと、そしてまた外出等を控えていただきたい、我慢

していただきたいという思いで放送をさせていただいて、皆さん方に御理解をいた

だいて、また、中山議員からありましたような、結果としてはよかったという報告

もいただいております。したがいまして、こういったところはこれからの感染対策

については職員、町民の皆さん方にしっかりとお願いし、戒めをしていきたいと思

っています。 

給料を減額したところで改善されるわけではないということでありますが、そう

いう職員等への指導を十分にやりながら、今回の提案につきましては、やはり何ら

かの責任をとるということはこういう形だけしかないという、そういうことも私の

考えでありますので、これにつきましては御承認いただいて、そしてまた、今後の

信用失墜行為がないように、そういった対応はしっかりとやってまいりますのでよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第４０号は、会議規則第３９

条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 
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これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第４０号「大崎町町長等の給与の特例に関する条例の制定に

ついて」は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議がありますので、採決は起立によって採決いたします。 

議案第４０号「大崎町町長等の給与の特例に関する条例の制定について」は原案

のとおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者 起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立多数です。 

したがって、議案第４０号「大崎町町長等の給与の特例に関する条例の制定につ

いて」は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第４１号 大崎町営馬場墓地の設置及び管理に関する条例の制定に

ついて 

○議長（神﨑文男君） 日程第１２、議案第４１号「大崎町営馬場墓地の設置及び管理

に関する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、大崎小学校前にある大野商店の後方に接する城内共有墓地を、町有地災

害防止対策のため、町が墓地として指定する町有地へ移転していただくために条例

を制定するものであります。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○住民環境課長（岡留和幸君） それでは、御説明いたします。 

今回お願いしております墓地条例につきましては、先ほど町長の説明でありまし

たように、今後の災害対策における事前の対策として、大崎小学校前の急傾斜上部

にあります城内共有墓地を、新たに町が墓地として指定する町有地に移転をお願い

しまして、設置及び管理について条例の制定をお願いするものでございます。 

それでは、条例の本文について御説明いたしますので、議案書のほうをお願いい

たします。 
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まず、第１条では、設置規定についてであります。町有地災害防止対策に係る移

転対象墓地の代替地としております。第２条は、墓地の名称及び位置について定め

ております。名称を大崎町営馬場墓地、位置は大崎町仮宿２３７６番地５と規定し

ております。第３条は使用の目的でございます。第４条は、使用権者の墓地の使用

料について規定しておりますが、墓地の使用料は免除としております。第５条では、

管理について規定してございます。第６条は、使用権は売買、譲渡、貸与について

はできないことを規定しております。第７条は、使用権の承継について規定してお

ります。第８条は、墓所が不要になったときの返還について規定しております。 

次のページをお開きください。第９条は委任規定でございます。 

附則としまして、この条例は、公布の日から施行するものであります。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第４１号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午前１１時２１分 
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令和３年第３回大崎町議会定例会会議録（第２号） 

 

令和３年９月１６日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（９番，１０番） 

日程第２ 一般質問 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 

５番 宮 本 昭 一 １１番 児 玉 孝 德 

６番 中 倉 広 文 １２番 神 﨑 文 男 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 中 村 富士夫 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 相 星 永 悟 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 上 野 明 仁 

住民環境課長 岡 留 和 幸 社会教育課長 宮 本 修 一 

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 本 松 健一郎 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 本 髙 秀 俊 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、９番、上原正一君、及び

１０番、小野光夫君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（神﨑文男君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順により許可いたします。まず、５番、宮本昭一君の質問を許

可いたします。 

○５番（宮本昭一君） 私は、さきに通告しておきました防災対策についてとコロナ対

策について、及び６期目町長立候補表明についての３件について質問をいたします。 

初めに、１件目の防災対策について質問をいたします。地球温暖化で異常気象に

よる梅雨明け後の線状降水帯が発生し、長雨により国内のあちこちで予期しない災

害が発生しております。浸水等により家屋や多数の尊い命が奪われております。我

が町も、大きな被害を受けたところでございます。もちろん、本町の地域防災計画

書は、災害対策基本法に基づき作成されていると思うが、本町は特に、山間部の持

留地域や野方地域の土砂災害が毎年のように発生しております。喉元過ぎれば熱さ

を忘れるで、災害は忘れた頃にやって来る。備えあれば憂いなしということわざの

ごとく、いつ何時、災害が起こるかわかりません。そんなことを踏まえて、そこで、

１点目の町内の危険箇所の再調査はされたかについてお尋ねし、１回目の質問とい

たします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。危険箇所の調査につきましては、毎年定期

的に実施しているところでございます。 

○５番（宮本昭一君） では、その調査はどのような方法でされたのか、お尋ねいたし

ます。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。町内における危険箇所の把握及び点検につ

きましては、毎年、消防幹部会を通じまして、地元消防団の方々に巡回していただ

き、危険箇所の報告をお願いしているところあり、その他、地域住民等からの情報

提供も含め、実態把握に努めているところでございます。 

なお、町内には、土砂災害警戒区域が１２３箇所、土砂災害特別警戒区域が１１
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５箇所を、県が指定しております。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） 調査の方法ですが、答弁がありましたとおり、やはり地元消防

団にお願いをして、危険箇所の調査なりを、地元の住民からも含めて実態把握に努

めているというようなことでございました。 

やはり、町内には県が指定した土砂災害の区域などがありますけども、その箇所

につきましては、ただいま１２３箇所ということでありましたけれども、やはり、

住民の安心面から考えていったときに、巡回等は大変大事なことでありますので、

今後もこの実態把握については努めていただきたいと思います。 

それでは、その調査結果はどうであったかについてお尋ねをいたします。 

○町長（東 靖弘君） 報告や連絡があった危険箇所につきましては、例年であれば、

国や県、消防署や警察署等の関係機関の方々で構成される防災会議の中で調査内容

等の情報共有と協議をお願いするところでございますが、現在、コロナ禍の中、開

催が困難な状況にありますので、早急な対応が必要かつ可能な危険箇所については、

庁内の関係課や国・県などの関係機関につなぎ、対策を講じるとともに、国や県な

どへの協力が不可欠な危険箇所につきましては、関係機関へ対策や予算措置等の要

望を行っているところでございます。 

なお、今年度、消防団から報告のあった危険箇所は５件ございましたが、そのほ

か、昨年の７月豪雨災害で復旧が進んでいない箇所もございますので、早期復旧に

努めるとともに、関係機関への対策等の要望につきましても、引き続き行ってまい

りたいと考えております。 

○５番（宮本昭一君） ただいま答弁の中で、例年であれば、県とか国とかの関係機関

を会議の中で関係の皆さん方が集まっていただいて、その防災会議の中で諮ってい

るというところで、本年については、特にコロナの関係で、それが非常に難しいと

いうことでございました。災害の消防団からの報告は、先ほど町長から答弁があり

ましたように５件程度という答弁でございました。 

それでは、次に、２点目の総合防災マップの作成はどうなっているのかについて

お尋ねをいたしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 総合防災マップにつきましては、今年度の当初予算で予算計上

をしており、令和３年５月１３日に業務委託契約を締結し、現在、委託業者と紙面

内容や地図への掲載内容等につきまして協議・打ち合わせを行っているところでご

ざいます。 

○５番（宮本昭一君） 総合防災マップの作成はどうかということで、ただいま答弁を

いただきました。やはり、住民の安心・安全という、守る取組を進めてまいるとい
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うことでございますので、作成についてはどうなっているかについて、またお尋ね

をいたしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○総務課長（上橋孝幸君） 防災マップの作成につきましては、作成工程に基づき、委

託業者と協議・打ち合わせを行っているところでございますが、掲載する紙面内容

や構成、地図上に落とし込む避難所等の位置、津波浸水想定区域や土砂災害警戒区

域などのハザードデータを県から提供していただき、そのデータをマップ上に落と

し込む作業などに期間を要することから、早期の完成は非常に厳しい状態でござい

ますので、御理解をいただきたいと思います。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） 今、担当課長からの答弁でございますけれども、５月１３日で

したか、委託業者と業務契約を締結して、紙面の内容とか、それから地図の掲載内

容等について協議・打ち合わせをしているとの答弁でありましたので、了解いたし

ました。 

それでは、５月に委託契約を締結したとのことですけれども、委託契約相手方は

どこですか、お尋ねいたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 委託業者についての御質問でございました。委託している

業者につきましては、株式会社ゼンリン鹿児島営業所でございます。 

○５番（宮本昭一君） それでは、株式会社ゼンリンということであったようでござい

ます。 

それではですね、新年度も始まって、間もなく半年になろうとしております。既

に梅雨時期も過ぎて、秋の気配を感じる季節となっておりますけれども、住民の、

先ほど言いましたように、安心・安全の観点から見ると、やはり、この辺について

は急いで作成するべきではないかと思うが、遅れている理由は何かについてお伺い

いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 先ほどの答弁と重複するところもございますけれども、防

災マップの作成については、作成工程上、どうしても委託業者と協議・打ち合わせ

を行っていかなければなりません。 

その中で、紙面の内容をどうするべきなのか、あるいは地図上に落とし込む避難

所の位置、あるいは津波浸水想定区域、あるいは土砂災害警戒区域などのデータと

いうのを県から提供していただく必要もございますので、そういった意味から、な

かなか、出来上がるまでには期間を要するということになりますので御理解をいた

だきたいと思います。 
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以上です。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、課長の答弁をいただきましたけれども、県からのデ

ータですか、これのデータ等をマップに落とし込む作業等が非常に期間を要すると

いうようなことでございました。それで早期の完成は非常に難しいという状況であ

るという答弁でございました。 

それでは、マップの内容とか、用紙の大きさについてはどうであるのかをお聞か

せください。 

○総務課長（上橋孝幸君） マップの概要についての御質問でございました。 

総合防災マップの内容につきましては、各家庭での防災対策や災害種別、避難情

報の説明、マイタイムラインなどの掲載を予定しております。 

また、県が公表している津波浸水想定区域と同じく、県が区域を指定した土砂災

害警戒区域を地図上に重ね合わせたマップを予定しております。なお、総合防災マ

ップの大きさにつきましてはＢ４サイズで、ページ数は６０ページ、発行部数は１

万部を予定しているところでございます。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、課長の答弁によりますと、このマップの内容とか用

紙の大きさについては詳しく説明いただきましたが、やはり、県が区域を指定した

土砂災害警戒区域とか、それ等を重ね合わせたマップを予定しているというような

答弁でございました。マップの大きさについてはＢ４版ということであったようで

ございます。ページ数については、確か６０ページで、１万部を予定しているとい

うことでございました。 

それではですね、このマップはいつ作成して、いつ配布の予定かについてお伺い

いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 総合防災マップにつきましては、令和４年２月の完成を見

込んでいるところでございます。配布につきましては、令和４年３月を予定してい

るところでございます。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） 令和４年２月が完成ということで納品やら見込んでいるという

ような答弁でございます。そしてまた、令和４年３月に配布の予定ということであ

ったようでございます。 

それではですね、次にお伺いしますが、令和４年２月完成で、３月の配布予定と

いうことであり、先ほど、遅れている理由もお示しいただきましたので、予定どお

り配布できるように努力をしていただきたいと思います。 

それでは、次の２点目のコロナ対策についてをお尋ねをいたしたいと思います。
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このコロナは収まるどころか、首都圏を中心に国内で感染拡大し、国内感染者数も

１５０万人といわれ、災害時に近い感染者数であると報道もされております。コロ

ナウイルスも次から次に変異して、現在、コロナ株も、テレビで見ておりましたが

５種ほどあるようですが、先般、国内初の変異ウイルスミュー株やイータ株の感染

者も確認されておるようでございます。このイータ株については、今のコロナワク

チンで一定の効果はあるといわれておりますが、コロナウイルスも生き残りをかけ

て変異し、人類を恐怖に陥れており、鹿児島県はもちろんですが、町内でも連日の

ようにクラスター関連などによる感染者が増えております。そういう状況でありま

す。また、家庭内感染も深刻になってきており、予断を許せない状況であるようで

ございます。 

まず、１点目のコロナワクチン接種の予約と接種状況はどうなっているかについ

てお尋ねをいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

まず、予約状況ですが、９月１０日現在、対象者数１万１,４４８人に対して、

７,３３９人の方が予約を済ませておりまして、予約率は６４.１％でございます。 

また、接種状況ですが、９月１０日現在、６５歳以上の方で１回目接種済が８９.

９％、２回目接種済は８８.７％でございます。６４歳以下では、１回目接種済が

４７.７％、２回接種済は３５.３％でございます。全体では、１回目接種済が６６.

３％、２回目接種済が５８.８％となっております。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、接種の予約と状況について、人数、それからパーセ

ントで詳しく説明をいただきましたので、次に入りたいと思います。 

では、予約の取消状況についてはどうかについてお伺いをいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

予約の取消状況についてはどうなっているかということですが、９月１０日まで

の間に、個別接種・集団接種合わせて７８８回のキャンセルが生じているところで

ございます。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、課長の答弁によりますと、９月１０日までの間、個

別接種と集団接種については７８８回のキャンセルという答弁でございました。了

解いたしました。 

それでは、ここで、２回ワクチンを打った人は感染リスクが下がっているという
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情報もあるようですけれども、取消をされた方や２回目の注射を打っていない方な

どはどのような対策をとっているのかについて、そのままなのかどうかについてお

伺いいたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

予約の取消や、２回目を打っていない方への対応はどうなっているかということ

でございますが、御承知のとおり、このワクチン接種は任意接種となっております。

予約を取り消した後、そのままにするか、改めて違う日を予約するかというのは、

もう本人の意思によるものでございます。したがいまして、取消をされた方や、２

回目を打っていない方への対策といたしましては、町としては特にとっておりませ

ん。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、課長の答弁をまたいただきましたけれども、ワクチ

ンの接種は任意であるということのようでございます。予約の取消については本人

の意思でありますので、得に取消をされた方への対策はとっていないというような

答弁でございました。 

それでは、次の、２点目のワクチン接種による副作用も聴いているけれども、状

況と対応についてお尋ねをいたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

ワクチン接種による副反応の現状についてでございます。接種後、体内で新型コ

ロナウイルスに対する免疫ができる過程で様々な症状があらわれております。具体

的には、注射した部分の痛み、発熱、頭痛、筋肉や関節の痛み、寒気、下痢等の症

状でございます。こうした症状の大部分は、接種の翌日をピークに発現することが

多いようですが、数日以内に回復していく方が大部分のようでございます。 

また、症状には個人差があるようでございまして、症状が出ない方もいらっしゃ

います。かといって、症状がないからといって免疫がつかないということではござ

いません。症状が出たときの対応についてでございますが、ワクチン接種直後であ

れば、医師に診察してもらい、症状が落ち着くまで会場での経過観察の時間を長く

取っているところでございます。その後の症状であれば、その方の症状に応じ、内

服や外用薬の使用、水分摂取等をお勧めしておりまして、かなり症状が長く続くよ

うであれば、医療機関への受診や相談を勧めておるところでございます。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、課長の答弁の中でですね、免疫ができるまで、やは

り症状が数日間してから回復するというようなのが大部分であるという答弁であり

ました。そしてまた、ワクチン接種後については、その接種後であれば医師に診察
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をお願いしているということでございましたようです。それから、その後の発症に

ついては医療機関への受診を勧めているというようなことでした。 

   次に、３点目の感染者の自宅待機者が県内急増とありますけれども、本町の状況

はどうなっているのか。なお、町内の感染者が増えている対策についてお尋ねをい

たします。８月に、県内自宅待機者は１,０００人超と報道されておりましたけれ

ども、本町の状況と対策はどうなっているかについてお伺いをいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本町の自宅待機の現状はどうなっているかとのことですが、現在、町内感染者に

つきましては、医療機関への入院、宿泊施設入所及び自宅待機となっており、その

判断は保健所の疫学調査のもと、症状に応じて割り振りをしているところでござい

ます。 

現在、症状があるなどで入院が必要な方につきましては、入院ができている状況

であると保健所よりお聞きしておりますが、９月５日現在、８０床ある大隅地区の

入院施設及び宿泊施設のうち、７７名が入院及び入所中となっており、医療現場に

おいては、まだまだ予断を許さない状況にあると考えております。 

町内の感染者が増えていることに対しての対策でございますが、濃厚接触者の判

定や感染拡大対策については、保健所が指導に入っております。町の対応としまし

ては、中学生や、私自らの防災無線による呼びかけやホームページによる発信、役

場・野方支所における酸性電解水の配布、町施設等の使用制限などにより人流を抑

え、これ以上の感染が広がらないための取組の御協力を町民に対してお願いしてい

るところでございます。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、町長の答弁を詳しくいただきましたけれども、やは

り、医療機関への入院とか宿泊施設の入所及び自宅待機ですか、これについては保

健所の疫学調査ですかね、こういうのをもって割り振っていると、症状によって割

り振っているというようなことでございました。 

そしてまた、入院については、必要な方は入院ができているという状況であると

いう答弁でございました。それから、もう１つの濃厚接触者の判断等については、

保健所が判断をしているというようなことでございました。そしてまた、町の対応

としては、やはり、中学生の生徒会とか、町長自らの防災無線の呼びかけとかやっ

ているということでございます。そのような答弁でございましたので、了解をいた

しました。 

次に、４点目の子どもの感染が拡大しており、学校の対策も急務である。新学期

の対策と対応はどのように考えているかについて、教育長にお尋ねをいたします。
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学校の対応は自治体ごとに異なり、新学期を遅らせたところ、まん延防止等重点措

置が適用されている鹿児島市などでは、時差登校や分散登校を実施し、入口で検温

する学校もあるとのことですが、本町の学校の対策等はどうなっているかについて

お尋ねいたします。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えいたします。 

まず、現状につきましてですが、本日９月１６日現在、町内の児童・生徒の感染

者はおりません。濃厚接触者として、出席停止の児童・生徒は２名となります。こ

れは、保護者の感染による兄弟２名で、ＰＣＲ検査の結果、陰性と診断されており

ます。 

夏休み中の感染者については、児童・生徒が２名、教職員が２名、うち１名は町

外在住です。いずれも、学校への登校や勤務はなく、学校にウイルスが持ち込まれ

てはおりません。既に、９月１日の始業式には、この４名は出席及び勤務しており

ます。 

県内では、学校の時差登校や臨時休業を行う学校や自治体がございますが、大崎

町の児童・生徒と、その同居する家族及び教職員の感染状況から、そのような対応

をする状況ではないと判断しております。各学校との連絡体制については、児童・

生徒、また、その同居家族に何らかの不安要素がある場合は、指導主事に連絡が行

くようになっております。また、鹿児島県の学校等欠席者感染症情報システムによ

って、発熱等による欠席者についても人数が把握できるようになっております。 

新学期の対策としましては、鹿児島県がまん延防止等重点措置の適用をされる見

通しが示された８月１７日に臨時校長会を行い、出校日は行わないことや、今年の

４月２８日に文科省から発出された、学校における新型コロナウイルス感染症に関

する衛生管理マニュアルの行動基準レベル３の具体的な場面の確認をしました。こ

のレベル３は、現在、鹿児島県教育委員会が、県内の感染状況から判断し、県立学

校に通知しているものに準じて適用しているものでございます。その対応としまし

て、身体的距離をできるだけ２メートル、最低１メートルとることや、部活動は個

人や少人数での感染リスクの低い活動で、短時間での活動に限定することなどが上

げられております。 

また、２学期が始まる直前の８月３０日も校長研修会を実施し、保護者と連携し

た対策が行われるよう指導しております。その具体的な内容を、９月１日に保護者

向けと教職員へ通知を発出しました。保護者に対しての内容は、学級閉鎖や臨時休

業を行う際の基本的な考え方についてです。例えば、同一学級において複数の感染

者が判明した場合、学校長の判断で学級閉鎖となります。また、臨時休業について

は、複数の学年を閉鎖するなど、保健所の指示等も踏まえて、学校で感染が広がっ
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ているという可能性が高いと町教委が判断した場合に実施することになっておりま

す。これは、文科省が８月２７日に学校で児童・生徒や教職員の新型コロナウイル

スの感染が確認された場合の対応ガイドラインをもとに作成したものです。 

教職員については、学校でクラスターを発生させないための対応についてのお願

いです。各学校がそれぞれ実情に応じ、３つの密を１つも発生させないよう、児

童・生徒や教職員の動きを考えて、ＩＣＴの活用や、基本的な感染対策の徹底を図

っております。 

また、９月１日から、大崎中学校の協力をいただき、防災無線を活用した家庭で

の感染対策の徹底を呼びかけております。さらに、９月１５日には、保健福祉課と

連名で、家庭で行う感染予防対策についてお願いを発送いたしました。その内容は、

マスク着用や手洗いなど基本的なことから、小まめな洗濯や鼻水やくしゃみの処理

に使用したティッシュの始末など、合計８つのポイントにまとめたプリントを配布

しております。 

今後の対応としましては、これまで述べた対応を徹底するよう指導するとともに、

感染状況を常に把握し、必要に応じて適切に対処できるよう、各学校と連携をとっ

てまいります。 

また、文科省が、希望する教育委員会の配布を決定した抗原簡易キットも申請を

提出し、早急に病院に行けない教職員や児童・生徒に対して、学校で簡易の検査が

できる環境を整える予定であります。 

今後も、感染状況を注視し、学校の規模や対策状況をもとに、各学校の実情に応

じた対策について指導することで、町内一斉の対策がより実効性のあるものになる

と考えております。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、教育長のほうから詳しく答弁をいただきました。そ

の中については、ただいま詳しく説明があったとおりですが、２学期が始まる直前

に、８月３０日だったですか、校長会を実施して保護者との連携・対策をしている

というようなことでございました。そしてまた、具体的に、９月１日でしたか、保

護者と教職員のほうに、そのことについて通知を出しているということであったよ

うでございます。今後の対応につきましては、先ほど答弁の中でありました、常に

感染を把握して、必要に応じて適切に対処できるよう、各学校と連携をとっている

というような答弁でありました。 

それではですね、今のこの４点目の感染対策の教育長に対する質問は以上で終わ

りたいと思います。 

それでは、最後のほうになりますが、次に、３点目の６期目の町長立候補表明に
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ついてお伺いをいたしたいと思います。町長は、８月１３日に南日本新聞の取材に

対して、任期満了に伴う１１月３０日告示、１２月５日投票の町長選挙に６期目を

目指し、無所属で立候補を明らかにされましたが、現時点での正式な表明は町長１

人でありますので、お尋ねをいたしたいと思います。 

まず、１点目の６期目を目指した決意は何かについてお聞きいたしたいと思いま

す。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

御質問のとおり、去る８月１３日に、南日本新聞の取材に対し、６期目を目指し

て立候補すると表明し、記事が掲載されたところでございます。 

まず、優先かつ継続して解決すべき問題として、新型コロナウイルス感染症への

対応がございます。ワクチン接種率の向上による感染防止及び重症化リスクの軽減

はもちろんのこと、感染拡大により影響が出ている事業者の経営持続化をはじめと

する地域経済の回復を図る必要があると考えております。 

また、埋立処分場の延命化のため、町民一丸となって進めてきたリサイクル活動

が評価され、ＳＤＧｓの名のもとで、本町と連携したいという企業や団体などの協

力者が増えてきており、大崎町ＳＤＧｓ推進協議会が設立されるなど、本町を取り

巻く環境は新たな展開に入ったと考えております。 

また、環境面での知名度向上や返礼品生産者様の御尽力もあって、全国から多額

のふるさと納税を御寄附いただき、地域経済への効果はもちろんのこと、学校給食

費補助や小中学校校舎棟空調整備、高校卒業までの医療費自己負担ゼロ、リサイク

ル未来創生奨学金制度、高齢者等へのごみ出しサポートなど実現することができま

した。そしてまた、ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅の建設により、

新たな関係人口が創出されており、今後も本施設を活かしたスポーツ・観光施策の

充実を図ってまいりたいと考えております。 

以上、現況や、これからの目標などを数点申し上げましたが、これらの施策をさ

らに発展させていくためには、町政を継続する必要があると強く思い、また、支援

者の皆様からも継続を望む御意見も多くいただきましたので、現在の町政を担う者

としての責任から６期目を目指して立候補の決意をした次第でございます。 

もう少し加えて話をさせていただきますと、地域おこしを成功させるのには「若

者、馬鹿者、よそ者」という言葉が使われておりますが、そういった町外の人々が

やってきて、新たな大崎町の利点に気付き、それを生かす、そういうことが「若者、

馬鹿者、よそ者」の存在であると思っております。 

私は、この言葉を、もう既に亡くなられた、三文字にお住まいの中野孝喜さんが、

大崎町の神舞が７０年ぶりに復活された原動力であられた方でありますが、県外の
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出身でありましたので、いつも、「若者ではないけれども、よそ者、馬鹿者だ」と、

「遠慮なくやれるのは我々だ」ということをお話をされておられました。 

現在、大崎町に、ＳＤＧｓ推進協議会の中に合作株式会社という事務局を推進す

るところがありますけれども、そこに２０代から３０代の、いわゆるよそ者、若者

が５名入ってきております。大崎町のリサイクル、そして、それをさらにアップさ

せるためにＳＤＧｓ推進協議会の設立、その中で合作株式会社を中心として、持続

可能な日本社会、持続可能な大崎町をつくりあげるための提案を一生懸命やってき

ております。ＳＤＧｓ推進協議会を設置するに当たり、彼らから非常に貴重な提言

もいただきました。つまり、脱炭素社会の中で、これから進むべき日本の社会、２

０５０年カーボンニュートラルが政府の中で進められますけれども、そういう世界

に向かって大崎町が果たす役割という中で、現在１２年連続日本一を達成している

リサイクルの推進、そしてまたリサイクル商品の拡大、そしてまた、さらには大崎

町の町民の皆さん、あるいは学校、事業所、一人一人が取り組んでいるリサイクル

に対して、高く国から評価さておりますので、こういったのを全国の自治体に横展

開する、あるいは海外に指導する、世界標準という位置づけのもとでやっておりま

す。 

また、ＳＤＧｓ推進協議会の中で、これを構成する鹿児島相互信用金庫、ＭＢＣ、

それから合作株式会社、そらのまち保育園、こういった方々が大崎町の魅力をさら

にアップさせるためにやろうということで協力をいただいておりますが、それらを

働きかけてきた合作株式会社のメンバー、そしてまた、そういう方向で進めていこ

うという私の意思、それらが合意形成されておりますので、さらに大崎町のサーキ

ュラー環境のまちづくり、サーキュラービレッジ構想をさらに推進していく覚悟の

もとでやっていくと、そういう覚悟をしたということが大きな要因でもあります。 

もう１つは、ふるさと納税が大崎町は全国的にも有名になってまいりました。一

生懸命やる中で、中小事業者の育成もできましたし、そして、それらの事業継続も

進めていかれるのではないのかなと思っております。鹿児島県でも上位に入り、全

国でも上位に入っているふるさと納税を、こうして様々なことを、先ほど説明いた

しましたけれども、これらの事業をさらに推進することによって持続可能な大崎町

のまちづくりができるという判断をしておりますので、これらにつきましても一生

懸命取り組んでいきたいと思っております。 

現在、多様性という言葉が使われておりますけれども、先ほどのよそ者、若者、

馬鹿者と言われる人たち、そしてまた、地元の人たちと多様性、お互いに違うもの

を受け入れていきながら強靱な組織をつくっていく。多様性は力ということがあり

ますから、これらを信じながらやっていくという大きな決断をしたところでありま



 

－ 45 － 

して、そういったことも説明をさせていただいたところでございます。 

また、もう１点は、ふるさと納税を通してＪＴＢ、観光業の有名なトップ企業で

ありますけれども、大崎町のふるさと納税関係を扱っていただいておりますが、ス

ポーツ合宿とか、あるいは研修視察とかそういったところも連携する。今が大きな

チャンスと思っておりますので、一生懸命やっていく覚悟のもとで決意したという

ところでございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、それこそ詳しく説明を、答弁をいただきました。 

その中で、コロナの感染拡大によって新聞記事でも言っておられますけれども、

やはり、事業者の経営、持続化をはじめとする地域経済の回復を図るというような

ことと、それから、ＳＤＧｓの協議会の設立とか埋立処分場の延命化とかリサイク

ル関係とかいろいろ答弁をされました。やはり、町政を継続する必要があると強く

思って、６期目を決意したというようなことでありました。 

それではですね、次に、これまでの評価ですか、１期目から５期目までですけれ

ども、長きにわたりますけれども、これについてお尋ねをいたします。５期満了も

あと数か月となりましたけれども、私の知る歴代の町長の中では一番長く町政のか

じ取りを担ってこられたと思っております。その間、数々の実績も申されておりま

すが、町長としてこれまでを総括して、自身の評価についてをお聞きしたいと思い

ます。 

○町長（東 靖弘君） 私は、平成１３年１２月に、町長選挙に出馬するに当たって

「まちづくりへの挑戦」というタイトルを掲げながら町長選挙を戦ってまいりまし

た。 

大崎町長に、そのときに初当選し、大崎町長に就任いたしました。それから町民

の皆様をはじめ、関係各位の信任を受けまして、５期２０年間、町政を担わせてい

ただいております。常に職員と切磋琢磨しながら、ここまで長く町政に携わってこ

られたのも、ひとえに町民の皆様の町政運営に対する御理解、また、議会の皆様の

御理解と御協力のたまものであったと深く感謝しているところであります。 

ふり返ってみますと、就任当時は、全国的に平成の市町村合併問題に大きく揺れ

た時代であって、本町においても、住民投票の結果、僅差で単独が決まるという、

町を二分した大きな出来事がございました。小泉政権下で三位一体改革が進められ、

地方交付税等の削減により全国的に地方自治体の財政運営が困難さを極める中、本

町単独での自治体運営に苦慮したことが思い出されます。生き残りをかけた、待っ

たなしの行財政改革が始まり、行政においては組織の見直しによる課の統廃合や職

員削減などを行い、議会の皆様におかれましても定数削減等に自主的に取り組んで

いただき、誠に感謝しております。住民の皆様にも、各種団体に対する補助金の見
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直しなどに御理解いただき、町を挙げて行財政改革に取り組んだ結果、現在の大崎

町が成り立っているのだとの思いがございます。 

財政難から各種住民サービスが思うように実施できないなど、非常に歯がゆく、

そして厳しい自治体運営を強いられた時期もございましたが、その後、企業立地に

よる雇用の創出や資源リサイクル率日本一の実績に基づく環境省関連の表彰やＪＩ

ＣＡ事業による海外への技術支援など、全国的に大崎町の知名度が少しずつ向上し

ていき、関係人口が増加してまいりました。 

一方で、努力はし続けたものの、なかなか結果を出すことができなかったものが

ございます。 

まず、１点目が、中学校統合後の大崎第一中と菱田中の跡地が、まだ活用できて

いないということであり、卒業生や地域の方々の期待に応えられていないというこ

とであります。 

もう１点が、地域広域交流活性化センターあすぱる大崎のことでございます。第

三セクター方式で平成１０年８月にオープンし、本年３月末まで、２３年近く運営

してまいりました。急速な人口減少や類似施設の増加などから経営悪化が続き、本

年４月、民間事業者に無償譲渡をいたしました。現在、民間事業者ならではの知恵

と経験を生かし、本年１２月頃のオープンを目指し、大規模改造中であり、新たな

活力を生み出す施設として、本町の活力ある地域づくりに御貢献いただけるものと

期待しております。 

その後も、当初計画にはなかった東九州自動車道野方インターチェンジの開通や

ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅の新設に伴う陸上競技の聖地づくり、

ジャパンＳＤＧｓアワード受賞、ふるさと納税による地域経済への波及、農業生産

性向上のための基盤整備の推進など、様々な課題を皆様の御協力を得ながら、少し

ずつではありますが着実に、また実行してまいりましたので、一定の評価をいただ

けるものではないかと思っております 

私自身としましては、いずれの課題に対しても、「大崎に住んでみたい、大崎に

住んでよかった」と言われるまちにしたい、ただ、その一心から一つ一つの課題に

対し愚直に、そして誠実に取り組んでまいった次第でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、町長の答弁、詳しく答弁をいただきましたけれども、

５期までやってきた中で、特に結果を出せなかったものがあるということで、先ほ

ど、中学校の統合問題、中学校跡地の問題、それと広域交流活性化センターの関係

が結果を出すことができなかったというようなことでございました。そしてまた、

いずれも、大崎町に、前からも言っております「大崎に住んでみたい」とか「大崎

に住んでよかった」と言われるようなまちにしたいということも答弁があったよう
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でございます。そういう一心から、１つの課題に対して、誠実に取り組んでまいっ

たとの答弁でございました。 

そういう答弁でありましたので、ここについては以上で終わりたいと思います。 

それから、次にお聞きしてみたいのが、ただいま評価の説明がありましたけれど

も、評価についてはいろいろ答弁いただきましたけれども、再度、評価についてお

伺いをいたしたいと思います。 

最後に、もう一言お聞きいたしますけれども、町長が野方インターチェンジの設

置やジャパンアスリートトレーニングセンター大隅の誘致については、町長は特段

の努力をしてこられたと評価をしておりますけれども、これについてはやはり少な

からず大崎町の発展に必要なものでありますので、どういう努力をしてきたかを聞

きたいことと、それから、今まで５期の２０年にわたってやってこられた中で、そ

の他の課題解決といいますか、そういう解決はどうだったのかをお伺いいたしたい

と思います。 

○町長（東 靖弘君） ２点ほどの御質問でありました。その他も含めてお答えさせて

いただきたいと思います。 

ジャパンアスリートトレーニングセンターにつきましては、先ほど、１３年１２

月に立候補したときに、陸上競技場を造りたいという思いを自分のマニフェストに

掲げておりました。その中で、これを進めるために一生懸命取り組んできたわけで

ありますが、非常に事業費そのものも大きいということもありまして、県や国に要

望書を持って、総務省あたりにも説明に行きましたけれども、なかなか、単独財源

がない中で国の支援とかそういったものは難しいということでありまして、なかな

か進められなかった時期もありました。平成１６年７月に伊藤知事が誕生されまし

た。そのときに、大崎町の、私が考えたスーパースタジアム構想の中の陸上競技場

の整備で、計画書を伊藤知事に持っていきました。事業費が２００億ぐらいかかる

んじゃないかということで、これはできないということで非常に難しい返事をいた

だいておりましたけれども、その中で、やはり、我が町にこういった活力資源があ

ることが必要だという思いが強かったので、職員とともどもに県のほうに、知事を

含め、県のほうに毎回、毎回、相談に行きました。そういった相談を６年ぐらい繰

り返している中で、平成２３年ぐらいで前向きに考えようという伊藤知事の返事を

いただいて、心が舞い踊ったことを覚えておりますし、職員とともに喜んだことを

覚えております。計画が動き出したのは、平成２７年頃でありました。そしてまた、

完成したのは平成３１年３月であります。 

自分が公約を掲げてから、そしてまた実際に伊藤知事が就任されてから、そして

完成するまで１５年ぐらいの歳月がかかっております。非常に長期にかかりました
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けれども、諦めずにここまでやってきて、今、日本に誇る競技施設ができた、世界

に誇る競技施設ができてきたということは、大崎町の大きな活力資源になるという

ことで考えております。 

もう１点が、野方インターチェンジの開設でありました。東九州自動車道の計画

の中に、野方にインターチェンジを造るということなど全くありませんでした。本

当にびっくりしたところだったんですが、そういったことを引き継いで町長に就任

いたしました。 

それから、野方地区においては、単に車が高速道を通過するということで、何ら

産業振興とかメリットがないという状況で、冷めた見方であったわけでありますが、

平成１５年度に、国が国の財政の観点から、末吉財部インターから志布志インター

までは国が税金で、公団の事業をやめて税金で造る事業として新直轄方式でやりま

すということでの説明を受けて、それならば、野方に新たにインターチェンジを造

ってもらったほうがいいのではないかと、地元の方々と協議しながら要望活動を必

死に重ねてまいりました。環境アセスが後付けになるために、非常に反対の声もあ

りましたけれども、どうしても実現したいという思い、野方地域の全住民の皆さん

方の署名をもとに、県とか九州整備局とか国とか実際に動いていきました。そうい

った中で推進協議会の大会をやったり、いろいろやりましたけれども、平成２４年

４月に、大崎町の野方インターは国の追加インターとして認められて、道の駅の整

備も、下りてなら大丈夫だという答申もいただいたところでした。 

そうする中で事業が進捗して、平成２６年１２月に野方インターは開通したとこ

ろであります。こちらも本当に、平成１６年から平成２６年１２月まで１１年ぐら

いの歳月がかかっておりますけれども、町民の皆さん方、議会の皆さん方の支援の

たまものであったと思っております。 

野方インターは、現在、非常に活性化を浴びていることはご存じだと思いますけ

れども、ここに空港までの高速バスを通すべきだという考えがありましたので、岩

崎産業の社長さんに、何回も何回もお願いに行きました。「わかったが」というこ

とを言っていただいて、事務を進めることになったんですけど、職員ともどもに行

った結果だと思っておりますが、一日４便、空港バスも走るようになりました。そ

して、現在、コロナで止まっておりますけれども、鹿屋発野方インターチェンジ経

由博多、それから福岡県糸島市までのそういった直行バスも走るという計画で、コ

ロナのために延期されているということでありますけれども、非常にインターチェ

ンジを頑張ったそのおかげで、非常に野方は本当にすばらしい発展ができる、未来

をつくることができる、そんな町になってまいりました。 

よく、町長が６期ということで「長い」という言葉も聞きましたけれども、私は
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ひたすら自ら牽引役として、職員とともどもに動いてまいりましたし、地元の県議、

地元の国会議員に動いていただきながら、国への要望もたびたび、たびたびやって

まいりました。そういったことから、非常に、５年、１０年、１５年、２０年とか

やらせていただいたおかげで、大崎町の活力資源を生み出すことができたというこ

とが大きな要因だと思っております。したがいまして、現在も健康そのものであり

ますので、やはり、そういう大崎町の発展のために頑張っていきたい、町民の皆さ

んに喜んでいただけるような町政をやっていきたい、そういう評価を今後はしてい

ただけるようになったらうれしいなと思っております。 

以上です。 

○５番（宮本昭一君） 今、答弁をいただきましたけれども、まず、ジャパンアスリー

トの件ですが、これについては、やはり事業を進める上で県に再三足を運んで、よ

うやくそれが実になったといいましょうか、大変苦労したというようなことであり

ました。それから、野方のインターチェンジの件ですけれども、これについても県

などに再三要望し、いろんな形で要望してまいったけれども、この熱意は、非常に

大変苦労をしてきたということで、いえばジャパンアスリートトレーニングセンタ

ー大隅は１５年間もかかったというようなことでしたけれども、野方インターチェ

ンジのほうも、私も最初はどうなんだろうかというような考えてもしておりました。

でも、現在は非常に皆さんが、野方の皆さん、あるいは町外の皆さん、大変利用さ

れていらっしゃるようでございます。これはもう、よかったなというふうに今は思

っているところですが。本当に御苦労をいただいたことは、今、答弁いただいたと

おり、御苦労をされたことはよくわかりました。そういうことで、この問題につい

ては、これで一応閉じたいと思いますけれども。 

次に、３点目ですが、活力あるまちづくりに努力するとあるが、具体的にはどう

かについてお尋ねをいたしたいと。南日本新聞の取材の中でも、新型コロナウイル

ス感染拡大で商工業者を中心に影響が出ている点を上げ、事業継続や新規出店に力

を入れ、活力あるまちづくりに努力すると、意欲を示されているけれども、具体的

にお聞きいたしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 南日本新聞の取材でも、活力あるまちづくりに努力すると述べ

させていただきました。具体的にはどうかとの御質問でございますが、活力あるま

ちづくりは、人それぞれ異なる考え方やイメージがあろうかと存じますが、私が思

う活力あるまちづくりの基本は、やはり人ではないかと考えております。 

このまちに、性別、年代、職業、人種などを問わず、多様性を持った人が集まり、

そのような方々を受け入れる寛容性のある土壌があること、そして、多様な方々が

共に語り、笑い、学び、働き、消費し稼いでいただく。そして、これらの活動によ
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り、稼がれた資本を社会的支援が必要とされる方々への援助や、次のまちづくりな

どへの投資として活用する。このような流れを持続可能な活力あるまちづくりとし

てイメージしております。 

これを実現するためには、ＳＤＧｓ関連の研修や企業連携等による関係人口の増、

ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅を活用した合宿等で訪問される方々

への地域への波及、全国有数の寄附額をいただいているふるさと納税による返礼事

業者の雇用創出を含む経済波及など、本町の活力資源としての強みをさらに磨き上

げること、そして既存の地域の魅力を掘り起こすことに努力し、多様性のある人が

集まる施策を展開し、活力あるまちづくりに努力してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○５番（宮本昭一君） ただいま、答弁の中で、持続可能な活力あるまちづくりをイメ

ージしているというようなことでございました。そして、一人一人の集まる施策を

展開して、活力あるまちづくりに努力してまいりたいというような答弁でございま

した。 

それでは、次に、４点目の、活力は人口増だと思うが、何か方策は考えていない

かについてお尋ねをいたしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 人口対策についての御質問でございますが、先ほどの答弁でも、

多様性のある人が集まる施策を展開し、活力あるまちづくりに努力してまいりたい

と申し上げました 

一人でも多くの方に住んでいただきたいという思いは、質問者と全く同じでござ

います。現在の本町の人口ピラミッドを見ますと、２０代から４０代の子育て世代

が少なく、いびつな形になっており、何の手だてもなくこのままで推移していきま

すと、２０３０年には１万人を割り込むことが推計されております。 

全国的な人口減少のもと、本町のみが人口増加を図ることは非常に困難であると

思われますが、持続可能かつ活力あるまちであり続けるためには、総合計画に定め

たとおり、２０６０年の人口１万人確保を目標に、厳しいですが最大限の努力をし

てまいりたいと考えております。 

そのための具体的な施策といたしましては、これまでの定住関連施策の拡充や見

直し、本議会でも提案しております宅地分譲、家族向けだけでなく単身者も含めた

賃貸住宅建設への支援策の検討、人口が減少しても暮らしやすいコンパクトな町並

みを維持するための空き家対策、そして、高く評価をされている一方で、心理的な

負担が大きいという御意見も一部あるリサイクルへの対応など、各種の施策を、官

民連携も含めて人口対策を進めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 
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○５番（宮本昭一君） ただいま、答弁をいただきましたけれども、やはり定住化を進

める中で、さらに一人でも多く産み育てて、それでも多く住んでもらうための、ほ

かの市町村にないような手だてをどんどん打つべきではないかと私は思っておりま

す。 

ただいま、本町のみが人口増を図ることは非常に難しい、困難というようなこと

であったようでございますが、やはり、総合計画に定めたとおり、２０６０年の人

口ですか、これがその１万人確保も非常に厳しいことであるけれども、努力してま

いりたいというようなことでございましたので、今後とも、任期のある限りは一生

懸命頑張っていただきたいと思います。 

これで、私のすべての質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） ここで、暫時休憩をします。次の再開を１５分からとします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０８分 

再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、３番、稲留光晴君の質問を許可いたします。 

○３番（稲留光晴君） 皆さん、こんにちは。日本共産党の稲留でございます。通告書

に基づき、質問をいたします。 

まず、１点目の新型コロナウイルス感染とワクチン接種についてであります。新

型コロナウイルス感染症については、デルタ株への置き換わりが進む中で、全国的

に新規感染者数が急速に増加しており、これまでに経験したことのない感染拡大の

局面を迎えております。鹿児島県内感染者も、７月２３日には２,０００人を超え

ました。また、８月１４日は５,０００人を超え、３０日は８,０００人を超えまし

た。本町でも、連日のように感染者が出ている状況であります。特に８月１２日あ

たりから、１０代から２０代の女性が増えてきている状況です。これは、事業所の

クラスター感染者でございます。一刻も早く、自分を守り、周りの人も守るために

も、ワクチン接種率を高めなければなりません。 

９月１２日付南日本新聞には、専門家の意見記事がございました。働き盛り世代

に警笛を鳴らしています。コロナ感染の後遺症で休職を余儀なくされ、倦怠感、頭

痛、睡眠障害などの症状が出ておるとのことです。原因は未解明との記事でありま

した。ワクチン接種の副作用よりも感染して後遺症が残ることの怖さを知らせるこ

とが重要ではないでしょうか。 

それでは、本題に入ります。ワクチン誤接種が、７月１１日午前中分でわかりま
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した。８月１日、抗体検査が行われ、６人が再接種となったのかどうか、結果報告

を求めて、最初の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） ワクチン誤接種と抗体検査結果はどうだったかとのことですが、

７月１１日に、最大６名の方に対して薄いワクチンを打ったと思われる事案につい

ての抗体検査の結果についてでございます。 

まず、２３４名の方に対して、１回目の抗体検査を御協力いただき、その結果か

ら、さらに２５名に対象者を絞り込み、２回目の抗体検査の御協力をいただいたと

ころでございます。 

ワクチン１回目接種と２回目接種後の抗体値の比較から、抗体値の跳ね上がり、

いわゆるブースター効果が低かった６名が追加接種の対象者として確定したところ

でございます。なお、今回、対象者を選定するに当たっては、町内医療機関の先生

方や鹿児島大学の西順一郎教授に御助言をいただきました。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 今、町長から御報告がありました。 

私たちが保健課の報告で、１本分６名分が打たれていないということでございま

したので、やはり、この６人の方が新たに接種をしたということで、この６人の方

はすべて２回接種が済まれていらっしゃるんでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの答弁は担当課長のほうでさせていただきます。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

結果、６名の方全員が２回目の接種をしたかどうかということなんですけれど、

うち４名は、８月２２日の日に本町が行いました集団接種のときに打っていただき

ました。あと２名のうち、１名は９月１３日に打っています。あと１名は、まだ、

体調の関係がありまして打っていないということでございます。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） 最後の１名は体調不良ということで残っているということでご

ざいました。 

こういった間違いというのは、人間でございますからあると思いますけれどもで

すね、今後はそういったことがないということで、私なんかは安心といいますか、

そういうふうに考えております。 

それでは、１番目の誤接種については以上で終わりますけれども、２番目の現時

点でのワクチン接種率はどうかということでですね、私のほうは年齢別ということ

で括弧書きして質問をさせていただきたいと思っておりますが、先ほどの同僚議員

の接種率は、年代別になっていますけれども、全体と、あとは６５歳以上、６４歳

以下ということで言われましたけれど、私のほうは、まず、１２歳以上、１回目、
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２回目、２０代、３０代、４０代、５０代、６０代、７０代以上ということで接種

率をお答えください。 

○町長（東 靖弘君） 本町における年齢別のワクチン接種率ですが、９月１０日現在、

１２歳から１９歳までの１回目接種率は１３.９７％、２回目接種率は９.２７％、

２０歳から２９歳までの１回目接種率は３０.０７％、２回目接種率は１６.３５％、

３０歳から３９歳までの１回目接種率は３７.２２％、２回目接種率は２１.４８％、

４０歳から４９歳までの１回目接種率は４９.８０％、２回目接種率は３５.０８％、

５０歳から５９歳までの１回目接種率は５９.６０％、２回目接種率は４４.７１％、

６０歳から６９歳までの１回目接種率は８２.９８％、２回目接種率は７７.７８％、

そして７０歳以上の１回目接種率は９０.９３％、２回目接種率は９０.４１％とな

っています。 

なお、県の大規模接種会場においては１４８名が、職域接種は７８名が接種して

いる状況でございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 本当に詳しく報告をいただきました。 

私のほうで先ほど話をした、１０代から２０代の女性が増えてきていると、クラ

スターの件でお話をしましたが、細かく区切って接種率を見てみますと、やはり１

２歳以上、２０代ということはですね２回目少ないということなんですが。鹿児島

県の新型コロナウイルス感染症に関わる緊急対策９月補正予算があるんですが、希

望するすべての対象者への接種を１０月から１１月にかけて終えるよう、各医療機

関における個別接種の加速などを支援するということで予算額が４４億６,４００

万円、国庫支出金、市町村負担はありませんと。医療機関で使用するワクチンはフ

ァイザー社製となっております。また、その他で県新型コロナウイルス感染症対策

室ワクチン接種調整班によれば、９月６日現時点において、１１月末までに接種対

象県民の約８割のワクチン量を確保しており、残りについては今後の動向に応じて

順次確保していくこととし、１１月末までの希望者全員の接種完了を目指している

と回答を、私はいただいておるんですが。こういう県の回答から、１１月までの希

望者全員の接種完了ということで、やはり本町もそういう計画ということを考えら

れていらっしゃると思うんですが、どうでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ワクチン接種は１１月まで完了するかとの御質問でございます。

ワクチン接種は、国からのワクチンの供給量を見ながら進めている状況でございま

す。 

現在、働く世代や若年層が接種しやすいよう、平日の個別接種に加え、週末の集

団接種及び夜間接種を計画しており、町内医療従事者の皆様や関係機関の御協力を
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いただきながら、希望する町民すべての接種が、できるだけ早く完了できるよう努

めてまいりますが、現段階では、１０月、１１月のワクチン供給量が確定しないた

め、１１月までに完了するとはお約束できないところでございます。 

○議長（神﨑文男君） 稲留議員にちょっとお願いですが、マイクの近くでよろしくお

願いします。 

○３番（稲留光晴君） 今、私が申し上げました９月６日時点で、鹿児島県は９月末ま

でに接種対象県民の約８割のワクチン量を確保しているというふうにいっているん

ですが、今、町長がおっしゃった確保量がわからないので確約できないとおっしゃ

いましたが、どうなんですか。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

県は１１月分までをワクチンを確保しているという報道でしたけれども、これに

ついては、県からまた市町村への通知といいますか、配分量を文書で送ってくるわ

けなんですけれど、それがまだ町に届いておりませんので、現段階で確定している

分は９月までのワクチン供給が確定しておりますが、それ以降がまだ、今後という

ことですので、ただいまのような答弁となった次第でございます。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） ９月までと、今、課長がおっしゃったので、今、私が９月の補

正予算の中身を言いましたが、ちょっと県などに確認をしていただけますか。私が

言った情報が本当かどうかということなんですが。ワクチンは確保していると、県

民の８割を確保しているという中で、本町にはそこ辺が確約できないということで

すかね。県はこういうふうに、８割確保しておるといっているんですよね。そこ辺

は、後日また確認をしていただきたいと思います。 

それと、９月１４日の南日本新聞で、１０月９日第１回目、３０日２回目という

ことで、中央公民館での集団接種、１０月となっていますが、１０月は１回限りの

集団接種になるんでしょうかね。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

１０月に開催計画しています集団接種についてですが、現段階では１０月９日を

１回目の接種、それから３０日を２回目の接種として計画しております。 

この集団接種については、先ほども申しましたけれども、県からのワクチンの供

給量を見て、それから現在も個別接種を各医療機関でやっておりますが、そこでの

日々の接種状況、接種量を計算しまして、１０月のこの分までは集団接種ができる

だろうということで計画いたしております。 

今後のことについては、何回もなりますけれども、ワクチンの供給量次第になり

ますので、現在のところはこの分で、今進んでいるところでございます。 
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以上です。 

○３番（稲留光晴君） 今、課長のほうから答弁をいただきました。 

ワクチン接種については、私は県のことを申し上げましたけども、やはり町から

も正確な、正確というとおかしいですが、そういう判断で了解をいたしました。 

それでは、登校できない児童・生徒へのＩＣＴを活用した学習指導はできないか

ということでございます。次の質問に入ります。児童・生徒たちが休校にならない

ことを願ってはおりますけれども、やはり今後の感染状況とかということで予断を

許さないということではないかと思います。今学校では、現状ではタブレット端末

は家に持ち帰ることができません。また、当然、夏休みに入ってもですね自宅での

タブレット学習はできないということなんですが、こういうことから、登校できな

い児童・生徒へのＩＣＴ活用した学習指導はできないかということについて質問を

いたします。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えいたします。 

自宅待機者など、個別の住居に対するＩＣＴの活用につきましては、この９月か

ら教育委員会としては対応可能な整備状況を整えることができております。ただ、

家庭のネット環境の確認や保護者の同意が必要であったり、学校の受入体制をさら

に充実させる必要があったりするため、試験的な運用を進めながら、本格実施に向

けた準備を加速させたいと思っております。 

ちなみに、日常的な家庭の持ち帰りに向けた整備状況について説明いたします。

１学期の進捗状況につきましては、４月に全児童・生徒にタブレットを配布し、活

用が始まっております。各学校においてはＩＣＴ支援員などを活用した校内研修を

計画的に進めております。また、教育委員会としても、夏休み中に研修を企画し、

教職員のスキルアップを促進しております。 

このように、１学期は、児童・生徒だけでなく、教職員も学校で使い慣れる段階

で、家庭でどんな課題をどのようにさせることが可能かといったところまで至って

いない状況です。 

今後の展開としましては、ネット環境の整備や家庭でのタブレットを使った学習

活動について、シミュレーションや試験実施を計画し進めているところです。９月

下旬には、中学校の生徒に対してタブレットを持ち帰らせ、起こり得る状況の把握

とその対応を行います。そして、１０月からは試験期間として、できる学校、でき

る学級からできることを進めてまいりたいと思っています。その後、１１月３日に

は、町内すべての学校で持ち帰りの実施試験を行う計画です。こういった過程を経

ることで、保護者の理解や各学校における職員の研修も進むものと考えております。 

また、インターネット環境のない家庭に対しましては、貸出用ルーターを貸与し、



 

－ 56 － 

すべての家庭でタブレット端末を活用した学習ができるように進めております。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） 今、教育長から答弁をいただきました。できる学校から、あと、

できる学級からされるということでございます。 

やはり、そうなりますと、格差というとおかしいんですが、当然、文科省が出し

ているガイドブックはですね教職員の負担軽減の観点から、情報通信技術支援員、

ＩＣＴ支援員やＧＩＧＡスクールサポーターといった支援スタッフの活用を進めて

いただきますようというふうに書いてありますが、また、当然、コロナ感染が収ま

ることを祈るんですが、学校と自宅などのＩＣＴ環境の整備ということでですね、

先ほど教育長がおっしゃいましたが、学校と自宅などを結んだオンラインでの学習

指導を行うための環境整備については、必ずしも十分でない地域や学校があると承

知していると。その早急な改善を図ることが必要であり、その支援のため、経済的

な理由などにより通信環境は十分でない家庭に対して、設置者や学校から貸し出す

モバイルルーター等の通信機器を整備するための家庭学習のための通信機器整備支

援事業による補助や、また、学校から児童・生徒がいる自宅などに対して、ＩＣＴ

活用した学習指導などを行う際に、学校側にいる教師が使うカメラやマイクなどの

周辺機器を整備するための遠隔学習機能の強化事業による補助などについて、現在

事業募集を行っているというふうに文科省からのそういうのがあるんですが、補助

事業をやはり活用しないと、今、現時点で、当然光通信とか、自宅で保護者の方が

そういう環境を整えられていらっしゃるところとですね、そうでないところがござ

います。そこ辺で、環境が整っているところは自分たちの子どもはスムーズにタブ

レットが使用できると、そうでないところはできないという、そういった格差的な

ことが出てくるんじゃないだろうかというふうに思います。できる学年から、でき

る家庭からというふうな答弁をいただきましたけれども、そこ辺はいかがですか。 

○教育長（藤井光興君） 先ほど、できる学級、できる学校からと言いましたけど、先

生方にもＩＣＴ関係についてとても詳しい方と、ちょっとまだそこまで至らない方

がいらっしゃるし、家庭環境の問題もありますし、そういう意味で、先ほどそんな

ことを言ったんですけど。 

各学校取り組んでおりますけど、先ほど答弁しましたとおり、この後を見たとき、

多分いろんな課題が出てくるだろうと、昨日もちょっと、ある校長と語りましたけ

ど。私たちも、まだ、現在見えない課題が結構あるんじゃないかと。先ほど言いま

したとおり、各家庭に持ち帰らせるといいましたが、昨日でしたか、大崎中学校の

学校だよりを見ましたら、大崎中学校も体育大会が終わってから２３日から２６日

まで持ち帰らせるんですけど、そこでオンラインによる課題配布・回収をテストで
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やりたいと、それからＡＩドリルの作動を確認したいということや、Ｗｉ－Ｆｉ接

続状況の確認とか書いてございますが、そのあたりを試験したいと。ただ、このあ

たりは私も専門的なことがわからないんですけど、うまい具合に各家庭に、町内の

８７２名の児童・生徒の中につながるかについては、まだちょっと見えないところ

なんです。一応整っているということで、状況を確認したところがありますけど、

それは確かにそうなのかなということもちょっと不安であって、だから、それにつ

いては、これから各学校で学級ごとにそれぞれチェックしていかなければいかんの

かと、そこに出てくるいろんな課題があるでしょうけど、それはできるところから

やっていきたいと思っています。 

先ほど言いましたけど、現在、濃厚接触で２名休んでおりますけど、今朝の話で

すけど、その学校につきましてはタブレットを持ち帰らせて、学校側はやってみた

いということで、今朝聞いておりますが、そんなふうにして試験的にやっていきな

がら、試行錯誤を繰り返しながらやっていかないと、最終的には、一気にどっとで

きないだろうと私は捉えております。 

○３番（稲留光晴君） 一度にはできないというのは私も理解をしております。今日の

南日本新聞でしたか、鹿屋の田崎小学校でしたか、教室内で先生がＺＯＯＭによる、

教室内でオンラインを使ってやっているということで、そういったところで進んで

いる、そういう小学校がございますけれども、ちょっとそこ辺のそういう方のサポ

ーター的なそういう方々の援助というのを当然されると思うんですが、そこ辺はい

かがですか。 

○教育長（藤井光興君） お答えいたします。 

ニュース等で流れますが、田崎小の例が出ましたけど、垂水の例も出ましたけど、

先ほど言いました、できる学級、できる学校の状況なんですよ。例えば、ある市の

例を言うとあれですけど、人数が少なくて、今整っているところはやっている、そ

のあたりがテレビ報道される。恐らく、先日見られたそのニュースについても、同

じような状況だろうと思います。すべてがそんなにうまくいっていないというのは

聞いております。 

ですから、今、さっき言ったとおり、いろんな条件が整ったり、教師の能力やら、

学級の子どもたちの能力、そのあたりがうまくいったところについてはスムーズに

進んでいるところがありますが、まだ、これから全体を引き上げるためには、一斉

にというのは、そこまで、まず行っていないというのが現状かと思っています。 

○３番（稲留光晴君） そうなると、先ほども申し上げたんですが、できる家庭、でき

る学校というふうに格差的になってしまうと、それではちょっと、学校に勉強しに

来ている児童・生徒たちにとってはちょっと不公平感というか、そういったことも
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あったりして、保護者にしてみれば、今、私が申し上げましたように、それでいい

のかなという気もするんですよね。ですから、それは一緒くたにはいかないという

ふうには教育長おっしゃいましたけど、同時にそういうサポーター的な、ある程度

の一定の時間をとらないと、試験的というのはできないと思うんですが、そこ辺は、

本町の６校と中学校ということではそういうサポーターを交えた先生方の教育とい

うのはされていると思うんですが、そういった計画というのをちょっと教えていた

だければと思います。 

○教育長（藤井光興君） サポートの方は１人いらっしゃるんですけど、その方が学校

から呼ばれて、ずっと回ってらっしゃる状況です。 

それから、そんな状況で、各学校によってなんですけど、先ほど言いましたとお

り、鹿児島城西高校のニュースも出ておりましたけど、城西高校の場合はそういう

環境が整っていない生徒たちについては学校に来させていましたね。私も、そうい

う状況は多分出てくるだろうと思うんです。密にしないために考えたら、３０人学

級であれば、例えば８人から６人は環境が整っていない、できなかったら学校に来

なさいと。７、８人だったら、３０の机があるわけですので、そこに間隔を置いて

授業を進めればいいわけで、最悪の場合、そういうことになってくるのかなと、そ

ういうことも学校のほうは考えているようです。城西高校と同じような形で考えて

いきたいと、いく面もあるのかなとおもっております。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） できる学校、できない学校というとおかしいですけど、やはり、

サポーターのそういった方のフォローを得てですね。学校自体に格差が出てきてい

るということもあるんですが、一度にはできないというような教育長の答えがあり

ましたのですね、是非、本町として計画的に進めていただきたいと思います。 

それでは、２番目のですね福祉バス試験運行についての質問に入りたいと思いま

す。私は先日、半月ぐらい前、高齢者女性からお話をお聞きする機会がありまして、

「今までタクシーを使い、出費がかさみ大変だったが、バス運行が始まって大変あ

りがたい。バス停まで歩くことが大変で、運転手の方に自分の家の前まで来てくれ

ないかということで来ていただいた」ということでですね、非常に喜ばれていると

いうお話を聞きました。 

それでは、運行状況についてお尋ねをいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

役場や農協などの手続、銀行、郵便局での預金管理、商店街での買い物などにも

利用可能とすることにより、移動手段のない住民の方々などへの利便性を図るため、

８月から１０月までの３か月間、現行の福祉バス路線を変更し、運行しております。 
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現在の運行状況は、火曜日・金曜日の週２回の運行で、町内６０箇所にバス停を

設置し、午前・午後合計６コースに分けて運行しております。８月の利用状況につ

きましては、延べ人数で５７名の方が利用しており、目的別に見ると、買い物が４

６名で８０％、銀行と買い物が５名で８.８％、役場と銀行が２名で３.５％の順に

多い状況であります。 

１か月間の運行状況を見ますと、買い物に利用される方が最も多く、路線変更す

る前の利用者数と比較すると、大幅に増加しているようでございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） わかる説明をありがとうございました。 

６０箇所ということで６コースに分けているということでございますね。運行状

況はわかりましたが、やはり、使われている方の反応というのは、非常にありがた

いというふうに私は感じております。まだまだ、このバスが走っていることを知ら

ない方が大勢おられるから、知らせてほしいとの御意見でした。 

前日、私は大型店のダイワにちょっと買い物に行ったんですが、そこで福祉バス

試験運行を知らせるチラシが貼ってあったのを見たんですが、文字が小さくてわか

りづらかったんですよね。また、火曜日・金曜日の１日１便で、時刻表をお取りく

ださいと書かれておったんですが、ちょっと時刻表が見当たらなかったものですか

ら、どなたか買い物に来られた人が持っていかれたんだろうというふうに思います。

やはり、２番目の周知徹底はどうかについてなんですが、ちょっと私も感じたこと

はですね、文字が小さく、Ａ４ぐらいでしたかね、そのぐらいだったと思って、非

常に見づらかったわけですよ。それで、新聞１面の大きさとはいいませんが、せめ

て本町商工会のお店には掲示をしてほしいなというふうに考えております。 

それで、この周知徹底についてをお尋ねしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） ７月の広報おおさきや社協だよりに掲載したほか、民生委員の

定例会、高齢者いきいきサロン、ころばん体操や住民環境課窓口待合所にある電光

掲示板での周知を図っている状況でございます。 

今後につきましては、自治公民館長のほか、引き続き、高齢者いきいきサロン、

ころばん体操などへの周知に加え、ケアマネジャー等への周知も図っていく予定で

あります。 

ただいまの御質問の中で、文字が小さくてわかりづらいということがありました。

これは、高齢者の方々から見ると当然そうだと思っておりますので、ただいまの御

意見はちゃんと事務局のほうにはそういう指導をしたいと思っております。 

○３番（稲留光晴君） 是非、大きな紙に大きな文字で、ひとつよろしくお願いをした

いと思います。 
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福祉バス試験運行については以上で終わりまして、最後の項目に入りたいと思い

ます。生理の貧困についてです。女性の生きづらさにつながる生理の貧困とは何で

しょうかということでですね、最近目にするようになってきた言葉で、欧米で生ま

れた概念です。ホームレスや貧困層の女性が生理用品を買えない事実が可視化され、

生理のある女性が当たり前に生理用品を手に入れられるようにしようという動きが

急速に起きました。生理用品先進国の日本では、欧米で問題になっている生理の貧

困が日本ではほとんど知らされていない現状です。 

理由としては、生理自体がまだタブー視されていて、ドラッグストアで購入する

と紙袋に入れられるように、隠す、話題にしないという意識がまだ強いといわれて

います。しかし、日本でも、経済的理由から、保護者から生理用品を与えられない

子どもたちもいる現状もあります。コロナ禍の中で、日本でも生理用品の無料配布

の運動が急速に広がっています。本町児童・生徒たちも、このような悩みを抱えて

いるのではないかという視点から提案し、質問をしたわけでございます。 

それでは、１番目の、災害備蓄品として生理用品は十分であるかをお尋ねをいた

します。 

○町長（東 靖弘君） 防災備蓄品として生理用品は十分かとのお尋ねでございます。

令和元年度に５,６００枚購入しており、災害時における備蓄数量としてはおおむ

ね確保していると思いますが、災害の規模や避難者の状況などにより備蓄品の需要

も変化してまいりますので、今後も計画的に購入していきたいと考えております。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 今、町長から答弁をいただきました。５,６００枚というふう

に御返答をいただいたんですが、これは大崎町民全員の分というか、これで十分な

のかという、ちょっと判断がよくわかりませんが、ちょっとここ辺の基準を教えて

いただければと思います。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問は、担当課長の答弁とさせていただきます。 

○総務課長（上橋孝幸君） ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

全町民に対して、この生理用品が５,６００枚十分かという、稲留議員さんから

の御質問だったかと思います。防災備蓄品として備蓄しております生理用品につい

ては、あくまでも災害地等で避難所に来られた方を対象に備蓄をしている状況でご

ざいますので、全町民を対象に、今のところは備蓄をしていない状況でございます。 

したがいまして、先ほど町長の答弁にもございました、災害の規模、あるいは避

難者の状況にもよりますので、５,６００枚が十分かといわれれば、ああ、そうい

うわけでもないということも生じますので、今後、計画的にそういった備蓄品は整

備していきたいというふうに考えております。 
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以上です。 

○３番（稲留光晴君） 避難所に来られた方専用と、そういうことですね。了解いたし

ました。 

それでは、学校の状況についてをお尋ねいたしたいと思います。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えします。 

学校での整備状況について説明いたします。町内すべての小中学校において、生

理用品を常備しております。保管場所としては保健室に置いております。その理由

としましては、衛生面の管理や子どもの現状と悩みを把握し、継続的な指導を行え

るようにしようという考えからであります。 

今後の対策としましては、貧困という立場で考えますと、要保護・準要保護家庭

の女子児童・生徒については、保護者との相談や、本人への配慮を行うよう、各学

校へ指導していく予定です。 

また、要保護・準要保護の申請がない児童・生徒においても、家庭環境や文具等

の購入状況を把握し、同様の配慮を行うことができると考えます。 

ただ、この問題は貧困という立場だけでなくて、女性の社会進出の促進を図る上

でも、設置場所や設置の仕方などの検討や、生理に関する幅広い理解が必要と考え

ます。今後も、状況把握を継続的に行い、必要な児童・生徒に必要な対応ができる

対策を検討してまいりたいと思います。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） 必要な対策を児童・生徒にしていくということでございました。

やはり、全国的にもですね、鹿児島県におきましてもですね、この生理の貧困とい

うことで内閣府の男女共同参画局が、取組を実施している地方公共団体を調査をし

ているということなんですけども、調達元が防災備蓄が最も多く、次いで予算措置、

予備費、あと企業や住民などからの寄附ということでですね調査結果を出している

ということですけど。２０２１年７月２０日時点で、地方公共団体の取組状況を見

ますと、鹿児島県は２％ということですね。社会福祉協議会や教育委員会と連携し

て取組を実施している民間事業者と協定を締結して無料の生理用品ディスペンサー

を設置することで、継続的に支援を行う仕組みを構築している例もあるというふう

になっております。 

次に、やはり、子どもたちというか保護者というのは、なかなか、こういうこと

についてですね口を開きづらい、先生でも友達でもなかなか言えないということが

あるんですが、今後、お尋ねしたいのは３番目、保護者、児童・生徒へのアンケー

トなどをしていただいて、声を聞いていただきたいという要望があるんですが。先

ほど、教育長からは教育委員会としてのそういうやるべきことをしていくというこ
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とでしたが、このアンケート等をしていただいて声を聞いていただきたいというこ

とに対して、いかがでしょうか。 

○教育長（藤井光興君） アンケートについては、プライバシー保護の観点から、家庭

や学校で全員に回答させるようなことは難しいと考えます。 

ただ、学校では、定期的に保護者や児童・生徒との教育相談を行っております。

また、養護教諭においては、日常の様々な情報から、児童・生徒の困り感を察し、

積極的に問いかけてみたり、保護者へ直接連絡したりすることもできます。そうい

った、意図的に計画的な日々の教育活動でアンケート以上に効果的な実態の把握は

可能と考えております。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） アンケート以上に効果的であれば、うれしいことでございます。

是非ですね声を聞いていただきたいと思っております。 

最後に、この文書にあるように、小中学校トイレに生理用品の常備はできないか

ということなんですね。トイレに行って紙がないと非常に困ります。それと一緒で、

女性の立場からして、やはりトイレにあればですねいいと。鹿児島市も、議員のほ

うでアンケートをとっているんですが、５人に１人は、やはり、まず、こういった

問題が女子児童・生徒からあった場合、先生に、２つの関所を通るというんですが、

１つ目の関所は女子児童・生徒がですね学校の担任の先生に保健室に行ってきます

と。そしたら、今度は２つ目の関所が保健室の先生に生理用品をくださいと。この

２つ関所を通らなきゃいけないということらしいんですね。ですから、スムーズに

トイレに行けると、そうであれば一番いいのかというふうに考えているんですが。

先ほども、災害備蓄品としてですね備えてあるということで返答がありましたので、

その分をですね試験的にも構いませんので、トイレに置くようなそういうことはで

きないでしょうか。 

○教育長（藤井光興君） 先ほど言いましたとおり、保健室に学校は置いているわけで

すが、例えば中学校や小学校のある学校なんかには女性用のトイレにはちゃんとそ

のあたり掲示が貼ってあるんですね。例えば、ここにちょっと、ある学校の保健室

からの貼出しのペーパーですけど、そういうものが急に必要なときには保健室へ来

なさいと、困ったときにはそういうことで相談したいときにもいつでも来てくださ

いということで貼り紙がしてあります。それを見て、子どもたちが保健室に来てい

るわけですが。トイレの常備については、その必要性や児童・生徒の実情を継続的

に把握しながら、衛生面や管理面の不安についても、校長会等でまた解決策を模索

し、必要な児童・生徒に必要な対応ができるような検討を進めてまいりたいと。県

のほうも検討をしたいということをいっておりますので、県教育委員会もですね。
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また、この辺りはこれからの問題かなと思っています。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） 県がそういうふうに検討しているということでですね、そうい

う補助的なことは、内閣府の男女共同企画局のほうでですねそういった補助金申請

がなされているというんですが、１回目、２回目は受付終了をいたしましてですね、

第３回募集が１０月１日金曜日必着で、令和３年度実施、地域女性活躍推進交付金、

つながりサポート型の公募についてというのが出ておりますので、そこ辺もちょっ

と参考にしていただいて、最終的には生理用品をトイレに置いていただければとい

うふうに考えておりますのでよろしくお願いをいたします。 

これで、私のすべての質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） ここで昼食のため暫時休憩いたします。午後は１時から開始い

たします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時０１分 

再開 午後１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、１番、平田慎一君の質問を許可いたします。 

○１番（平田慎一君） 本町にてクラスターも発生し、連日感染者が出ておりますが、

医療関係者の皆さんの御尽力に感謝するとともに、感染された患者さんの誹謗中傷

と、御家族も含めてですが、ないように行政としても取り組んでいただきたいと思

っております。 

さて、皆さんもご存じでしょうが、令和３年９月１日にデジタル庁が創設されま

した。組織の縦割りを廃止、国全体のデジタル化を指導していくものとし、デジタ

ル改革を実現し、ポストコロナの新しい社会をつくるための施策として大きく約８

項目の指針が出ておりましたが、行政のデジタル化や規制改革、公務員のデジタル

職採用とマイナンバーカードや教育のデジタル化、デジタル格差の解消に向けた活

用支援及びテレワークや携帯電話の料金引き下げなどですが、本町のデジタル化の

取組の現状と課題及び方向性、特に今後の取り組むべき方向性をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） まず、現況についてお答えいたします。 

行政手続のオンライン申請については、現在、住民票の写しの交付請求や納税証

明の発行と１２の手続についてオンライン申請を受け付けているところでございま

す。 

税金、保険料等の納付については、金融機関のほか、コンビニ納付やキャッシュ
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レス決済が可能となっております。また、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、

テレワークを導入し、感染拡大の防止を図り、職場を離れていても、引き続き業務

に従事できる環境であります。個人情報につきましては、テレワークでは取扱いが

できないよう設定してございます。 

遠方との会議等につきましては、オンライン会議を活用し、行政運営の維持及び

新型コロナウイルス感染拡大の防止を図っております。 

また、令和４年１月から運用を予定しております勤怠管理システムでは、紙ベー

スで管理しておりました出勤簿、年休簿、時間外勤務命令簿等をパソコンで管理し、

決済することで事務の簡素化・省力化を図り、押印の廃止、ペーパーレス化を推進

してまいります。 

一方、課題につきましては、行政手続のオンライン申請など、マイナンバーカー

ドを使用する機会が多くなることが予想されるため、マイナンバーカードの普及促

進や高齢者等のデジタル格差是正、個人情報保護の環境整備が課題であると認識し

ております。 

今後の方向性につきましては、国では令和３年９月１日にデジタル庁が発足し、

誰１人取り残さない、人に優しいデジタル化を進めていくとされており、本町にお

きましても、国の動向を踏まえつつ、本町の目指すべきデジタル化推進の方向性を

定めたＤＸ推進計画を今後策定する予定であり、この計画に基づきデジタル社会の

構築に向けた取組を着実に進め、住民の利便性を向上させるとともに業務効率化を

図り、行政サービスのさらなる向上を目指してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。まだ発足されたばかりのデジタル庁で

はございますが、取り組んでいる部分の、今デジタル化で先にですね取り組んでい

る部分は積極的に本町もですね取り組んでいっているとは思います、オンライン化、

キャッシュレス、テレワーク、ペーパーレス化とかですね。その中で、今、先ほど

町長の答弁にありましたＤＸ推進計画というのを本町で立ち上げて、今後進めてい

くということでお聞きしましたが、ポストコロナの課題を解決する手段こそが行政

のデジタル化になってくるのかなというふうに思います。 

行政のデジタル化がどのような目的で行われ、実現すると、町民にどのようなメ

リットをもたらすのかなどについて明確に示す必要があると思います。ポストコロ

ナの経済社会は、人口減少、高齢化への対応が一層重要になり、働き手の減少が見

込まれる中、社会全体でデジタル化を進めることで時間や空間の節約を緩和・解消

し、多様な働き方を認め、成長力を強化する必要があります。他方、新型コロナウ

イルスはワクチンや治療薬が普及すれば、いずれ人類の脅威ではなくなりますが、
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また新たな疫病のパンデミックが起こる可能性も否定できません。今回の経験を生

かし、生活困窮者への重点的かつ迅速な給付をオンラインで行うためのシステムを

構築するなど、感染症に対する耐性の高い社会を目指すことも重要であり、こうし

たポストコロナを見据えた社会的課題を解決する手段こそが行政のデジタル化であ

るのではないでしょうか。 

そして、デジタル化はあくまでも手段であり、その目的は、我が国経済の持続的

かつ健全な発展と、国民の幸せな生活の実現であり、国民目線、いわゆる町民目線

で行政のサービスを刷新することにより、誰もがデジタルの恩恵を受けることので

きる社会に向けて取り組んでいかなければなりませんが、デジタル関係法は日本版

ＤＸ、ＤＸとはデジタルトランスフォーメーションですが、これに対する本町の認

識をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 国においては目指すべきデジタル社会のビジョンとして、デジ

タルの活用により一人一人のニーズに合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸

せが実現できる社会が示されております。このビジョンの実現には、住民に身近な

行政を担う市町村の役割は極めて重要であり、高齢化や人口減少など社会課題の解

決に向けた行政におけるＤＸの実現は必要な取組であると思っております。 

ウィズコロナの新たな日常生活を迎えた今こそ、行政サービスについてデジタル

技術やデータを活用して住民の利便性を向上させるとともに、業務の効率化を図り、

行政運営のさらなる効率化を図る必要があると認識しております。 

○１番（平田慎一君） 先ほども言いましたけども、本町のデジタル化を進めるべき方

向も、やはりデジタル弱者といわれる高齢者の方々、いろいろな方々がいらっしゃ

います、その方々にもですねデジタル化をすること、どういうことに取り組むこと

によって本町がこういうふうに、皆さんの幸せ、生活が変わっていくんだというこ

とをですね説明する、情報発信することも必要だと思いますので、是非、そのあた

りはですね積極的にされるようお願い申し上げます。 

また、デジタル化の中でですね、議会のほうでも本会議のネット配信やタブレッ

トによるペーパーレス化など、今、各委員会や議員内でも導入に前向きな意見が出

ております。一部は事務局のほうは確認もされておりますが、本会議のタブレット

使用など、議会だけでもなく、執行部側も含めてですが、取り組む必要があるので

はないかと思います。現況の各委員会での資料の差し替えや資料の提出などで情報

端末で行うメリットは大きく、後の質問にも絡んできますが、働き方改革ですけど

も、この部分にもつながると思いますが、町長のお考えをお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、デジタル化を進める中で議会においてもタブレット

での会議とか、あるいは議会の中でもそれを使用する方向で進めていくという議会



 

－ 66 － 

の認識もあったりとかというお話がありました。 

いろんな会議等でタブレットとか、そしてまた、いろいろ我々もほとんどの会議

を今オンラインでやっておりますけれども、デジタル化の中でそういった方向性を

もって進めていくということは、将来は避けることはできないだろうと思っており

ます。 

現段階で、やはり議員さん方がその方向性でやられたときに、実際それを進めら

れたときに、アナログといいましょうか、やっぱり紙ベース、紙も求めるとかそう

いったことがあってはならないことでありますので、タブレットを使って各種会議

をやられるときにもそういう方向で将来に向けて進んでいくということは、我々と

しても予算措置とか十分できることでありますので、それは望ましいことだと思い

ます。１つはペーパーレス化ということがありますので、そういったところが求め

られるというのは、やはりそれは避けるべきだろうと、そういった認識とか改善が

必要ではないかなと思います。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます、建設的な御意見で。確かにですねタブ

レット、電子機器等は現状で使える方、使えられない方、やっぱりそれはあります。

だから、最初は導入に対してはペーパーも同時進行で使える形で、それをデジタル

化としてペーパーレスの方向で持っていく。 

先般、新聞のほうにも載っていましたけども、ほかの議会のほうがペーパーレス

化して、タブレット化されていると。もちろん執行部側もすべてタブレットになっ

ておりました。これは島のほうでしたか、確か。そういう部分もありますので、や

っぱり今後はそういう方向で考えていくことも必要なのではないかなと。もちろん

問題点もありますけども、そこはあえて言いませんけれども、その辺も加味しなが

らですね進めていっていただきたいなというふうに思っております。 

次に、働き方改革の部分にまいりますが、我が国は少子高齢化に伴う生産年齢人

口の減少、育児や介護との両立など、働く方のニーズの多様化などの状況に直面し

ています。 

こうした中、就業機会の拡大や意欲、能力を十分に発揮できる環境をつくること

が重要な課題になっています。働き方改革は、この課題解決のため、働く方の置か

れた個々の事情に応じ、多様な働き方を選択すること社会を実現し、働く方一人一

人が、よりよい将来の展望を持てるようにすることを目的としています。そして、

２０１９年４月から働き方改革関連法案が順次施行されておりますが、大きく３つ

ほどあると思います。分類されておりますが、時間外労働の上限規制、年次有給休

暇の取得義務化、雇用形態に関わらない公正な待遇の確保、この３つですけれども、

これとあと、障害者雇用の現況も含めて、本町の働き方改革の現状と課題、今後の
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取組、方向性をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 働き方改革とは、働く方々が個々の事情に応じて多様で柔軟な

働き方を自分で選択できるようにするための改革だと認識しております。 

改革の柱は大きく２つございますが、１つ目が労働時間法制の見直しでございま

す。働き過ぎを防ぎながら、ワークライフバランスを多様で柔軟な働き方を目指す

ものです。２つ目が、雇用形態に関わらない公正な待遇の確保でございます。正職

員と非正規職員の間の不合理な待遇の差をなくすものでございます。 

この認識に基づき、本町の取組の状況を申し上げます。主なものとしましては、

長時間労働の抑制を図るため、毎週水曜日をノー残業デーと定め、定時退庁を促し

ております。また、年次有給休暇について、年５日以上取得するように配慮しなけ

ればなりませんが、こちらも職員に未取得者が生じないように推進しております。 

非正規職員の待遇改善につきましては、これまでも答弁させていただいた経緯も

ございますが、会計年度任用職員制度の施行により、地方公務員としての身分を明

確にしたことや期末手当の支給など、待遇の改善を図ってまいりました。 

次に、課題の部分でございます。昨今、事務の複雑化、大雨及び台風に伴う災害

対応、新型コロナウイルス感染防止対策等のため、職員の時間外勤務が顕著になっ

てまいりました。職員が、これらの対応に長期間携わることで心身に疲弊が生じな

いか懸念しているところでございます。心と体の健康を保持するため、ストレスチ

ェックの実施結果を適切に活用し、職員や組織の状態を把握することや、継続的に

人員の確保に努め、１人にかかる負担感を軽減することなどが課題として上げられ

ます。 

最後に、今後の方向性でございます。ただいま、職場内の新型コロナウイルス感

染防止対策として、リモートワークや時差出勤に取り組んでいるところでございま

す。特に時差出勤につきましては、働き方改革の１つとも捉えております。職員相

互の出勤及び退庁時間に時差を設けることで、自宅での朝夕の時間を確保し、子育

てや介護など職員の事情に応じて時間を活用できることが想定されます。取組を開

始したばかりのため、今後、効果を検証してまいります。 

さらに、今後、人口減少が進む中、優秀な人材の確保が難しくなってくることも

予想されます。働きやすい環境を整備しながら人材を確保していくことと同時に、

質の高い行政サービスを提供していくこと、この２つの点を両立してまいりたいと

考えております。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。コロナ禍の中、働き方が世界的にも根

本的に変わってきています。町長が言われたようにですねリモートの、職場でも密

を避ける行動を含み、出社時間の分散化等の取組もやはり考えていくべきだろうと
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いうふうに言おうと思ったんですが、実際、本町としてはもう、段階的に取り組ん

でいらっしゃるということで、リモートワークと時差出勤ですね。こういう取組も

やっぱり必要なのかなというふうに思います。特に女性の職員の方々は、やっぱり

朝お子さんを出したりとかですねばたばたしたりしますので、そのへんの時間のず

らし方とかですね。あと、町民に対して、やはり仕事が終わってから書類を取りに

きたいという方々もやっぱり多いと思います、５時以降ですね。その辺の対応も含

めて時差の出勤というのは意味があるのかなというふうに思っておりますし、そう

いう部分も取り組んでいっていただきたいなというふうに思います。町長は、実際

そこは取り組んでいらっしゃるので、今後、結果を見ながらですね順次進めていっ

ていただきたいというふうに思います。 

また、具体的にちょっとお聞きしますが、本町の職員の働き方改革についての見

解を求めたい部分なんですけれども、その中で職員採用について何ですが、女性の

職員採用の状況は少ないのではないかというふうに思っております。直近の正規職

員採用、これは昨年ですかね、あったと思いますが、この枠にも女性職員は１人も

入っていないというような状況でございますが、これは正職の部分です。男女雇用

機会均等法もありますが、その取組、また技術職採用の考えも含め、本町の職員採

用に関する町長のお考えをお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

まず、女性職員の採用状況でございますが、過去３年間で申し上げますと、令和

元年度から３年度までの合計で１名となっております。また、女性職員の割合は、

令和３年４月１日現在で１８.２５％でございます。御質問のとおり、女性職員の

割合は決して大きくないものとなっております。 

採用における基本的な考え方でございますが、男性、女性にとって働きやすい職

場とやりがいを持てる職場を共に推進したいと考えております。 

本町では男女雇用機会均等法や女性活躍推進法の観点から、継続的に女性職員の

活躍を推進するため、特定事業主行動計画の中で数値目標を掲げております。目標

としましては、女性職員の採用の拡大について、令和７年度までに受験者総数に占

める女性割合を３５％以上にしたいと考えております。採用試験の募集に当たって

は、仕事と子育てに励む女性職員の声や子育て支援制度の紹介、そのほか各種休暇

を取得しやすい環境など、女性が働きやすい職場であることを周知していきたいと

考えております。 

また、管理的地位への女性職員の登用と併せ、意欲と能力のある女性職員の登用

に向けて多様なポストに積極的に配置する必要があると認識しております。 

技術職の採用については、当分の間、継続してまいりたいと思います。近年、大
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雨や災害が多発しておりますので、緊急時の初動体制を整備しておくことや、長期

にわたる災害復旧事業の重要性が高まってまいりました。このため、土木技術職の

採用を、引き続き継続する予定でございます。さらに、今年度は、町民の健康増進

の観点から、管理栄養士職を採用する予定もございます。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。確かにですね管理職の女性登用という

部分も、本町はお一人もいらっしゃらない。これは議会もなんですが、議会の女性

の議員さんがいらっしゃらないというのはよく新聞等で出ますけれども、やっぱり

そういう部分もですね、今後、女性の進出という部分を考えていかなければならな

いんじゃないかなというふうに思います。その中の１つの案として、臨時職員の女

性の方がいらっしゃいます、この中で、やっぱり正職に上げれる方は上げるとかで

すね、そういうやり方もあるのかなというふうに思います。今後３５％まで持って

いきたいということで、その方向で町長が取り組んでいかれるということでござい

ますが。 

次に、時間外手当等の適正な支払い状況についてちょっとお伺いします。これは、

職員がよく集落総会等に派遣されていたりとか、各種調査に集落の戸別訪問とか、

緊急時を含む災害調査等で休日に行っている場合等をよく見かけます、皆さん一生

懸命頑張っていらっしゃいますが。この勤務形態、時間外手当などの財政部分とい

うのは出ているのか、ちょっとお聞きします。 

○総務課長（上橋孝幸君） ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

休日における集落総会や緊急時の災害調査等における職員の勤務形態でございま

すけれども、現段階では勤務としては取り扱っていないところでございます。その

ため、時間外勤務手当も発生していないというところでございます。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） これについては問題はないんですかね。単純に思うんですけど、

予算はある程度出す部分でもあるのかなというのは思うんですが、それについて町

長の見解をお願いいたします。 

○町長（東 靖弘君） 災害が発生したときのそれぞれの集落を割り当てておりますの

で、そういったときにすぐ災害調査に行ったりとか、これはずっとやってきており

ます。 

また、各集落担当を決めておりますので、集落の総会とかに職員が出向いていっ

て、行政の情報とかを提供しているということで、これはいずれも住民サービスの

一環として自主的にやっていただいている。ただ、集落担当制とは、もう自分の集

落を担当している人とかいたり、あるいは災害等においても、軽い台風等の場合は

電話済ませたりとか、自治公民館長さんの情報提供があったりとかいうことで、大
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災害の場合はそれぞれ建設課の職員とか耕地課の職員とかずっと回っていきますけ

れども、そういう状況できております。ただ、今、御質問においては、こういった

災害調査等において時間外勤務手当等が発生をしていないんじゃないかということ

でありますが、一番考えられることは、災害調査に行ったりとかは土曜日とか日曜

日に出たりする機会がありますので、そういったときの交通事故等の発生の対応と

いうことがあると思いますので、災害調査といえども、ひとつの公僕精神のもとで

やっておりますから、こういった事故対応等についてどうあるべきかというところ

は今後協議してまいりたいと思いますが、現在までは自主的にやってもらっている

という状況でございます。 

○１番（平田慎一君） 今、ちょっと次に聞こうと思っていた事故等の対応ですね。や

っぱりそこが問題になってくるのかなと思うんですよ。任意でこうやって行かれて

いて、途中で事故を起こした場合、じゃあどこが責任をとるのかという部分も出て

くるんじゃないかなというふうに思うので、やっぱりそこあたりも含めてですね対

応というのを考えていくべきなのかなというふうに思います。 

それと、ひとつですね、毎朝、たまに早く本庁に来たときに思う部分がちょっと

ございまして、ひとつ町長のほうにお伝えしておきますけども。朝来たとき、ラジ

オ体操を職員の方がされています。入口のところに女性職員、臨時職員を含んだ

方々がずっと並んでおります、入口に。何で並んでいるのかなと思って、「入った

らいけないんですかね」と言ったら、「いや、入ってもいいですよ」と言って、や

っぱりみんな気を使って外で待っているような状況がありますので、そういうもっ

たいない時間をですね、そういう状況をさせるようなことのないようにですね、何

かまた対応を考えていっていただきたいという、これは要望としてお伝えしておき

ますのでよろしくお願いいたします。 

あと、職員採用に関してはですねデータ的なラスパイレス指数とかですね、その

辺も含めてちょっとお聞きしようかなと思ったんですが、ちょっと話が長くなるの

で、細かい数字とかですね、この辺は、また次回、何かあったときにまたお話させ

ていただきます。 

続きまして、文化行政推進事業の指針内容・方向性について質問してまいります。

施政方針の文化振興の内容も踏まえ、また、第３次大崎町総合計画にも記載されて

おります内容について質問いたします。 

まず、本町の考えている文化振興についての考え、その中で、将来の姿として歴

史や伝統が引き継がれ、文化に親しむことができるまち、具体的事業として文化行

政推進事業がありますが、その指針内容と方向性、どのように進めていくお考えな

のかをお示しください。 
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○教育長（藤井光興君） お答えいたします。 

本町における文化行政推進事業につきましては、伝統文化の継承と文化芸術活動

の推進、文化財保護・管理と文化財愛護思想の希求を重点項目に掲げ取り組んでお

ります。 

文化芸術活動の推進では、文化協会の加盟団体の組織評価と文化活動の充実を図

ることを目的に、文化協会活動運営費としての補助を行うとともに、町民及び文化

団体が文化振興拠点として中央公民館を活用し、主体的・創造的に文化芸術活動を

行うため、町文化祭の企画・運営の支援を行いながら文化団体の協力のもとに文化

芸術の振興を図っております。 

また、文化協会構成員の高齢化と会員減少が課題でありますので、地元で文化芸

術活動を行っている人材の育成と発掘を推進してまいりたいと思います。 

文化財保護管理におきましては、史跡の刈り払いと標柱や説明板の点検、郷土資

料展示室の適正管理に努めております。また、大崎町文化財保護審議会を通じて文

化財のパトロールを行い、適切な維持管理に努めております。 

文化財を活用した普及啓発におきましては、学校授業等での出前講座や歴史探学

会大崎による横瀬古墳、都萬神社を中心としたボランティアガイドを行っておりま

す。地元への関心や歴史への学習意欲を高めるため、歴史講座を開講するなど、本

町の文化財を活用した普及啓発に取り組んでいるところです。 

また、大崎町史編纂につきましては、本年度から、広報紙において昔の写真の情

報提供を呼びかけるなど、編纂に向けた取組を始めたところでございます。 

これらの文化行政を推進していくことは、豊かな人間性を培う目的もありますの

で、今後も継続して実施してまいりたいと思っております。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。文化行政事業の幅がですねちょっと広

い部分もございますので、今回はちょっと文化財の部分のところにフォーカスさせ

てもらって質問させていただきます。 

次に、文化財の保護と活用についての考え方についてお聞きいたしたいと思いま

す。総合計画の中にですね子どもの夢を育むまちをつくる、プロジェクトの方向性

として、ふるさとの歴史や伝統を学ぶとともに、自然体験や仕事体験などを通じ、

地域を知り、本町を担う人材育成に取り組むとあります。その前段の、歴史施設の

アンケートの需要実績評価、これは評価指標ですね、にも記載されています。先ほ

ど、ちょっと教育長は若干言われましたが。その中で、都萬神社、照日神社、飯福

寺、横瀬古墳が該当されるかなというふうに思っているんですけども。この都萬神

社という神社はですね、ちょっと今、教育長も言われましたが、現在、民間も含め
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て整備やイベントを含む、その他の各種活動をされております。本町の歴史の中で

も一番古い神社仏閣である飯福寺、これはまた熊野神社ともいわれますが、その存

在を知る町民すら激減している状況ではないかと思います。 

また、現状は、昔の面影すらイメージすることができない状況になっており、こ

れは聖武天皇の時代ですね、１３００年ぐらい前ですけれども、神領千石を支給さ

れた歴史があって、境内周りが約１９キロと、これは多分霧島神宮より大きい広さ

を誇る、日本全国でも結構有名なお寺だというふうに認識しておりますが。その保

護と活用について、本町としてどのような考えなのかをちょっとお示しいただきま

す。 

○教育長（藤井光興君） 文化財の保護については、横瀬古墳、神領７号、１０号、１

３古墳、飯隈１号墳、２号墳、飯福寺の石塔群の刈り払いを実施しております。ま

た、横瀬古墳、神領遺跡群、飯隈遺跡群、鷲塚地下式横穴には、史跡の概要や調査

経過などわかりやすく解説した説明板を設置しているというところです。 

その他、生涯学習講座や社会教育講座、学校教育等で文化財資料をもとに講話を

行ったり、鹿屋市、肝付町、東串良町の観光担当、文化財担当と連携した古墳ツア

ーなども実施したことがあります。 

郷土資料展示室は、収蔵施設がなくて、また展示室の場所もわかりづらいことな

どの課題もありますが、以前と比べると展示品も整然と展示されており、学校の授

業などでも活用されているところです。 

ただ、文化財については、過去に書かれた郷土史などの情報を参考に評価されて

いるものが多くて、収蔵された資料や点在する史跡については、現在の学術的な見

解をもとに再度検証し、再評価した上で保護・活用していくべきだと考えていると

ころです。 

議員が取り上げられました飯福寺、それから横瀬古墳を取り上げていらっしゃい

ますが、これについては、まず飯福寺についてですが、飯福寺は現在、熊野神社の

ある場所を本所として、現在の飯隈集落全体が敷地であった、大変大きな寺院で、

今、熊野三社権現照信院として中世から近世にかけて、全国でも有数の修験道の寺

院であったと言われています。しかし、明治の廃仏毀釈で仏像や文書などの資料や

寺社が廃棄され、現在は復元設置された仁王像と石塔が残されている状態です。現

在の町の指定になっている石塔群の除草作業は行っておりますが、仁王像及び本所

跡地は集落で管理していると思います。飯福寺に関する情報は、大崎名勝地の飯隈

山由緒書がもとになっております。しかし、石塔・石仏の築造時期の検証や、飯福

寺敷地の現地調査、近年発行された郷土史の聖護院所蔵の飯福寺から送られた文書

についてまとめた書籍などをもとに調査・再検証をし、飯福寺の歴史上における存
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在価値を再評価した上で保護と活用を図っていく必要があるかと思います。 

もう１つ、横瀬古墳についてお尋ねですが、横瀬古墳の保存活用と整備の推進に

ついては、以前から文化庁、鹿児島県教育委員会、本町の重要案件となっておりま

す。横瀬古墳については、現在墳丘群だけが国指定遺跡となっておりますが、周堤

を含めた正確な範囲を知るために、平成２２年、２３年に町教育委員会は範囲確認

調査を実施しました。その結果、これまで存在確認されていた周堤の外側に、さら

に周堤がめぐっていることがわかりました。平成２９年度にその調査結果の成果を

まとめた報告書を刊行しております。横瀬古墳の保存活用整備を行う場合、まずは

確認調査の性格を踏まえ、周堤を含んだ範囲の追加指定をし、国の指定史跡として

保護措置を講じる必要があります。追加指定には大きな予算を伴いませんが、追加

指定の範囲をどこまでにするかという検証、あと、地権者、耕作者の同意、追加指

定地の買い上げと、活用するについて町としてのビジョンが必要となると思います。 

追加指定後は、土地の買い上げとなります。土地の買い上げは、文化庁の補助を

活用することもできます。ただ、これについては、現在農地として使われている土

地ですので、関係機関と連携しながら進めていく必要があります。 

また、保存活用整備については、大学の古墳文化研究所や文化庁、県教育委員会、

町教育委員会で検討委員会を立ち上げ、保存活用整備計画を策定し、その計画に基

づき整備を行っていく流れになります。計画策定及び整備事業も文化庁の補助を活

用することができます。 

整備計画については、横瀬古墳の整備だけではなく、アクセスする道路、駐車場、

用水路、排水路の布設替え、あと、観光面での活用方法も含め、関係機関と連携を

密にして総合的に進めていく必要があります。おおむねそのような流れの進め方に

なりますが、整備が行きつくまでの工程で時間を要します。しかし、この工程を経

ていく間でも話題になると思いますので、鹿屋市、肝付町、東串良町、志布志市な

どと連携したシンポジウム等や観光サイドと連携したイベント等を開催しながら、

大隅半島の古墳が一体となった活用を考えていくことが大事かと考えております。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。確かにですね、大隅半島、肝属、東串

良含めたですね一体的な、多分、古墳の取組というかですね、観光を含めた取組の

ほうを進めていくんだというふうに思っております。トイレが、確か、横瀬古墳の

ほうはできていますから、それを町長に、前お伺いしたときに、そういう形で、方

向で国の予算、県の予算を使ってやっておりますよというのをちょっとお伺いして

おりました。 

あと、飯福寺については飯隈地域ですね、神領を含む。古墳も結構ございますよ
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ね。これが実際民有地になっていまして、私の耕作している畑でも２箇所出たんで

すけれども。今、やっぱり問題になるのが、民有地の場合はもう知らない間に整地

されていたりとかする可能性というのがものすごく高いと思いますよ。この前、あ

る方が、牛舎のところに結構大きい古墳が出て、県から急にストップがかかってで

すね。それはたまたま申請されたから止まったんですけども、普通だったらそのま

ま工事をされていれば、もうなくなっている状況ですよね。だから、そういう状況

は、結構、本町はあると思うんですよ。その辺はやっぱりチェックして、もし本町

で買い取れる部分はですね、このできる部分はやっぱりとっていくべきなんじゃな

いかなというふうに、そこは強く思いますので、やっぱり考えていっていただきた

いなというふうに思います。 

また、横瀬古墳の部分なんですけども、今、教育長のほうも、ちょっと御説明さ

れましたが、南九州を代表する遺跡でもある横瀬古墳、これは大塚古墳とも言われ

ますが、これまでの調査で、今、教育長が言われたように、墳丘の周囲に埋没した

壕が存在することが確認されました。壕は、内壕、周壕、外壕含めると１６０メー

トルの長さに及ぶそうですが、わかりやすく言うと、大阪の仁徳天皇陵、これは今、

大仙古墳と言われているんですね、私たちの社会のときには仁徳天皇陵だったんで

すけども。大仙古墳のような形、造型になります、外周とかを含めるとですね。そ

の復元工事をして、大丸保育園跡地の活用も踏まえ、近隣の環境や産業との連携も

含め整備をすべきじゃないかなというふうに思います。 

また、観光や産業振興も踏まえて一体的な整備が必要であり、近くに酒造見学が

できる酒造会社もあります。また、そこから排出される高温の排水の活用も考えら

れますし、保育園跡地、この利用も民間の知恵を活用しながら、観光振興、グリー

ンツーリズムや農家民泊等も視野に入れた活用を考えることができるのではないか

と思います。 

また、古墳内に、農地水の方ですかね、草刈りをしょっちゅう、毎回されていま

すけども、そこの部分にシバザクラとか花とかも植えることによって、また景観の

変化、あそこは特に中まで入れる古墳で、珍しい部分もございますので、ほかとの

差別化も含め、地域住民の皆さんの意見も取り入れて整備を進めるべきだと思いま

すが、町長のお考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 横瀬古墳について、ほとんど教育長のほうで答弁をされており

ます。 

先般、平田議員とお話をしたときに、過去においても横瀬古墳の周壕の復活とか

そういったところも神社庁と打ち合わせをしたことがありましたとか、そういった

お答えもしていたところであります。やはり、貴重な堀でもあったので、自分自身
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も感心がありましたし、そういうことも考えながら対応させていただいたところで

ございます。教育長のお話を伺っていると、なかなか実現までにはかなりのものが

あるというような状況であるように認識しました。 

観光資源としてなり得るんじゃないのかなというのは私の考えでもあります。大

崎町の自然遺産の中の魅力資源と捉えたときに、やはり横瀬古墳は非常に大きな存

在価値を発揮するだろうと思います。 

過去にねんりんピックを開催したときにも、横瀬古墳への視察とかかなりありま

したし、そういった面でマニアの方とかかなり関心が高いのかなと思います。そう

いった中で、大隅半島で全体的に観光資源としてなるように協議していきたいとい

うこともありましたので、そんなことは当然進めて、スポーツと観光とかそういっ

た面でつなげていければと思います。 

横瀬古墳については、いろいろな事情がありますので、現在の状況を十分生かす

形で観光に即していきながら、また、大丸保育園については地盤が弱くて、傾斜し

ているという状況もありまして、なかなか、その後の利用とか決めていないところ

でありますので、そこらをどういうふうに利用すべきなのかということは、また協

議してまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね、できる部分からでもですね取り組んでいっていた

だきたいというふうに思います。これはひとつ提案なんですけれども、予算の部分

でですね、先ほども教育長も言われておりました、半分ぐらい出るという形のです

ね。実はですね予算については、横瀬の、これは町長にもちょっと話をさせてもら

ったんですけども、横瀬の海側の田んぼの中にですね町有地のぼた山、ちょうど山

下水産のほうに入るところにあるんですけれども、そこのぼた山はですねちょうど

田んぼの真ん中にぽつんとあるものですから、この浜砂を売却してですね、この施

設の移転用地として、農地の交換用地として、また、事業予算に充てることも考え

ていかれればどうかなというのを思います。 

また、このぼた山はですね鳥獣害の、実は巣になっている状況でもございますか

ら、町有地でですね。周りは田んぼですから、その辺の駆除も考えた上で、この資

産売却というのは、ちょうどこれはこういうタイミングでするのがいいんじゃない

かなという部分で、これは案としてですね思うんですが、町長、いかがお考えでし

ょうか。 

○町長（東 靖弘君） 横瀬古墳については、町有地でもなくて民有地でした。縄文時

代、弥生時代とか、非常にそういった歴史の中でいろんな身分の高い人たちが住ん

でいるというのが横瀬古墳、あるいは神領古墳のその一体の方々であろうと思って
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おりますが。古墳自体は民有地が７割ぐらいを占めていたという状況であります。

町有地は、入口部分が少しあったというだけで、しかしながら、それを行政の中で、

文化財でありますので管理してきたということが長く続いてきておりました。 

現在は、御協力いただいて町有地になおっているというところであります。その

交換財源として、ただいま御質問がありました養鰻場がある近くのぼた山とおっし

ゃいましたけれども、大黒というところだったような気がしますが、その土地を交

換としたというところで、既にその分については砂が取られておりまして、田んぼ

に復元しているところであります。これを除去するときに、現在鳥獣の住みかにな

っているというお話でありましたけれども、背後地の水田を作っておられる方々か

ら、防風対策で残してくれということがありました。それで、そういったことも踏

まえて現状維持しているという状況でありますので、御提案の件については御理解

いたしますが、十分我々も考えてまいりたいと思います。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。是非ですね前向きに検討していただき

たいなというふうに思います。前の防風林として考えていた部分と、今の現状とで

はまた差が出てきていると思いますし、耕作状況も変わってきていると思いますの

で、是非、また、その辺は地域住民の方と話をしていただいて、使える部分は使っ

ていただきたいなというふうに思います。 

次に、文化拠点施設である中央公民館の老朽化対策について御質問させていただ

きます。本町の唯一の文化拠点施設である中央公民館ですけれども、その老朽化は

否めません。現況の危険性の認識も踏まえた新たな対策を早急に考えていかなけれ

ばならないと思いますが、本町の考えをお示しください。 

○教育長（藤井光興君） お答えいたします。 

御質問の中央公民館は、昭和４８年度に建設されて以来４８年を経過しておりま

す。この間、昭和５１年度と平成１４年度に改築を行っており、町民の皆様から広

く利用されております。館内には会議室や大ホールがあることから、様々な会議や

町民文化祭等に利用され、文化振興の拠点として親しまれております。 

しかし、最近では、経年劣化による不具合等が生じ始め、軽微な修繕はその都度

行ってまいりましたが、耐震性を確認するために、平成２９年度に耐震診断を行っ

ております。その結果、国の仕用を下まわり、補強が必要との判断が出されたもの

の、直ちに倒壊するような状況ではないため、修繕を加えながら現在も使っている

状況です。ただし、建築年数が年々経過していますので、更新の検討も必要かと考

えられます。 

また、公共施設の利活用については、個別施設計画を策定し、年次的に改修や更

新を行う計画です。この計画の中で、中央公民館については、現在検討されている
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職員による庁舎の在り方検討会の方針等の整合性を図りながら整備方針を決定して

いくこととしております。 

いずれにしましても、今後も中央公民館が町民の文化振興の拠点となりますよう

に適切な維持管理に努めてまいりたいと思います。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。文化振興唯一の場所でもあって、いろ

んな各種講習とかいろいろ活動とかされていますけど、やっぱり何かあったときの

危険性というのはやっぱりものすごくあると思います。やはり早めにですね方向性

を見出していくことも必要なのかなというふうに思っておりますので、その部分を

含めて、町長の御認識のほうをちょっとお伺いしてよろしいでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 本庁舎の改築とか職員によって検討会をずっとやってまいりま

した。いつ庁舎を整備するということは、まだ年度とか示されていないところであ

りますが、私的には公民館も、その中で取り組んでいければいいなと考えて、職員

にもそういう話をしたところであります。 

ただいま御質問をいただきましたように、老朽化による耐震性の問題とか指摘さ

れておりますので、今の段階では修理を加えつつ、使用できるようにつないでいく

ということを、しばらくはこういう状態が続くと思っております。いずれにしても、

拠点として整備していかなければなりませんので、もう少し時間をいただいて、そ

して、あるべき姿を検討してまいりたいと考えております。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。是非ですねいい方向で考えていってい

ただきたいというふうに思います。本町の文化施設、公民館というのは、他の市町

村と比べるとですねお金を取ってイベントができないという仕組みになるわけです

よね、公民館ですから、志布志市みたいな文化会館とは違うわけですから。やはり、

そういう部分の町民の皆さんの、大崎町ではそういうのができないもんねという、

文化活動がですよね、イベントとか含んだ、お金を取ってということですよ、そう

いうのができないよねという部分もありますので、やっぱり今後はそういうことも

できるような方向のことも考えていっていただきたいなというふうに思います。ま

た、文化活動については、また別の機会に質問をさせていただきたいというふうに

思っております。 

続きまして、コロナ禍のほうに移りたいと思います。新型コロナウイルスの医療

提供体制をめぐり、政府は８月２日に、入院は重症患者や重症化リスクの高い人を

重点化し、それ以外の人は自宅療養を基本とするなどとした方針をまとめておりま

す。 

また、本町のホームページ等からしか、実際、現状としては情報を確認できませ
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んが、現状のクラスターを含むコロナ感染の方々の中には、多数の自宅療養者が含

まれている、それが記載されておりました。これは、医療提供体制が実際どのよう

になっているのか。例えば、入院医療施設は逼迫して入れない状況で自宅療養にな

っているのか等を含んでですね。あと、自宅療養により家族間感染も問題になって

いるが、本町の認識と対応はどうなっているかを、まずお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

医療体制でございますが、大隅地区で新型コロナ患者受入が可能な入院施設及び

宿泊料用施設は約８０床ございます。９月５日現在、７７名が入院及び入所中とな

っており、お盆の時期から比較しますと、自宅待機者が減少傾向とはなっておりま

すが、依然として大隅地区の医療体制が逼迫した状況であることに変わりはないと

認識しております。 

家族間感染の問題でございますが、家族に感染もしくは感染が疑われる場合は、

家族間での感染が広がらないよう保健所が指導に入っているところでございます。

町といたしましては、日本環境感染学会が取りまとめております「家庭内での感染

予防策８つの注意事項」を、自宅待機となっている方も含め、全戸へ配布するなど

して感染予防対策の徹底をお願いしているところでございます。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。実際、今、大隅地域でですね８０病床

がある中で７７床、７７名の方が入院されている。ほとんど空きがないという状況

の中でですね、自宅療養を余儀なくされるということがやっぱりあると思います。

これに対してやっぱりフォローもですね、この後の質問にもちょっとつながってい

きますが、考えていかなければならないというふうに思っております。 

コロナ禍の学校教育の現状と認識と今後の対応についていくんですが、コロナ感

染の低年齢化がいわれております。これはもう皆さんご存じだと思います。先ほど

２人の議員が聞いて、データ等も出ておりますので、その数字を見れば一目瞭然で

すが。ワクチン接種が終わっていないのが要因の１つであるとは思いますが、学校

でのクラスター発生対策で授業短縮や分散授業等を取り入れている市町村が、結構

出ております、現状ですね。本町としては、その辺は、そういう考えというのはで

すね、ちょっと先ほどの質問と被る部分がありますが、どの程度になったら、そう

いう分散授業等と取り入れたりするのかですね、その辺を含めて、ちょっと教育長

のほうに一回お聞きしてよろしいですか。 

○教育長（藤井光興君） 分散授業が出ましたが、先ほど言いましたとおり、文科省の

指示を受けて、先ほど言いました学級内で２人、複数出た場合には学級閉鎖、それ

が複数学年、例えば小学校であれば２年生と４年生が学級閉鎖が起こった場合には、
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感染状況等を考えて、広がるなと、教育委員会や保健所と相談の上、考えたときに

は学校を休校するということです。 

分散授業等につきましては、今のところ、以前のときもでしたけど、中学校でも

人数の多い学級につきましては１学級が狭くて人数の多い学級がありますので分散

して授業をしておりましたけど、そんな状況があります。 

○１番（平田慎一君） 授業短縮や分散授業等も考えていくということでですね理解し

ておきます。また、子どもが感染した際、子どもだけは入院が難しい上に、病床が

逼迫しているために、多くの保護者が自身の感染を覚悟して自宅で同時に看病した

りとかですね、よくニュースで多分見られていると思います。あと、ひとり親世帯

など、自分が感染した場合、子どもの感染を覚悟して自宅療養という場面があるよ

うです。児童は感染しても症状が軽微なケースが多くて、単独での入院が実際は難

しい事情もあると思いますが、ワクチン接種が進んでいない子育て世帯、この感染

は今後も増加が予想されると思います。 

この支援の手だてが少ないのが現状ではないかと思いますが、看病の末に両親と

も感染してしまった場合、子どもをどうするかという課題もあると思います。特に

ひとり親家庭とかを含めてですね、お仕事を持っていたりするわけですから。本町

としてはそのようなケースの想定認識、対応認識等持っていらっしゃるのか。あれ

ば、その御説明をお願いいたします。 

○教育長（藤井光興君） 現在の状況ですけど、先ほど話をしましたとおり、現在も２

人、濃厚接触者で家で休んでいるわけです。その方も入院ができないような感じで、

自宅でということを聞いております。濃厚接触者ですので、家族と一緒に生活して

いるわけですが。 

おっしゃるとおり、生活のことを考えたら、保健所もいろんなことも考えてそう

せざるを得ないのかなと思っているところです。ただ、もし、親のほうが入院され

たら、その後の対応については行政としてそこまでは考えてなくて、多分身内やら

そのあたりの援助でどうにかやっていただくのじゃないのかなと思います。 

○町長（東 靖弘君） 鹿児島県では、新型コロナウイルスに感染された方につきまし

ては、年齢に関係なく、原則医療機関へ入院もしくは宿泊施設へ入所していただく

よう保健所から案内をしているところではございますが、子育てを含め、様々な事

情により入院・入所が困難な方もいらっしゃることもございます。 

子どもだけが感染された場合、医師の判断に基づいて、そのお子さんの状態によ

り入院・入所、または自宅待機による健康観察となりますが、御本人、御家族から

聞き取りを行い、お子さん１人での治療が困難と判断された場合は、保護者に感染

対策をしっかりと御説明した上で御家族に御自宅での介助をお願いする場合もござ
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います。 

また、親子で感染された場合、同じ病室に入院もしくは、同じ部屋に入所いただ

けるよう保健所が調整しておりますが、小さなお子さんがいるなど、家庭の事情等

により入院・入所が困難で、かつ医師の判断により認められた場合には、自宅で親

子一緒に療養いただく場合もございます。 

○１番（平田慎一君） そういう方々のですねフォローもやっていかないといけないん

じゃないかなというふうに思っております。それはやっぱり今後の課題。特に生活

困窮世帯への経済的支援、仕事ができなくて収入がなくて、コロナに罹ってしまっ

て入院してしまったという人たちも含めてなんですが、これは、独立行政法人労働

政策研究・研修機構という調査が出ております。民間企業の雇用者の月収額が、こ

のコロナ禍になってですね減少したと回答した人は約４分の１に及んでおります。

この中でも、特にですね女性、フリーランス、非正規雇用、低所得者層など、感染

拡大により大きな月収減を経験し、世帯の家計収入及んで苦境に陥っていることが

明らかになっているということです。つまり、貧困問題が拡大・深刻化している状

況があります。コロナ禍により生活困窮者への支援策や対応という部分も考えてい

かなければならないと思いますが、その御認識をお伺いいたします。 

○町長（東 靖弘君） 生活困窮者等への支援対策でございますが、まず、貧困につき

ましては絶対的貧困と総体的貧困があり、日本における子どもの貧困等は総体的貧

困を指すものと認識しております。 

総体的貧困とは、その国の文化水準・生活水準と比較して困窮した状態と定義さ

れておりまして、これは当該世帯の所得が全世帯の所得の中間値の半分に満たない

状態とされております。 

子どもにつきましては、経済的な理由で高校に進学できないとか、塾に通えない、

また部活動に参加できない状態が総体的貧困の状態であるとされているところでご

ざいます。 

総体的貧困は、子どもの生活や将来に大きな影響を与えると認識しているところ

でございます。このコロナ禍におきましては、コロナの影響で離職や仕事が減るな

どのほか、家庭内感染などで仕事を休まざるを得ないことにより収入が減り、経済

的に困窮している方がおられますが、この方々に対しましては国の融資制度や給付

金、税の減免などの支援があるものと認識しております。 

○１番（平田慎一君） ありがとうございます。是非ですね、この部分はやっぱり表に

見えにくい部分がございます、見た目は普通の方々がやっぱり多いわけですから。

やっぱり恥ずかしくて言えない、そういうことも言えないという方々がやっぱりい

らっしゃると思います。そういう中で、私がちょっと調べた中ではですねフードバ
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ンクの取組が結構効果を上げているというふうに見ております。 

フードバンクとは、企業の包装の破損や過剰在庫、印字ミスなどの理由で流通に

出すことができない食品。あと、フードドライブという活動を通じて、これは一般

家庭から寄附された食品なんですけれども、食べ残し等を含んだですね、生活に困

窮する世帯や福祉施設に無償で提供する活動ですが、そのような取組を行政として、

民間と一緒になって考えていくべきだと思います。そうすることで、本町の公共の

福祉に対しても、サイレントマジョリティに対しても、コロナ禍の生活困窮者や子

どもの貧困へのセーフティネットになるのではないかと思いますが、こういう取組

に対して町長の御認識、お考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） フードバンク等の取組はできないかと御質問でございます。 

フードバンクとは、食料銀行を意味する社会福祉活動であって、具体的には、ま

だ食べられるにもかかわらず、様々な理由で処分されてします食品を、食べ物に困

っている人を支援する施設や団体、人に届ける活動であると認識しており、企業や

個人などの支援をしたい側と支援を受けたい方々を結ぶ役割を果たす大変有意義な

活動であると考えております。 

本町におきましては、野方地区と横瀬地区で任意団体として２つの子ども食堂が

活動を行っており、鹿児島県子ども食堂登録制度を通じて県に登録を行っている状

況であります。 

この制度を通じて登録することによりまして、当該登録制度に賛同する県内企業

からの寄附や、中央市場から、まだ食べられるが市場には出せない食材や食品など

が提供され、子ども食堂の規模に応じて分配されている状況であります。なお、当

該食材は、月に１回から２回分配されますが、一月当たりの分配される回数は確定

しておらず、食材も指定できない状況であります。 

また、分配される食材の数量としては、１回当たり、中くらいの段ボールにダイ

コンやナス、ブロッコリーなどの旬の野菜が数種類入った状態で提供される状況と

なっております。 

このようなことから、提供された食材については、調理をした上で子ども食堂を

利用する子どもたちに提供している状況であります。なお、令和３年度は子ども食

堂の支援事業として、１団体当たり１５万円の補助を行ったところであります。 

議員からの、フードバンク等の取組はできないかとの御質問でございますが、フ

ードバンクの取り組みを始めるに当たりましては、賞味期限や消費期限の迫った食

材の提供先を確保する難しさや食材を保管するための倉庫などの場所の確保、また

保存や保管の方法についても十分検討する必要があることから、現状といたしまし

ては、ただいま申し上げたことを踏まえ、任意団体である２つの子ども食堂が行っ
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ている活動の状況を見守ることにとどめたいと考えております。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね見守るだけではなくて、行政も寄りそってもらって、

子ども食堂がそこの受け皿になる可能性が高いので、やっぱりそういう部分と一緒

にしながら、あと、本町はやっぱり農業畜産関連の大規模な１次産業の盛んな場所

です。食品ロスという部分で規格外品というのも結構出ます。そういう部分の有効

活用とかも含めてですね本町にいて困っている方々に、本町のものが回ってくる。

これはＳＤＧｓの考え方にも寄っていく部分もあると思いますので、できないとい

うのではなくてですね、寄り添いながら、どうやったらできるかという部分をです

ね、また個人情報の部分もありますが、その辺も含めてですね取り組んでいってい

ただきたいなというふうに最後にお願い申し上げて私の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） ここで暫時休憩いたします。２時１０分から行いたいと思いま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０２分 

再開 午後２時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、８番、中山美幸君の質問を許可いたします。 

○８番（中山美幸君） 今回の一般質問では、さきに通告しておきました学校給食につ

いて議論したいと思います。 

１８８９年、明治２２年に山形県鶴岡町、現在の鶴岡市で初めて学校給食が始め

られて、私も脱脂粉乳給食を経験し、様々な法改正により現在の給食に至っていま

すが、学校給食は学校給食法に基づき実施され、児童・生徒の心身の健全な発達の

ため、栄養のバランスのとれた豊かな食事を提供するとともに、健康の増進、体位

の向上を図ることとともに食に関する指導を効果的に進めるための重要な教材とし

て、給食の時間はもとより、各教科や総合的な学習の時間、特別活動などにおいて

活用されているものと考えます。 

特に給食の時間では、準備から片付けの実践活動を通して児童・生徒が望ましい

食習慣と食に関する実践力を得るよい時間帯だと思います。さらに、学校給食に地

場産物を活用したり、郷土食などの提供をしたりすることにより、地域の文化や伝

統に対する理解と関心を深めるなどの高い教育効果が期待できるのではないでしょ

うか。 

学習指導要領において、特別活動の学級活動に食育の観点を踏まえた学校給食と
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望ましい食習慣の形成についても示され、給食の時間における指導は標準授業時間

に含まれないものの、教育課程上の学級活動と関連づけて行える重要な学校教育活

動であることも示されているようです。 

学校における給食は、栄養教諭を中核としながら、学校全体で取り組むことが大

切であります。また、教職員や家庭、地域とも連携を図りながら、食に関する指導

と学校給食の管理を一体のものとして行うことにより、教育上の高い相乗効果が得

られるのではないでしょうか。各学校においても、食に関する指導と学校給食の管

理を学校の食育に位置づけて組織で取り組むことが必要だと思われます。 

そこで、本町における学校給食は、学校給食法等に示されている本来の目的及び、

今日、各食品取扱事業者等に示されているハザップの考え方等が生かされた運営が

できているかを問い、１回目の質問といたします。 

○教育長（藤井光興君） 学校給食の目的と、その目的の達成状況のことですが、中山

議員がおっしゃった目的等が入っておりましたけれども、繰り返しになるかもしれ

ませんが答弁したいと思います。 

学校給食センターは、学校給食法第２条の定める目標を達成するために日々努め

ております。まず、適切な栄養摂取による健康の増進については、文科省の学校給

食実施基準に基づき、１食当たり、各栄養素に偏りが生じないよう各食材の適正摂

取量を割り出しております。また、日本及び地域の伝統的食文化への理解を深める

ことについては、季節に応じた食材、メニューを取り入れたり、毎月発行される献

立表に伝統的な食文化についての解説を入れるなどして児童・生徒、保護者への周

知に努めております。 

そのほか、食に対する正しい理解を深め、健全な食生活と望ましい食習慣を養う

こと、自然への恩恵の理解と生命、自然を尊重する精神の涵養、環境保全に寄与す

る態度を養うこと、食生活が食に関わる様々な活動に支えられていることを理解す

ること、食の生産・流通による消費の正しい理解を深めることなどは栄養教諭が各

学校での授業を通して児童・生徒に対する講話をするだけでなく、献立表や食育だ

よりなどを通して保護者への理解も深めるよう努めております。 

給食を通じて学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協働の精神を養うという点

では、昨年度からコロナ対策で黙食が定着しつつある一方で、給食時間のコミュニ

ケーションが足りない状況にあります。 

学校給食法第２条に定める目標についてはおおむね達成したと思われますが、食

育については、昔から地域で親しまれてきた食材、また地域産の食材への理解を深

められるよう、さらに情報を収集し、発信していきたいと考えています。 

以上です。 



 

－ 84 － 

○８番（中山美幸君） 今、教育長のほうから諸々説明がありまして、大方目標は達成

されているというようなふうに私も理解しました。 

ところがですね、教育長、今の答弁の中で、その条例の第２条の中にですね７つ

の項目が記載してございます。その７つの、多分おわかりだと思いますが、その３

番目まで、先ほど言われました学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協働の精神

を養うこと、ここまでは私は達成されているんじゃないかなと思いますが、その後

の４項目、食生活が自然の恩恵の上に成り立っているものであるとか、それから食

に関わる人々の様々な活動に支えられているということ、それから、そういった

方々の勤労を重んじる態度、それから我が国や各地域の優れた伝統的な食文化につ

いて理解を深める、それから食料の生産・流通の消費について正しい理解に導いて

いるかということなんですよ。この４点については、私は若干疑問がありますが、

これはどういうふうな対応をとられているんですか。 

○教育長（藤井光興君） 今おっしゃるとおり、確かに、あとの４点については、今、

私が答弁した中では入っておりませんでしたけど、学校教育の中でやっていること

はやっているんですけど、そこまで丁寧にやっていない部分があるかもしれません。 

ただ、国際色のあるメニュー等については取り上げていまして、学校給食栄養職

員が各学校を回って、学校から要請があれば学校に行って、先ほど言いましたとお

り説明して回っている。それから、おっしゃったとおり、生産者との関係、そのあ

たりについても社会の中でやっているかもしれません。学校給食の中では、そこま

で取り扱っていないのかなと。社会教育の教科の中では、取り扱っている面もある

かもしれませんが、そのあたりはちょっと心苦しいところがありますけれども。そ

んな状況だと思います。 

○８番（中山美幸君） 是非ですねそういったところも、今後の給食の中では生かして

いただきたいということを私は考えています。というのは、先ほどいろんな同僚議

員も質問しましたけども、私たちの食、そして本町で生産されるもの、そういった

ものをやはり親しむことによって本町に住んでみようか、そういったふるさととし

ての心の持ちよう、そういったものが私は出てくるんじゃないかなというふうに考

えていますので、是非、そういったところの教育の方針ということも考えていただ

きたい。食育だけじゃなくて、食といわれる部分、食農教育といわれる部分、食と

農のつながり、そういったところも若干手薄になっているような気がします。 

また、先ほど、教育長のほうの答弁にありましたけども、栄養教諭、これは本町

の中では何人ほどいらっしゃるんですか。 

○教育長（藤井光興君） 栄養教諭につきましては、給食センターに１人だけ配置され

ております。 
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○８番（中山美幸君） それだとですね、そういった教育をやろうとしたときに、若干

私は手薄になってくるんじゃないかなというふうに思います。 

先ほど、教育長の答弁の中で、メニューについては郷土食についてはこういうも

のだという説明を加えているということをお話されましたが、それはやはり重要な

ことであって、各学校の各子どもたちが受ける給食、それについて郷土食について

もですね、県でも示していますよね、いろいろと、そういった中で、これはこうい

った食材が使われて、これはどういうふうに生かされているんだよというようなこ

とがちゃんとわかって、そして学校の中で担任もしくは栄養教諭、もしくは保健の

教諭がいらっしゃると思うんですが、そういった方々を１つのチームとして、学校

の中で子どもたちに教えていただく、支援していただくという方法はとれないです

か。 

○教育長（藤井光興君） 学校栄養職につきましては、各市町村、多分１人しか入って

いないと思います。市で規模の大きいところについては２、３人入っているかもし

れませんが、大体１人だと思います。 

今おっしゃったとおり、お互い学校内で連携がとれる、例えば食農教育について

研究しているとか、公開しているとかそういう状況であればそのあたりも取り組ん

でやっていけるんでしょうけど、現在の状況ではそこまではまだいっていない。学

校の中ではやるべきことがいっぱいある、逃げになりますけど、ある関係で、そこ

まで本当、細かに届いていない面もあるかもしれません。また、そのあたり、校長

会でも話をしてみたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 学校給食については、先ほど申しましたように、以前は、私た

ちが得られた脱脂粉乳の給食、牛乳ですね、そういったものから徐々に現在の完全

給食、そういったものに移ってきたというふうに理解しているんですが。その中で

も、当初は先ほど申しましたように、栄養のバランスが悪い、家庭環境の関係でそ

ういったのがとれない、そういったのを補填するためにそういった学校給食という

のは始まっただろうというふうに予測します。 

ところが、現在はそういったものが達成されていて、ほぼ達成されましたよね。

逆に、カロリーの摂取量が多くて肥満の子どもたちが出てきたり、いろんな障害が

出てきているということを考えると、今後はそういった学校給食の考え方が食育と

いう形に私は変わってくるだろう。もちろん、そういうふうにならないとおかしい

のかなというふうに思いますので、そういった観念も持っていただきたいというふ

うに思いますし、もちろん、学校給食法も改定されていますよね、そういうふうに

改定されているというふうに私は理解しています。当初つくられた学校給食法から

すると、現在の学校給食法は、特に先ほど申しました第２条、そういったところは
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変更になっているようです。そういったことを考えながらですね、もう少し給食に

ついても考えていただきたいないうふうに思いますし、本町は、以前は自校方式で

やっていましたので、食材についても地元産非常に多かったです。ところが、現在

はセンター方式です。センター方式の中では全小学校・中学校約８００食でしょう

か、１,０００食作るのかな、教職員の分まで含めて、何食ぐらいを作っています

か。 

○教育長（藤井光興君） 管理課長の答弁といたします。 

○教委管理課長（上野明仁君） お答えします。 

今、給食で提供している食事の数は約１,０００食です。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） １,０００食ということでした。私がちょっといろんな資料を

いただいたところはですね５,０００食作っていましたけども、地域の食材という

のを非常に多く使っていました。それは、その町の１つの産業として成り立ってい

る状況がありました。そういったことを考えながら現在のメニュー、その中に地元

産の食品、大崎町産といわれる食材、大崎町産で製造されたもの、それがどれだけ

含まれておるんですか。 

○教育長（藤井光興君） 管理課長の答弁といたします。 

○教委管理課長（上野明仁君） お答えします。 

令和２年度で申し上げますと、使った大崎産の食材につきましては、キャベツ、

カボチャ、ニガウリ、ハネギ、ダイコン、深ネギ、タマネギ、ゴボウ、ニラ、それ

からタケノコ、それから早期米、ウナギ、それから白子干しを昨年度は使用してお

ります。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） １１ぐらいの品目を今答えていただきましたが、通年使ってい

るもの、通年使うもの、その中でメニューに載っているものがあると思うんですが、

そういったものはどういったものを使っていらっしゃいますか。 

○教委管理課長（上野明仁君） すみません、ちょっと遅くなりまして。 

通年通して使っているものは、ハネギのみです。 

○８番（中山美幸君） 多分ハネギはですね、私も調べました、そしたら大崎町産です

ね、確かに。それから、私はメニューの一覧表というのを見せてもらいました。そ

したら、本町産というふうに書いてあったのが米です。本当に本町産なのかという

ことを、私ちょっと流通経路を調べてみました。そしたら、ＪＡのライスセンター

に集められた米が、本町は今、給食センターでは無洗米を使っていらっしゃるよう

ですが、その無洗米がＪＡのライスセンターから鹿児島に行っているようですね、
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そこで加工されているようなんですが、加工の段階で他の市町村のお米と混じって

いるようです。大崎町産ということはあり得ないんですよ、無洗米を作る過程で。

配送業者からもお伺いしました、トラック運送便の方からもお伺いしました、ＪＡ

ともお話をしました。そしたら、そういういきさつなんですよね。 

ところが、本町の給食メニューの一覧表には、棒ラインが入って「大崎町産」と

書いてありますね。だから、もっとですね、本来ならば大崎町産を、ハネギじゃな

くて、まだいろいろあるじゃないですか、大崎町で生産しているもの、給食に使う

ものというのは。それを使ってほしいなというのが私の今日の１つの目標なんです

ね。なぜ使えないんですか、米。大崎町で生産されて、大崎町の生産者もいらっし

ゃる、ＪＡを通じても購入できる、いろんな精米所さんからも購入できるじゃない

ですか。無洗米でないといけないのかな。そこについてお伺いします。 

○教委管理課長（上野明仁君） 今、米の話で、献立の中に大崎産を使っていますとい

うことで、９月、１０月、１１月、早期米を、こちらとしては地元産を使ってくれ

ということで学校給食会のほうにお願いをしておりまして、確かに、今納入してい

る袋があるんですけど、この中に表示をされているのが大崎産というふうに記載さ

れているんですけれども、私どもはこれを信用というか、大崎産としてお願いをし

ているので大崎産を購入しているというふうにお答えしているところでございます。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） それはですね、本当にちゃんと調べたら、私はじゃないのかな

というふうに思いますので、対処方をされたほうがいいのかなというふうに思いま

す。子どもたちをだましているんですよ、悪く言うと、本当に。 

だから、その中で私がお伺いした中で、業者の方々と話をしました。そうしたら、

ある程度の数がまとまれば米は出荷できると、量もあると、大崎町の中で。あとは、

無洗米であるか、じゃないかの問題だけですよ。どうお考えですか。 

○教育長（藤井光興君） 県の学校給食会から米を仕入れている理由ですけども、おっ

しゃるとおり、今、３か月は大崎町産と表示を私ももらっていますけど、さっき見

せてもらいましたが。おっしゃるとおり、パールライスの工場で無洗米だけでなく

て、県の給食会を通すのは、残留農薬検査、理化学検査、カドミウム検査、ＤＮＡ

の検査を実施しており、品質管理、安全面、衛生面の確保ができていると。また、

納入される米は無洗米で、料理業務の簡素化に寄与しているばかりでなく、ＢＧ無

洗米という製法を採用しており、ハダヌカを除去するために水に溶けやすいビタミ

ンＢ１やナイアシンが損なわれず、普通精米より約１.７倍摂取できると。ビタミ

ン不足を補うため、強化米を配合しており、成長期の子どもたちの必要な栄養を補

助している。徹底した異物除去、品質管理を行っているが、万が一の賠償保険に加
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入しており、食中毒や異物混入による事故対応もしっかりしている。無洗米製法の

在り方が異なるため、一概に市販の無洗米と比較するのは難しいが、ＢＧの無洗米

製法の米としては安価であるということで聞いております。 

○８番（中山美幸君） 学校給食会から納入されているのはわかります。以前は学校給

食会に国庫補助がありまして、お米もその補助金で低価格をされていましたよね、

そういったいきさつがあったと思います。 

ところが、現在はその補助事業を切られているはずです。昔の脱脂粉乳について

も国・県の補助事業があったはずです。あと残っているのはそれだけだと思います。

だから、価格の分についても私はさほど影響ないのかなと。本町のお米を使うこと

によって、本町の産業の振興になるじゃないですか。鹿児島県が国の意向を受けて、

鹿児島の食交流推進計画第４次を作っておりますが、農林振興課長はご存じかと思

いますが、本町でもこれに準じた規格をつくっているはずですが、どうですか。 

○農林振興課長（中村富士夫君） 大崎町でも国・県の食育基本法に基づいて、当初の

計画が平成２４年３月に、大崎食育推進計画ということで実施しております。それ

から、５年ごとに見直しということですので、平成２９年３月に計画をまた見直し

をしております。また、今年度か来年度に見直しを実施する予定にしております。 

その中でも、先ほどおっしゃいましたように、食育についてと学校関係、それか

ら地産地消についてはうたってあります。 

以上でございます。 

○教育長（藤井光興君） 中山議員の地元産米を使えないかということですが、学校給

食会においても、今資料を見つけましたけど、近年、自治体で生産される米をでき

るだけ生産地の学校に届けられないかという要望が多くあって、早期米だけでなく、

通常米についても地産地消できないか、ＪＡ鹿児島、鹿児島パールライスと検討し

ているという状況があるようです。 

○８番（中山美幸君） 今、中村課長から答弁がございましたように、本町でもその計

画をつくっているんですよ。県はもう第４次です、名前は違いますが、これは全国

的にも鹿児島県は早くつくっております。鹿児島県ともう１つ、どこかが早かった

んですね。２つの県がこれは早くつくっております。 

そして、今度、令和３年３月、首長が変わりましたけども、塩田さんの部分で第

４次を作成しております。この中でも、今、農林振興課長が申されましたように、

地元産を使おうねと、学校給食でもそういったものに使ってくださいねということ

が書いてあります。交流推進目標の作成の体系ということの中で、地産地消を基本

とした健康で豊かな食生活の実現ということの中に、地元産を使ってくださいねと

いうようなことが書いてあるんですよ。ということは、本町では本町でつくった基
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本計画を守っていないということじゃないですか。課長、どうですか。その中にそ

ういったことがうたっていないんですか。 

○農林振興課長（中村富士夫君） この計画につきましては、これは大崎町食育推進協

議会のメンバーということで、その中に学校給食の栄養士も当然メンバーの中に入

っておりますので、現在値ということで、あとまた５年後の目標ということで、こ

この中では学校給食等における町内農産物の利用促進ということで、前の作成のと

きには平成２７年度が２５％、それから目標値、平成３２年度には３０％にしまし

ょうということで目標を掲げてあって、この２５％については実質の数字というこ

とで、先ほど管理課長がいろいろと品目を申し上げましたけれども、大体達成をさ

れているというような状況ということで伺っております。 

○８番（中山美幸君） 先ほど、課長も今答弁されたように、使ってくださいと、使う

ように推進しましょうということを自分たちで決めているんですよ。そういった中

でそれが無理なようであるというのは私ちょっと納得できないんですが。安全だと

かいろんなことを先ほど教育長のほうから答弁いただいたんですが、もちろんそれ

も必要です、十分わかります。ところがやはり、先ほどからコロナの問題も出てい

ます、コロナの問題も出ている中で、いろんな面で大崎町産の消費というのは落ち

ているんですよ、かなり落ちています。 

先ほど町長が商工業については助成事業とかいろんな手当を打っているというこ

とをおっしゃったんですね。ところが、農業だとかそういった生産物をしている

方々、そういったところの生産が落ちているところにはまだ日が当たっていないん

ですよ。それを、学校給食の中で使っていくことによって若干ではありますが、私

は地域の振興になっているんじゃないかなと、なるんじゃないかなということを考

えているんですが、そういった観点からいきますと、やはり地元産のお米を使って、

地元産で生産されたほかのものもあると思いますよ。海産物もあるし、それから天

ぷらだとかいろんなものもあると思います。そういったものも使うというような方

向になぜ持っていけないのか。なぜ給食会だけに頼っているのかということなんで

すよ。そこは、ほかの市町村のところではですね頼っているところは５０％ぐらい

は地元産を使っているところが多いですよ、私、統計を調べてみました。かなりの

ところで地元産を使っています。そして、先ほど教育長が申されました栄養士と学

校との間で、これはどこどこの誰、誰さんがつくったものだよねというようなこと

で、各学校にパンフレットを配ったりしながら学校給食をやっている。そして、週

に何回かは地元産の食、例えば鹿児島であれば、煮付けでしたりとか、煮っ転がし

をやったりとかそういったものを出しながら、これは鹿児島県内で、例えば大崎町

で昔からある料理なんですよというような郷土食の日というのを決めたりしてやっ
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ているところがかなりあります。そういったことはできないのかどうか、まず、教

育長、どうですか。 

○教育長（藤井光興君） おっしゃるとおり、多分、今までそういう流れで食材につい

ては入れていたと思います。議員のおっしゃるとおり、大崎町産といわれておりま

すので、そんな動きもあるようですので、県の給食会とも相談しながら、また周り

の状況を見ながら、できるだけセンターのほうで買いに行ってもらうようにしてい

きたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 早急な改革といいましょうか、やはり地元産をもう少し入れて

いただいて、本当に地域のものだよということがですねわかるような給食の出し方、

まだほかにもいろいろあると思うんですよ。本当に大崎町で生産される、昔はパン

もそうだったじゃないですか、今は工場がなくなりましたけども、そういったとこ

ろを考えていただきながら、じゃあ大崎町産はあと何が製造されているかな、じゃ

あ、これ使えるよね。１週間に１回でもいいじゃないですか、大崎町産を使う。そ

うすると、そういった製造に携わっていらっしゃる方々の姿も見えるような給食に

しましょうよ。できないというんじゃなくて、できる方向を考えていただきたいと

思います。 

次にメニューについてお伺いしますが、現在、中学生で２,９００円、小学生で

２,０５０円の給食費をとっていらっしゃると思うんですが、このメニュー、どう

いった形で決められているかお伺いします。 

○教委管理課長（上野明仁君） お答えします。 

学校給食のメニューの構成につきましては、主食、温食、副食、牛乳、日によっ

てデザートという内容になっております。 

主食は、もうご存じかと思いますけれども、米飯食とパン食でありまして、米飯

食は月水金の三日、パン食は火木の二日で提供しております。米飯食は白米の日も

ありますが、よりビタミンの摂取をより補うため麦ご飯を主に提供しているところ

でございます。 

また、さつま酢もじ、ちらし寿司ですね、などの郷土料理、季節の食材を取り入

れたご飯、節句などでは寿司ご飯なども米飯食に取り入れているところでございま

す。 

また、パンではコッペパンが主流になりますが、黒糖パン、バターパン、ミルク

パン、それから米粉パン、揚げパンなども提供しております。また、副食のハンバ

ーグ等のおかずと組み合わせてバーガーパンというのも提供する日もあります。 

温食につきましては、野菜をふんだんに使った味噌汁、それからスープ、カレー、

シチューなどバラエティに富んでおります。それから、主食、副食との栄養バラン
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スを考えて、あっさりした内容であったり、ボリュームのある内容であったりしま

す。それからさつま春寒と呼ばれる、俗にいう煮しめ、それからさつま汁などのよ

うに、郷土の料理を取り入れることもございます。 

また、ボルシチといわれる、日本料理ではあまり見られない国際色豊かな内容も

組み込んでおります。 

次に、副食では和え物、揚げ物、焼き物、サラダなどを提供しております。それ

から、温食とのバランスを考えまして、内容はさまざまとなっております。副食で

も、ガネなどの郷土料理も取り入れたり、また、彼岸の日には彼岸団子などの季節

のメニューも提供しております。 

デザートにつきましては、毎回ではありませんけれども、ゼリーやムース、スイ

ートポテト、また、クリスマスの日にはケーキなどを提供しているところでござい

ます。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） 詳しいメニューについてお示しをいただきました。そのメニュ

ーが１日、１日、１か月分決まるわけですよね。そのメニューの決め方、それにつ

いてもう一回答弁してみてください。 

○教委管理課長（上野明仁君） お答えします。 

学校給食法の第２条に定めている目標を達成するために、まず、適切な栄養摂取

による文部科学省の学校給食実施基準量に基づきまして１食当たりの各栄養素に偏

りが生じないように献立をつくっているところでございます。 

○８番（中山美幸君） 了解ですが、私が聞きたいのはですね１か月のメニューが決ま

りますね、そのメニューの決め方ですよ。私が冒頭申し上げましたように、組織の

中でやることが必要だということを私は登壇したときに申し上げたはずです。その

決め方をどういう形で決めているのか、メニュー個々についてではないんです、１

か月間のメニュー、献立ができます、それをどういうふうにして決定して、どのよ

うな形で子どもたちにプリントが配られて、給食の提供をやっているかということ

をお伺いしています。 

○教育長（藤井光興君） 多分、栄養職員がまずメニューを考えて、栄養職員がつくっ

たメニューについては各学校に学校給食の担当がいますけど、担当者を集めて、そ

こで示して、そこで大体決定していたかと思います。 

○８番（中山美幸君） 大方、私の考えているようなことなのかなというふうに思いま

す。単に給食センターのほうで決められているんじゃないのかなと、私はそういう

ふうな理解をしたんですね。 

ほかの学校では、先ほど教育長から答弁がありましたように、校長であるとか給
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食の主任教諭であるとかＰＴＡ、それから調理員など、そういった関係の代表者が

集まってきて、そこでして、最終的には教育委員会の責任において、このメニュー

でＯＫですよということを出しているみたいですね、ほかの学校、私が調査したと

ころでは。だから、そういったことがなされているかどうか。 

○教育長（藤井光興君） 先ほど申しましたとおり、今、大崎町の場合は給食センター

の栄養教諭がメニューをつくって、毎月の給食担当者会で説明して、そこで決定し

て、それでつくっているところです。委員会は通っておりません。 

○８番（中山美幸君） 今、非常に教育長の答弁の中でですね、委員会は通っていない

ということもおっしゃったんですが、正直だなと思いました。そうすると、先ほど、

教育長は米の部分で保険の問題、安全管理の問題をおっしゃいましたよね。そのこ

との整合性というというのは、それでとれなくなってくるじゃないですか。本町の

教育委員会が許可をしていない、本町の教育委員会としてそのメニューを関知して

いなかったとなりますと、どうなんですか。先ほどの答弁と、若干、私は矛盾が出

てくるんじゃないかなと思いますけども、いかがでしょうか。 

○教育長（藤井光興君） 私が捉えたところだけですけど、大体、学校給食センターは

本当に安全安心の給食ということで厳しいです。私も現場におりましたので、自分

たちもセンターの中にも入っていけません、給食室にも衛生的な面で。それから、

つくるときも、例えば天ぷらを揚げますが、天ぷらを入れるときも、何度の温度で

何分なんです、そのぐらい徹底してやっています。時たま、大崎町の場合も今まで

給食の中に異物が入ったことがありましたけど、そのあたりもちゃんと、出た場合

はストップしますので、学校から連絡があったときにストップして、代替メニュー

はできないかもしれませんが、そのぐらいの体制もしておりますけど。それから、

食材については先ほど学校給食会を通したものにつきましては、検査したメニュー

ですので、そのあたりについては安全と捉えて進めているところです。 

○８番（中山美幸君） 以前、金属片が入ったり、現在パン食のほうにいろんな異物が

入っている状況も、私、耳にしておりますけれども。以前の金属片が入った場合に

ついては、即止められました。それはすばらしい対応だったなというふうに私も評

価しておりますが。 

やはりですね安全管理というところでは委員会でもある程度タッチをしていただ

いて、どういった食が出ているの、本当にこれで大丈夫なのというような考えも持

っていただきたいなというふうに私は思っていますので。それと、先ほどから申し

上げています、地元産がどれだけ入っているのということは重要ですよ。広い意味

で考えると産業振興といいましょうか、町の活性化につながってくるんですよ。そ

ういったところをもう少し考えていただきたいなというふうに思いますので、そう
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いったことに力をいれていただきたいなというふうに考えております。 

それと、現在、よく町報なんかでも、同僚議員のところでマンゴーのところに行

っていますよね、３年生か４年生かのあたりで。多分、あれは理科の授業でいろん

な植物の生育状況とかそういったのが出てきたりします、４年生ぐらいで野菜の生

育が出てくるのかな、４年生ぐらいの理科の中で。そういったものもひっくるめて

教育の中でやっていらっしゃる、これはすばらしいことだと思いますが、そういっ

たところで教育をされるんであれば、やはり農林振興課あたりと協力をしながらで

すね、横のつながりを持っていただいて、ほかの食材、そういったことについても

やはり触れさせる。そして、それが例えばマンゴーであったりした場合には、全校

生徒８００何人いますよね、１,０００食ということでしたのでそこらへんでマン

ゴーのジュースを子どもたちに出してあげるとか、先ほどもあったマンゴーのプリ

ンを出してあげるとか、これ、大崎町産だよね、それぐらいはやってほしいなと思

うんですが、いかがですか。 

○教育長（藤井光興君） その前に、学校では、ご存じのとおり、センター長も検食に

行っています。検食に出かけて行って、時間が１１時ぐらいに行って食べて、帰っ

てまいりますけど。学校でも校長、教頭が食べる前に、約３０分ぐらい前ですか、

学校でも検食をやっております。異状があった場合、止めるわけです。そういうこ

とをやっていますので、そのあたりも子どもたちが食べる前に検食をやっているこ

とについてはお知りいただきたいと思います。 

それから、議員がおっしゃるとおり、私も今、話を聞きながら、そうだよなと思

いながら、上原議員もいらっしゃいますけど、マンゴーの見学に行かせてもらった

りしておりますが、年に何回か、大崎町の食材を使ったメニューを使ったそんな日

があってもいいなと思いながら、今思うところでしたけど、今後また、センターの

ほうに話をして１学期に１回ぐらいとか２学期に１回とか３学期に１回とかそんな

日を設けて、大崎町産の食材を使った給食を食べるということを検討してもいいの

かなと思ったところでした。ありがとうございました。 

○８番（中山美幸君） 今、お米だけのことを申し上げておりますが、牛乳を先ほどお

っしゃいましたけども、牛乳についてもですね、ほかの市町村では地元から購入し

ている部分が私はあろうと思います、あるようです、大隅半島においても。それと、

お茶を使うところも、今出てきておりますね。この前のあるところの給食会の会議

の資料をいただきました。そしたら、牛乳に代わってお茶の製品を使う、年に何回

か。数多くじゃないです、カルシウムとかいろんな部分で牛乳に落ちるところがあ

るようですね。ありますが、お茶も使い方によってはですね牛乳よりも栄養価値の

高い、カルシウムが牛乳の３倍ぐらいある料理の仕方というのがありますね。 
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ここに日本食品成分表、私、これ今度購入してみました。そしたらですね牛乳、

お茶ほうれん草、いろんなのを見てみました。そうしたらお茶もですねあるところ

が使っているんですね、お茶の葉っぱをメンチカツに使っている、中に入れている。

そういった料理の仕方、そうするとカルシウムが牛乳の３倍あります、１００グラ

ム当たり。煎出したお茶からはさほど出ていませんが。それとほうれん草なんかも

ですね種類によって違う。牛乳も牛の種類によって違うのはびっくりしました、私。

これを見てみてびっくりしました。牛乳もジャージー種とかホルスタインとかある

ようですが、ちなみにジャージー種で１４０、カルシウム、ホルスタインで１１０、

普通の牛乳で１１０と、これだけ差があるんですよ。だから、ほうれん草について

も冷凍物と生もの、冷凍すると増える部分と生のほうがある部分、そういったもの

がありますので、もちろん栄養士はそのプロです。そういったところも加味しなが

ら食というのはやらないと、単に冷食だけを使っている、給食会から納められた冷

食の野菜を使っている、それでは私はまずいと思いますし。それから、地元産の米

なんかもいるようですが、調理員の方々は手洗いは大変だと思います。洗う機械と

いうのもあるじゃないですか。何キロぐらい洗われるかわかりませんが、一番安い

やつでも１０キロぐらい洗うやつで十七、八万であるようです。その価格も調べて

みました。そうすると、その中で洗って真空でごみとか吸い出す方法というもある

ようです。そういったものを活用しながら給食の改善を是非、教育長、お願いした

いなと思いますが、いかがですか。 

○教育長（藤井光興君） お茶の件が出ましたが、私もお茶についてはいろいろ調べて

見ましたけど、以前、インフルエンザが流行った頃にお茶がいいということで、う

がいでつかったらどうかということがあって、志布志市は使っておりましたが、志

布志市に聞いてみましたら、今は使っていないと。お茶について大崎町も調べて見

ましたけど、５月の新茶の時期に粉末のお茶は抹茶りんかけとかお茶ミルクパンと

かそんなもので使っているのはあるようです。ただ、給食の中では、先ほど言いま

したとおり、牛乳のほうが栄養価が高いとあるものですから、国が書いてあります

けど。通常の給食では十分摂取できないカルシウムやタンパク質を補うことができ

るのが牛乳だということで、牛乳を使っているところです。お茶については、こち

らのほうもそこまでまだ、給食に使うのはちょっとあわないというとちょっとあれ

ですけど、ないところです。 

この前、誰かおっしゃいましたけれども、子どもたちはお茶よりか麦茶は飲んで

いるようですけど、ちょっとそこについては、今、センターのほうではお茶を使っ

てということまでは考えていないと思います。 

○８番（中山美幸君） 私が、今、お茶を使ったメンチカツということを申し上げまし
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たが、ここはですね９,７００食作っているところなんです。これをセンターで作

っているんですよ。これは冷凍食じゃないですよ。９,７００食作るところでメン

チカツのお茶の葉っぱを練り込んだのを作っている。これもお茶の産地です。そう

いった形で地産地消を広げているということです。是非、そこは検討していただき

たいというふうに思います。早急には無理でしょうけども、やはり、学校給食にお

いて地場産品の活用が促進されればですね、児童・生徒も認識が変わってきますで

しょうし、地域の活性化にもなるということ、両面からということと、それからＳ

ＤＧｓの、町長が先ほど言われました、もうずっとやっています、ＳＤＧｓにも絡

みがあるじゃないですか。その間の輸送経費、包装、いろんな部分を考えると、本

町の運営状況にマッチする部分があるじゃないですか。そういったところも、教育

長、考えていただきたいなというふうに思います。 

そこで、町長にお伺いします。最後です。町長、先ほど同僚議員が４分の１の世

帯がコロナ禍の中で減収をされているということを言っていましたよね、町長もそ

うだよなというふうなことで納得をされました。本町の小中学生８５７名です、現

在、その中で現在、先ほど言いましたように、中学生は２,９００円、それから小

学生が２,０５０円の給食費の納入をしています。そして、町からの補助がござい

ますが、先ほど私が言った地元産を使うというようなことを考えるとですね、この

コロナ禍で４分の１の家庭が減収になっているというようなこともありますと、商

工業については補助事業がいろいろと出していただいて、これは評価します。とこ

ろが、一般家庭についてはなかなか、今回出されますが、子どもたちを育てる保護

者の間についてはさほどそういったものがないということで、私はこれを無償化し

なさいとは言いません、交付税との関係もございましょうし、そういった部分を考

えるとですね無償化というのはかなり厳しい部分がありますので、若干の助成金の

上乗せというのを考えていただけないですか、町長。 

○町長（東 靖弘君） その点につきましては、現状が大分把握できておりましたので、

我々としても若干軽減していこうということを考えております。 

令和４年度の予算で計上するためにどうあるべきかということを現在協議してい

るところであります。 

○８番（中山美幸君） 大体１,０００円減ということになりますとですね小学生は１,

０５０円、中学生が１,９００円です。そうすると、年間の予算が１,２８４万４,

０００円ぐらいになると思います、現在の生徒数でいきますと、１年間ですよ。そ

ういうことをすることによって、また、先ほどから話が出ていました、生産年齢人

口の移住、そういったものにもつながるし、先ほど教育長にも話をしましたが、地

元産を使うことによって地域の産業の促進、それからＳＤＧｓ関係の、町長が先ほ
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どから言っていらっしゃいます、そういった関係の発展にもつながってくると私は

理解しているんです。是非、町長、できないじゃなくて、今言われましたように、

できる方向でできる方法を考えていただいて、前進していただくように要望申し上

げたいんですが、再度、町長、頑張っていくよということを答弁していただけませ

んか。 

○町長（東 靖弘君） 金額的なことは明言できませんけれども、やはり給食会計で非

常に保護者の負担とか重くなっている実態が、現在のコロナ禍であるということは

大体低所得者の方々においては把握されておりますので、金額を提言されましたけ

れども、こうなるかどうかは明言できないところでありますが、やはり善処はして

まいりたいと思います。 

○８番（中山美幸君） 生活困窮といわれる生活保護を貰っている世帯については、国

税のほうで補填があろうと思いますけれども、一般の部分を差し引くとですね私が

さっき言った１,２８４万４,０００円、これを下回ると思いますよ。だから、そこ

ら辺をもうちょっと本当に真剣に考えていただくように御要望申し上げまして、私

の一般質問を終わりたいと思いますが、是非、教育長、地元産をたくさん使ってい

ただいて地域振興に寄与していただくような学校給食、そして地元に子どもたちが

誇りを持てる食、そういったものを目指していただきたいということとも要望申し

上げまして私の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） 以上を持って通告による一般質問は終了いたしました。これを

もって一般質問は終結いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上を持って、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時００分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、本日の会を開き、直ちに開議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１１番、児玉孝德君、及

び１番、平田慎一君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第３６号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第３号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第２、議案第３６号「令和３年度大崎町一般会計補正予算

（第３号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） 皆さん、おはようございます。 

ただいま議題となりました議案第３６号、令和３年度大崎町一般会計補正予算

（第３号）について、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果の報告をいた

します。 

本議案は、９月８日の本会議において当委員会に付託されたもので、９月９日、

全委員出席のもと委員会を開き、担当課長及び関係職員の出席を求め、補足説明を

受け審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ３億８,４０３万８,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０９億１３０万４,０００円と

するものであります。 

補正予算の内容については本会議において説明がなされておりますので、委員会

での主な質疑について報告をいたします。 

まず歳出、款２項１目１０企画費、節１６公有財産購入費の用地費６００万円に

ついて、野方地区に住宅８戸分の用地取得との説明があったが、宅地での販売予定

かとの問いに対し、宅地分譲を予定しているが、貸付も選択肢の１つとして検討し

ているとの答弁でありました。 

次に、款４項１目１０新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１２委託料、抗

体検査委託料１８０万２,０００円について、ワクチンの誤接種があった場合の予

算と説明があったが、積算内容と再発防止の取組はとの問いに対し、４６８人分の

抗体検査料であり、接種体制を整えて誤接種がないよう最善の注意を払っていくと

の答弁。さらに、節１２委託料、コールセンター予約業務委託料４６２万円につい
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て、混雑解消のために受付回線を３回線にするとの説明であったが、１回線のみの

増設で解消するのかとの問いに対し、最も集中する際は３回線でも不足することが

予想されるが、状況次第では、次回以降、対応を検討したいとの答弁でありました。 

次に、款５項１目８農業機械維持管理費、節１０需用費の修繕料１５９万５,０

００円について、農業機械センターの人員と機械の稼働状況はとの問いに対し、７

月から新たに１名雇用している。稼働状況は、大型機械を保有する農業法人へ依頼

するケースも増えており、年々減少傾向であるとの答弁。 

次に、款５項１目９畜産業費、節１８負担金，補助及び交付金の全国和牛能力共

進会出品対象牛購入等補助金３５０万円について、全国和牛能力共進会に向けてＰ

Ｒ・宣伝に取り組むための予算は含まれているかとの問いに対し、畜産振興協議会

等への補助金の中に協力金という形で予算が含まれており、和牛部会等の協力を得

て進めているとの答弁でありました。 

次に、款５項１目１０農地費、節１８負担金，補助及び交付金、県営畑地帯総合

整備事業負担金２,０５１万５,０００円について、第４曽於南部地区の完了年度と

未整備状況はとの問いに対し、令和３年度完了予定であり、全体で３１３メートル

の道路の未整備となっている見込みであると答弁でありました。 

次に、款６項１目２商工業振興費、節１２委託料、事業継承促進事業委託料１９

９万６,０００円について、廃業者数の現状と見込みはどうなっているかとの問い

に対し、直近の９年間で１０８事業者が廃業しており、調査によると３割の事業者

が廃業予定との回答があったとの答弁。 

さらに、事業内容の説明を求めると、鹿児島県相互信用金庫、町商工会と連携し、

事業承継支援に取り組む考えで、具体的な委託内容については現在検討中であると

の答弁。 

また、節１８負担金，補助及び交付金、新規創業・起業支援補助金２３１万２,

０００円について、新規創業の現在の見込みはどうかとの問いに対し、本年度は既

に実績として１社あり、町外を含めて現在３社からの要望が来ているとの答弁であ

りました。 

次に、款６項１目３観光費、節１２委託料、くにの松原キャンプ場バンガロー設

計業務委託料８０万円について、昨年建設のバンガローの設計書は使えないかとの

問いに対し、給排水の配管、電気配線等の関係で設計が必要であるが、建物などの

共通部分でもあるため、設計費用は昨年度の半分であるとの答弁。また、節１４工

事請負費、くにの松原キャンプ場バンガロー建設工事３,０００万円について、建

設工事分１,８００万円、電気工事分１,２００万円との説明があったが、昨年より

大幅に高い予算となった理由と、電気工事は何棟分かとの問いに対し、木材価格の
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高騰と、電気工事については管理棟からトイレ棟まで幹線工事と、２号棟から４号

棟までの配線工事であるとの答弁。 

さらに、丸太を半分に切って外側をログハウス風することを検討するとの説明が

あったが、１号棟の対応を含め、予算はあるのかとの問いに対し、木材価格を抑え

られれば、今回の２号棟から予算内で可能と考えており、１号棟についても執行残

の活用を含めて検討していきたいとの答弁でありました。 

次に、款６項１目４新型コロナウイルス感染症事業費、節１８負担金，補助及び

交付金の営業時間短縮要請協力金負担金５１３万１,０００円について、鹿児島県

においてはまん延防止等重点措置の期間が延長になったが、この地方負担金の予算

は不足するのではないかとの問いに対し、負担分が大きい大規模店がないことから、

おおむね予算内で対応できるとの答弁でありました。 

次に、款７項４目２公園費、節１４工事請負費、ふれあいの里公園多目的広場電

源設置工事２１５万円について、電源の設置場所と、主な用途は何かとの問いに対

し、設置場所は多目的広場の一角で、あすぱる大崎が民間譲渡となった関係で、あ

すぱる大崎の電源とは別に新たに設置するもので、主に放送施設のための用途にな

るとの答弁でありました。 

次に、款９項２目１学校管理費、節１２委託料の菱田小学校屋内運動場大規模改

造工事実施設計業務委託料２９７万円について、大規模改造工事の計画はどのよう

な内容かとの問いに対し、主な工事内容は、屋上の防水工事のほか外壁、照明及び

床の改修、外壁内部の塗装等であるとの答弁。 

さらに、将来的に建て替えの時期を同時に迎えてしまう状況が予想され、建築年

数が古いものから順次建て替えを検討していく必要があるのではとの問いに対し、

ほかの学校施設についても、学校施設整備計画等に基づき検討していきたいとの答

弁でありました。 

次に、債務負担行為補正の学校給食業務委託料限度額８,７１３万２,０００円に

ついて、令和４年度からの３か年分であるが、新たに入札を実施するのかとの問い

に対し、業者の選定について、１０月中に実施要項を公表し、１１月に企画提案方

式でプロポーザルを実施する予定であるとの答弁でありました。 

次に、款１０項１目１農林水産施設災害復旧費、節１３使用料及び賃借料、機械

借上料２１８万６,０００円について、土留め壁を設置するとの説明があったが、

設置により今後は土石の流出を防げるのかとの問いに対し、通常の雨は可能と思わ

れるが、豪雨等の場合はくい止めることは難しいと思われるとの答弁でありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが討論もなく、採決の結果、議案第３６

号令和３年度大崎町一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決すべきもの
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と全出席委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第３６号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第３号）」の委員長の報告

に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３６号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第３号）」について、委員

長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３６号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第３号）」は、原

案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第３７号 令和３年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第３、議案第３７号「令和３年度大崎町水道事業会計補正

予算（第１号）」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（稲留光晴君） ただいま議題となりました議案第３７号、令和

３年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）について、審査の経過と結果の報告

をいたします。 

本議案は、去る９月８日の本会議において文教経済常任委員会に付託されたもの

で、９月９日に委員会を開催し、水道課長並びに関係職員の出席を求め、審査いた

しました。 

それでは、委員会の中での主な審議について報告いたします。 
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この補正予算は、収益的収入及び支出のうち、収入の第１款水道事業収益を２５

０万円増額し、予算総額を２億２,６４５万８,０００円に、支出の第１款水道事業

費用を５００万円増額し、予算総額を２億３８２万５,０００円に、また、資本的

収入及び支出のうち、収入の第１款資本的収入を１５万円減額し、５６７万４,０

００円に、また、支出の第１款資本的支出を１,１６９万８,０００円増額し、予算

総額を１億９,９８０万６,０００円とするものであります。 

内容については、本会議での説明のとおり、収入では水道施設損害保険金の増、

支出では水道施設の修繕に係る費用、水道管の新設及び道路改良工事に伴う工事費

などの経費の補正でありました。 

質疑に入り、落雷被害損害保険金に係る被害のあった水道施設はどこかとの問い

に対し、落雷の起きた場所は大佐土原配水池で、７月１２日の落雷により破損した

流量計の保険金になるとの答弁でありました。 

さらに、委員から、配水管など修繕に係る箇所数はとの問いに対し、修繕費につ

いて、配水管の修理については１０万円の３０箇所、給水管修繕は５万円の１０箇

所、仕切弁修繕は１５万円の６箇所、施設修理は３０万円の２箇所を行っていると

の答弁でありました。 

その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第３７号令和３年

度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決すべきものと全委

員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第３７号「令和３年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）」の委員長の

報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 
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議案第３７号「令和３年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）」について、

委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３７号「令和３年度大崎町水道事業会計補正予算（第１号）」は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第３８号 令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第４、議案第３８号「令和３年度大崎町公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（稲留光晴君） ただいま議題となりました議案第３８号、令和

３年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、審査の経過と

結果の報告をいたします。 

本議案は、去る９月８日の本会議において文教経済常任委員会に付託されたもの

で、９月９日に委員会を開催し、水道課長並びに関係職員の出席を求め、審査いた

しました。 

それでは、委員会の中での主な審議について報告いたします。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ５９万円減額し、総額を１億９,

５７１万６,０００円とするものであります。 

内容については、本会議での説明のとおり、職員の人事異動、大崎クリーンセン

ター及び下水道マンホールポンプ場の各機器の修繕に係る費用等でありました。 

質疑に入り、維持管理費の使用料及び賃借料の機械借上料の減額の要因、また、

備品購入費との関係はとの問いに対し、機械借上料の減額については、現在の実績

を見込んでの減額であり、備品購入費についてはクリーンセンターの汚泥濃度を分

析する機器の不具合による購入費用に充てているとの答弁でありました。 

さらに、委員から、汚泥濃度の分析器は試薬校正した上で購入しているのかとの

問いに対し、今回の購入については、事前に実際の品物及び試薬校正による確認は

できていない。今後は、機器の購入以前に試薬校正の確認を行った上で購入したい

との答弁でありました。 

さらに、委員から、大崎クリーンセンターの用水路の柵沿の雑草が伸びて通れな

い状態にあるがとの問いに対して、大崎クリーンセンターの雑草等の維持管理は年
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間の委託料に含まれており、年に数回実施している。今後、現地を確認の上、対応

したいとの答弁でありました。 

その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第３８号「令和３

年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」は、原案のとおり可決す

べきものと全委員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における審査経過と結果について報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第３８号「令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」

の委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３８号「令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」

について、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３８号「令和３年度大崎町公共下水道事業特別会計補正予算（第

１号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第４１号 大崎町営馬場墓地の設置及び管理に関する条例の制定つい

て 

○議長（神﨑文男君） 日程第５、議案第４１号「大崎町営馬場墓地の設置及び管理に

関する条例の制定について」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） 議案第４１号、大崎町営馬場墓地の設置及び管

理に関する条例の制定について、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果の
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報告をいたします。 

本議案については、去る９月９日、委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の

出席を求め、審査いたしました。 

まず、担当課長からの補足説明がありましたが、その内容については本会議での

説明のとおり、現在ある城内共有墓地を事前の災害対策として、新たに町有地へ移

転をお願いし、墓地の設置と管理について条例の制定をするものであります。条例

の各条項の内容につきましては、本会議の説明でありましたので、ここでは省略い

たします。 

質疑の中で、町営馬場墓地の権利者は城内共有墓地に埋葬されている墓石があっ

た方だけに限られるのかとの問いに対し、城内共有墓地の代替墓地となるため、埋

葬されている方だけの墓地であるとの答弁。 

さらに、城内共有墓地の土地は共有名義との説明であったが町営馬場墓地の土地

を共有名義に変える必要はなかったのかとの問いに対し、城内共有墓地は共有地と

して登録されており、権利者が不明な状態であり、また災害対策で移転を急ぐ必要

があったことから町有地としたところであるとの答弁。 

また、使用権者は、墓所が不要となったときは遅滞なく返還する義務の規定があ

るが、今後墓じまいをして返還される区画に、新たに使用を希望する方が使えるよ

うに使用許可や使用料について規程すべきではないかとの問いに対し、今回の町営

馬場墓地の設置については、災害対策でどうしても急いで対応する必要があったこ

とから、埋葬されている方だけの使用権となっている。新たな使用希望者等につい

ては、状況を踏まえて、今後、検討していきたいとの答弁。 

さらに、町営馬場墓地への墓石の移設は何基かとの問いに対し、１６基であると

の答弁。 

また、災害対策での移設であり、移設後の城内共有墓地の樹木等の処理はどのよ

うにするのかとの問いに対し、急傾斜地となっており、樹木を伐採後、土石災害を

防ぐために切り土をして高さを低くする計画であるとの答弁。城内共有墓地は共有

地であり、登記も難しい状況であれば、行政の権限で処分は可能なのかとの問いに

対し、町営馬場墓地に移転していただくに当たり契約書を交わし、無償での移転と

城内共有墓地の所有権を放棄していただくと同時に、町に使用権を認めていただい

ている。また、管理者不明の墓石や無縁仏等については、官報に告示しており、１

０月末から１年経過すると処分ができるものと考えているとの答弁。 

さらに、災害対策として、城内共有墓地の工事はどのような内容かとの問いに対

し、無縁仏等の処分が完了できれば、本格的に周辺の樹木を伐採し、着工が可能と

なる。通学路沿いなど危険性が想定される箇所について、今年度予算で全体の３分
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の１程度はできるのではないかと考えているとの答弁でありました。 

また、町内にあるほかの共有墓地においても、今後、管理者が不在、または不明

となる状況も予想されることから、何らかの対応をすべきではないかとの意見があ

りました。 

質疑を終了し、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第４１号

「大崎町営馬場墓地の設置及び管理に関する条例の制定について」は、可決すべき

ものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第４１号「大崎町営馬場墓地の設置及び管理に関する条例の制定について」

の委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第４１号「大崎町営馬場墓地の設置及び管理に関する条例の制定について」

について、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第４１号「大崎町営馬場墓地の設置及び管理に関する条例の制定に

ついて」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 報告第３号 令和２年度大崎町健全化判断比率の報告について 

○議長（神﨑文男君） 日程第６、報告第３号「令和２年度大崎町健全化判断比率の報

告について」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 本案は地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項
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の規定により、令和２年度大崎町健全化判断比率を監査委員の意見を付して報告す

るものでございます。 

実質赤字比率及び連結実質赤字比率でございますが、実質赤字は生じておらず、

実質赤字比率は該当ございません。 

次の実質公債費比率でございますが、本町は８.８％となっております。これは、

一般会計等が負担する元利償還金及び純元利償還金の標準財政規模に対する比率の

３か年平均でございます。 

次に、将来負担比率でございますが、これは一般会計等が将来負担すべき実質的

な負債の標準財政規模に対する比率でございまして、本町は０％となっており、該

当なしという結果が出ております。 

監査委員の意見書によりますと、すべての比率が早期健全化基準を下回り、良好

な状態にあるとの評価をいただいておりますので、今後とも健全な財政運営に努め

ていく所存でございます。 

以上で報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 報告第４号 令和２年度大崎町資金不足比率の報告について 

○議長（神﨑文男君） 日程第７、報告第４号「令和２年度大崎町資金不足比率の報告

について」を議題といたします。 

町長より報告を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、

令和２年度資金不足比率を監査委員の意見を付して報告するものでございます。 

水道事業会計、公共下水道事業特別会計とも資金不足を生じておらず、資金不足

比率は該当ございません。 

監査委員の意見書によりますと、良好な状態にあるとの評価をいただいておりま

すので、今後とも健全な財政運営に努めていく所存でございます。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これで報告は終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 ８ 認定第１号 令和２年度大崎町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第 ９ 認定第２号 令和２年度大崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

 日程第１０ 認定第３号 令和２年度大崎町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
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定について 

 日程第１１ 認定第４号 令和２年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第１２ 認定第５号 令和２年度大崎町水道事業会計決算認定について 

 日程第１３ 認定第６号 令和２年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第８、認定第１号「令和２年度大崎町一般会計歳入歳出決

算認定について」、日程第９、認定第２号「令和２年度大崎町国民健康保険事業特

別会計歳入歳出決算認定について」、日程第１０、認定第３号「令和２年度大崎町

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について」、日程第１１、認定第４号

「令和２年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について」、日程第１

２、認定第５号「令和２年度大崎町水道事業会計決算認定について」、日程第１３、

認定第６号「令和２年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て」、以上６件を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

認定第１号、本案は令和２年度大崎町一般会計歳入歳出決算認定についてでござ

います。認定第２号、本案は令和２年度大崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算認定についてでございます。認定第３号、本案は令和２年度大崎町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。認定第４号、本案は令和２

年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定についてでございます。認定第

５号、本案は令和２年度大崎町水道事業会計決算認定についてでございます。認定

第６号、本案は令和２年度大崎町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

てでございます。それぞれ６つの案件につきまして、法に基づき決算を行い、監査

委員の審査に付しましたので、監査委員の意見書を添付して、議会の認定をお願い

するものでございます。 

内容につきましては、それぞれの主管課長から説明申し上げますので、御認定く

ださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、一般会計の歳入歳出決算について御説明いたし

ます。 

はじめに、歳入の主なものについて御説明いたしますので、決算書の１ページを

お願いいたします。まず、款１町税でございますが、収入済額１４億１５８万９,

０８６円は、前年度に対しまして１.０％の増となっております。不納欠損額５４

７万８,０３５円は、時効完成等によるものでございます。収入未済額６,０３９万
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１,５０９円は、現年度分と滞納繰越分を含めた未済額でございます。 

款６法人事業税交付金は新設でございますが、収入済額は１,７１２万２,０００

円でございます。款１１地方交付税の収入済額２９億４５１万円は、前年度に対し

まして８.９％の増となっております。増加の主な要因でございますが、法人税等

の税収の減と地方創生を推進するために新たに算定項目が設けられたことによる普

通交付税の増、及び昨年の７月豪雨災害の影響に伴う特別交付税の増でございます。 

次の２ページをお願いいたします。款１５国庫支出金でございますが、収入済額

２７億３,４７８万１,３４１円は、前年度に対しまして１８７.７％の増となって

おります。これは、特別定額給付金事業をはじめ、新型コロナウイルス感染症対策

事業に係る国庫補助金の増が主な要因でございます。収入未済額２億６,５３７万

８,５３４円は、公共土木施設災害復旧事業等に係る繰越明許費でございます。款

１６県支出金でございますが、収入済額１２億９,３３２万４,２０２円は、前年度

に対しまして６９.０％の増となっておりますが、産地パワーアップ事業や農林水

産業施設災害復旧事業に係る補助金の増が主な要因でございます。収入未済額１億

２,２２６万３,０００円は、農林水産業施設災害復旧事業等に係る繰越明許費でご

ざいます。款１８寄附金でございますが、収入済額４９億８,１９２万５,０４８円

は、前年度に対しまして７５.３％の増でございます。増の主な要因は、ふるさと

納税寄附金でございます。款２１諸収入でございますが、収入済額は９,４３６万

９,４０９円でございます。収入未済額は６,５７５万４,３７４円となっておりま

すが、主なものは住宅新築資金等貸付金償還金や地域経済循環創造事業交付金返還

金の未済額でございます。款２２町債でございますが、収入済額６億７,２９０万

６,０００円でございます。前年度対比７２.７％の増となっておりますが、これは

中沖小学校校舎等大規模改造工事に係る地方債の増が主な要因でございます。 

３ページをお願いいたします。歳入合計でございますが、収入済額１５２億１,

５５２万９５１円。不納欠損額５５４万５,６３５円。収入未済額５億２,１５７万

７,３３７円となっております。 

これで歳入を終わりまして、次に歳出の主なものについて御説明いたしますので、

４ページをお願いいたします。款２総務費でございますが、支出済額２１億２９６

万３,４７６円は、前年度に対しまして７７.６％の増でございます。増の主な要因

は、新型コロナウイルス感染症対策として実施いたしました特別定額給付金事業に

よるものでございます。款３民生費でございますが、支出済額１７億１,２９９万

１,５８２円は、前年度に対しまして６.２％の増でございますが、大丸保育園整備

事業及び新型コロナウイルス感染症対策事業が増加の主な要因でございます。款４

衛生費でございますが、支出済額１１億８,８２５万９６９円は、前年度に対しま
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して３.７％の増でございます。款５農林水産業費でございますが、支出済額１０

億６,３６３万１,２２８円は、前年度に対しまして５９.５％の増でございます。

増の主な要因は、産地パワーアップ事業や畜産クラスター事業によるものでござい

ます。款６商工費でございますが、支出済額５２億６,５２９万９,３０９円は、前

年度に対しまして７６.７％の増でございますが、ふるさと納税促進事業が主な増

加の要因でございます。款７土木費でございますが、支出済額５億２１３万５,１

１４円は、前年度に対しまして２１.６％の減でございます。 

５ページをお願いいたします。款９教育費でございますが、支出済額１１億４７

２万２,４４７円は、前年度に対しまして１１３.６％の増でございます。これは、

中沖小学校校舎等大規模改造工事及び新型コロナウイルス感染症対策事業が主な増

加要因でございます。款１０災害復旧費でございますが、支出済額４億４,３５６

万５,８８８円は、前年度に対しまして６９４.７％の増でございます。歳出合計で

ございますが、支出済額１４６億５,２０５万５,１１８円、翌年度繰越額は５億２,

７５７万９,０００円でございますが、これは、昨年の７月豪雨災害に伴う災害復

旧事業及び新型事業が主なものとなっております。なお、不用額は９,０５８万５,

８８２円でございます。 

６ページをお願いいたします。一般会計の総括でございますが、歳入合計額１５

２億１,５５２万９５１円。歳出合計額１４６億５,２０５万５,１１８円。歳入歳

出差引額５億６,３４６万５,８３３円となっておりますが、このうち基金繰入額が

２億５,０００万円ございますので、翌年度への繰越額は３億１,３４６万５,８３

３円となっております。 

以上で説明を終わります。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 続きまして、令和２年度大崎町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算につきまして、御説明いたします。歳入から御説明いたしますの

で、決算書の１ページをお願いいたします。 

収入済額、不納欠損額、収入未済額の順で御説明いたします。款１国民健康保険

税の収入済額は３億６４５万９９０円で、対前年度比０.７％の増。不納欠損額は

４２１万７,５９２円、収入未済額は８,１８３万６,６６９円でございます。款２

使用料及び手数料の収入済額は１８万８,４００円、不納欠損額は４万３００円、

収入未済額は４４万５００円でございます。次の款３からは調定額の全額が収入済

でございますので、収入済額のみを申し上げます。款３国支出金は７９万４,００

０円。款４県支出金は１４億５,１６５万７,５９８円。対前年度比５.４％の増。

款５財産収入は１４万６,８０７円。款６繰入金は１億６,７６８万２,２４２円、

対前年度比５.３％の減。款７繰越金は１,３１５万８,１２１円、対前年度比９.
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０％の減。款８諸収入は４２６万１,８９９円でございます。歳入合計は、収入済

額１９億４,４３４万５７円で、対前年度比３.３％の増。不納欠損額は４２５万７,

８９２円、収入未済額は８,２２７万７,１６９円でございます。 

次に、歳出を御説明いたします。２ページをお願いいたします。支出済額、不用

額の順で御説明いたします。款１総務費の支出済額は５６７万３,８４７円。不用

額は１７万８,１５３円。款２保険給付費の支出済額は１４億５８７万９,４３１円

で対前年度比３.５％の増。不用額は７,５３１万９,５６９円。款３国民健康保険

事業費納付金の支出済額は４億９,１０８万１,３７４円で、対前年度比２.４％の

増。不用額が２,６２６円。款４保健事業費の支出済額は１,６７１万５,１６５円

で、対前年度比８.０％の減。不用額は１５８万３,８３５円。款５基金積立金の支

出済額は１４万６,８０７円で、不用額は１９３円。款６公債費の支出はありませ

ん。不用額５万円。款７諸支出金の支出済額は４３８万２,９２４円で、対前年度

比２８.６％の減。不用額は２５６万７,０７６円。款８予備費の支出はありません。

不用額が２７万４,０００円でございます。歳出合計は、支出済額１９億２,３８７

万９,５４８円で対前年度比３.０％の増。不用額は７,９９７万５,４５２円でござ

います。 

３ページをお願いいたします。歳入合計額１９億４,４３４万５７円。歳出合計

額１９億２,３８７万９,５４８円。歳入歳出差引額２,０４６万５０９円となりま

す。このうち、基金への繰入額が５００万円でございますので、翌年度へ繰越額１,

５４６万５０９円となっております。 

また、４ページから１１ページまでに歳入歳出決算事項別明細書、１２ページに

実質収支に関する調書、１３ページに財産に関する調書、１４ページに基金の運用

状況を添付しておりますので、御参照いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。 

○議長（神﨑文男君） 暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５２分 

再開 午前１０時５３分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 再開いたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 続きまして、令和２年度大崎町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算につきまして御説明いたします。歳入から御説明いたします。決算

書の１ページをお願いいたします。 

収入済額、不納欠損額、収入未済額の順で御説明いたします。款１後期高齢者医
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療保険料の収入済額は１億１,２７７万２,５０２円で、対前年度比７.７％の増。

不納欠損額はありません。収入未済額は５４万３,６００円でございます。款２使

用料及び手数料の収入済額は２万８,１００円、不納欠損額は１００円、収入未済

額は４,６００円でございます。 

次の款３繰入金からは調定額の全額が収入済でありますので、収入済額のみを申

し上げます。 

款３繰入金は８,１４０万６,２３２円、対前年度比９.４％の増。款４繰越金は

４４１万２,５０４円、対前年度比０.６％の減。款５諸収入は２３万４,７５７円

でございます。歳入合計は、収入済額１億９,８８５万４,０９５円で対前年度比８.

１％の増。不納欠損額は１００円、収入未済額は５４万８,２００円でございます。 

次に歳出を御説明いたします。２ページをお願いいたします。支出済額、不用額

の順で御説明いたします。 

款１後期高齢者医療広域連合納付金の支出済額は１億９,２８６万６,２３２円で、

対前年度比７.５％の増。不用額は７６８円。款２諸支出金の支出済額は１８万１,

２００円、不用額は６万８,８００円。款３予備費の支出はありません。不用額は

２万１,０００円でございます。歳出合計は、支出済額１億９,３０４万７,４３２

円で対前年度比７.６％の増。不用額は９万５６８円でございます。 

３ページをお願いいたします。歳入合計額１億９,８８５万４,０９５円、歳出合

計額１億９,３０４万７,４３２円。歳入歳出差引額５８０万６,６６３円となり、

全額翌年度へ繰り越すものでございます。 

また、４ページから６ページまでに歳入歳出決算事項別明細書、７ページに実質

収支に関する調書を添付しておりますので、御参照いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。 

続きまして、令和２年度大崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算につきまして

御説明いたします。歳入から御説明いたします。決算書の１ページをお願いいたし

ます。 

収入済額、不納欠損額、収入未済額の順で御説明いたします。款１保険料の収入

済額は３億６５１万１,０１４円で、対前年度比４.６％の減、不納欠損額は５５万

１,３８０円、収入未済額は２５５万５,３３８円でございます。款２使用料及び手

数料は収入済額３万４,２００円、不納欠損額５,８００円、収入未済額２万４,７

００円でございます。 

次の款３からは調定額の全額が収入済でありますので、収入済額のみを申し上げ

ます。 

款３国庫支出金は４億９,６５６万５,６７２円で、対前年度比１.７％の減。款
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４支払基金交付金は４億５,４７１万４,０００円で、対前年度比３.３％の減。款

５県支出金は２億５,７９２万２,７５１円で、対前年比４.８％の減。款６繰入金

は２億５,４００万６,８５１円で、対前年度比４.７％の増。款７繰越金は１億８,

１２４万９,３６９円で、対前年度比３０.６％の増。款８諸収入は６９６万３,２

５８円でございます。歳入合計は、収入済額１９億５,７９６万７,１１５円で、対

前年度比０.４％の増。不納欠損額は５５万７,１８０円。収入未済額は２５８万３

８円でございます。 

次に歳出を御説明いたします。２ページをお願いいたします。支出済額、不用額

の順で説明をいたします。款１総務費の支出済額は３９万５１４円、不用額は９万

２,４８６円。款２保険給付費の支出済額は１６億４,６１８万５,６２３円、対前

年度比２.８％の減。不用額は１億５,７８０万４,３７７円。款３地域支援事業費

の支出済額は４,９４７万６,０３６円。対前年度比１.５％の減。不用額は１,３３

０万９,９６４円。款４財政安定化基金拠出金の支出はありません。不用額が１万

円。款５公債費も支出はありません。不用額は１０万円。款６諸支出金の支出済額

は３,５７２万１,１３３円で、対前年度比４６.２％の増。不用額は２６９万７,８

６７円。款７予備費の支出はありません。不用額が１００万円でございます。歳出

合計は、支出済額１７億３,１７７万３,３０６円で、対前年度比２.１％の減。不

用額は１億７,５０１万４,６９４円でございます。 

３ページをお願いいたします。歳入合計額１９億５,７９６万７,１１５円。歳出

合計額１７億３,１７７万３,３０６円。歳入歳出差引額２億２,６１９万３,８０９

円となり、全額翌年度へ繰り越すものでございます。 

また、４ページから１２ページまでに歳入歳出決算事項別明細書、１３ページに

実質収支に関する調書を添付しておりますので御参照いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは、令和２年度大崎町水道事業会計の決算について

御説明いたします。 

決算書の１ページをお願いいたします。大崎町水道事業決算報告書でございます。

（１）収益的収入及び支出の収入でございますが、決算額と予算額の比較を申し上

げます。第１款水道事業収益は決算額２億３,７７８万９,５３５円で、６６１万９,

５３５円の増となりました。対前年比１.６％の増でございます。内訳は、第１項

営業収益が決算額２億１,６４２万１,２５０円で、４１２万７,２５０円の増とな

っております。対前年比１.４％の増でございますが、これは水道料金と手数料で

ございます。次に、第２項営業外収益が決算額２,１３３万３,９１５円で、２４６

万９１５円の増となりました。第３項特別利益は３万４,３７０円で、３万１,３７
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０円の増となっております。 

２ページをお願いいたします。支出でございます。第１款水道事業費用は決算額

１億９,２９３万１２６円で、不用額は２,３２９万８７４円となりました。対前年

比３.９％の増でございます。内訳は、第１項営業費用が決算額１億８,７２０万９,

５９８円で、不用額は１,５３４万５,３１６円であります。水源地や配水施設の維

持管理に必要な修繕費、人件費等でございます。第２項営業外費用が決算額５００

万４,４４２円で、不用額は５９４万５,５５８円でございます。これは、企業債の

償還利息が主なものでございます。第３項特別損失が決算額７１万６,０８６円で

あります。過年度水道料金の還付が主なものでございます。第４項予備費は執行が

ございませんので、不用額２００万円となっております。 

詳細につきましては、２５ページ以降に水道事業収益費用明細書を添付してござ

います。こちらは、消費税抜きの金額ですので御留意の上、参照願いたいと思いま

す。 

次に、３ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の収入でございます。

第１款資本的収入は、決算額６４２万３,７００円で、５５万１,３００円の減とな

りました。対前年比１２.３％の減でございます。内訳は、第１項負担金が、決算

額２０８万９,０００円で、５５万１,０００円の減でございます。第２項補助金、

決算額が４３３万４,７００円で、３００円の減でございました。これは、簡易水

道補助事業の起債償還に係ります元金分の一般会計からの補助金でございます。 

４ページをお願いいたします。支出でございます。第１款資本的支出は、決算額

１億３,２７４万３,９４３円で、不用額は１,１６２万２,０５７円でございました。

対前年比１.５％の増でございます。内訳は、第１項建設改良費が決算額１億１,８

７８万１９８円で、不用額６６２万１,８０２円でございます。第２項企業債償還

金が決算額１,３９６万３,７４５円で、不用額２５５円であります。第３項予備費

は執行がございませんので、不用額５００万円となっております。 

表の下の補てん財源の説明でございますが、資本的収入額が資本的支出額に対し

まして１億２,６３２万２４３円不足となっておりますが、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額９９０万５,１４６円、当年度分損益勘定留保資金７,４

１６万８,５０７円、減債積立金５３６万９,０５３円、建設改良積立金３,６８７

万７,５３７円で補てんしております 

９ページ以降に貸借対照表、それからキャッシュフロー計算書、固定資産明細書

及び企業明細書等が添付してございますが、事業報告書の建設改良工事の概要以外

は、いずれも消費税抜きの金額でございますので御留意の上、参照願いたいと思い

ます。 
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以上で説明を終わります。 

続きまして、令和２年度公共下水道事業特別会計の歳入歳出決算について御説明

申し上げます。１ページをお願いいたします。 

歳入でございますが、款で説明させていただきます。款１分担金及び負担金、収

入済額１５２万４００円、収入未済額１０万５,１００円となりました。款２使用

料及び手数料、収入済額３,２６９万３,６４０円、不納欠損額４万８,６３０円、

収入未済額は２０３万３,０３０円となっております。款４繰入金、収入済額１億

３,３９５万１,０００円。款５繰越金、収入済額４７１万４,３２９円。款６諸収

入、収入済額３０万３,９７５円。款７町債、収入済額２,４９０万円となり、合計

で収入済額１億９,８０８万３,３４４円。不納欠損額４万８,６３０円。収入未済

額２１３万８,１３０円となっております。 

２ページをお願いいたします。次に、歳出でございます。款１公共下水道事業費、

支出済額５,７３９万９,６５２円、不用額２３３万１,３４８円。款２公債費、支

出済額１億３,５０４万１,３７６円、不用額３６万６,０２４円。款３予備費は、

当初予算で１００万円計上しておりますが、支出がありませんので、同額が不用額

となっております。歳出合計で、支出済額１億９,２４４万１,０２８円、不用額３

６９万７,９７２円となっております。 

３ページをお願いいたします。歳入合計額１億９,８０８万３,３４４円、歳出合

計額１億９,２４４万１,０２８円、歳入歳出差引額５６４万２,３１６円となりま

して、全額翌年度へ繰り越しております。 

なお、４ページ以降に事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書

が添付してございますので御参照いただきたいと思います。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。まず、認定第１号について質疑はあ

りませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第２号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第３号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第４号について質疑はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第５号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、認定第６号について質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

全般を通して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま、議題となっております認定第２号、認定第３号及び認定第４号は、会

議規則第３９条第１項の規定により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

次に、認定第５号及び認定第６号は、会議規則第３９条第１項の規定により文教

経済常任委員会に付託いたします。 

次に、認定第１号の審査方法についてお諮りいたします。本案は、１０名を定数

とする決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査いたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、認定第１号については、１０名を定数とする決算審査特別委員会を設置

して審査することに決定いたしました。 

重ねてお諮りします。決算審査に際し証書類は認定の対象にならないとされてお

りますが、審査の過程において書類の提出や証人等の出頭証言を求める必要がある

場合を考慮して、地方自治法第９８条の検査権並びに同法第１００条の調査権を委

託して付託いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、総務厚生常任委員会、文教経済常任委員会及び決算審査特別委員会に対

し、地方自治法第９８条の検査権並びに同法第１００条の調査権を委託して付託す

ることに決定いたしました。 

さらにお諮りします。ただいま付託いたしました認定第１号、認定第２号、認定

第３号、認定第４号、認定第５号及び認定第６号は、閉会中の特定審査案件として、
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総務厚生常任委員会、文教経済常任委員会並びに決算審査特別委員会に、次の議会

まで継続審査に付することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって認定第１号、認定第２号、認定第３号、認定第４号、認定第５号及び認定

第６号は、閉会中の特定審査案件として次の議会まで継続審査に付することに決定

いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 議案第４２号 令和２年度大崎町水道事業剰余金の処分について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１４、議案第４２号「令和２年度大崎町水道事業剰余金

の処分について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。 

本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、令和２年度大崎町水道事

業剰余金の処分について議会の議決を求めるものでございます。地方公営企業会計

制度の新会計基準移行による未処分利益変動額７億７,１０８万５,１５５円を除く

当年度未処分利益剰余金２,１２５万５,４０１円のうち、２,１００万円を建設改

良積立金へ、２５万５,４０１円を翌年度へ繰り越すものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第４２号は、会議規則第３９条第１項の規定

により文教経済常任委員会に付託いたします。 

さらにお諮りします。ただいま付託いたしました議案第４２号は、閉会中の特定

審査案件として、次の議会まで継続審査に付することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第４２号は、閉会中の特定審査案件として、次の議会まで継続審査

に付することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 選任第３号 令和２年度大崎町一般会計歳入歳出決算審査特別委員会委

員の選任について 
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○議長（神﨑文男君） 日程第１５、選任第３号「令和２年度大崎町一般会計歳入歳出

決算審査特別委員会委員の選任について」を議題といたします。 

お諮りします。特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条第４項の規

定により、１番、平田慎一君、３番、稲留光晴君、４番、諸木悦朗君、５番、宮本

昭一君、６番、中倉広文君、７番、吉原信雄君、８番、中山美幸君、９番、上原正

一君、１０番、小野光夫君、１１番、児玉孝德君、以上１０名の諸君を指名いたし

たいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました１０名の諸君を、令和２年度大崎町一般会計

歳入歳出決算審査特別委員会委員に選任することに決定いたしました。 

これより、特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。委員会

条例第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は、特別委員会

にて互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の規定により、

委員長及び副委員長がともにいないときは、議長が委員会の招集日時及び場所を定

めて互選を行わせることになっておりますので、これより特別委員会の委員長及び

副委員長の互選を、議員控室でしていただきます。 

これより暫時休憩をいたします。再開時間を１１時３０分といたします。よろし

くお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時２１分 

再開 午前１１時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

ただいま特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告い

たします。委員長に１１番、児玉孝德君、副委員長に７番、吉原信雄君が選任され

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 選挙第７号 大崎町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１６、選挙第７号「大崎町選挙管理委員会委員及び同補

充員の選挙」を行います。 

本選挙は、現在の選挙管理委員会委員及び同補充員の任期が１０月２８日で満了

となるため、地方自治法第１８２条の規定により、選挙を行うものであります。 

お諮りします。選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によ
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り指名推薦によりたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、選挙の方法は指名推薦によることに決定いたしました。 

お諮りします。指名の方法については、議長において指名することにいたしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議長において指名することに決定いたしました。 

それでは、大崎町選挙管理委員会委員に北村厚義君、中村文一君、坂元千津子君、

東口猛君を、選挙管理委員会委員の補充員に中倉勇君、久德悦朗君、二見誠弘君、

服部幸一君を補充員順位で指名いたします。 

お諮りします。ただいま議長において指名いたしました諸君を、それぞれ選挙管

理委員会委員及び同補充員の当選人と定め、補充員の順位はただいま指名した順位

とすることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました北村厚義君、中村文一君、坂元千津子君、東

口猛君が大崎町選挙管理委員会委員に、１番、中倉勇君、２番、久德悦朗君、３番、

二見誠弘君、４番、服部幸一君が補充順位で大崎町選挙管理委員会委員の補充員に

当選されました。 

ただいま当選されました大崎町選挙管理委員会委員及び同補充員に対する告知は、

文書をもって通知することにいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１７ 発委第２号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書（案）の提出について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１７、発委第２号「コロナ禍による厳しい財政状況に対

処し地方税財源の充実を求める意見書（案）の提出について」を議題といたします。 

趣旨説明を求めます。 

○７番（吉原信雄君） 発委第２号、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財

源の充実を求める意見書（案）の提出について。大崎町議会議長、神﨑文男殿。提

出者、総務厚生常任委員会委員長、吉原信雄。令和３年９月２２日提出。 

上記の議案を、別紙のとおり、地方自治法第１０９条第７項及び大崎町議会会議



 

－ 125 － 

規則第１４条第３項の規定により提出します。 

なお、意見書提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総

務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再生担当大臣宛であります。 

本案は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により財源不足が避けられない地

方財政において、地方税財源の充実が不可欠であることから、令和４年度地方財政

対策及び地方税制改正に向けて、下記事項を確実に実現されるよう強く要望するも

のです。 

趣旨及び説明につきましては、意見書（案）の要望事項朗読をもってかえさせて

いただきます。 

１、令和４年度以降３年間の地方一般財政総額については、「経済財政運営と改

革の基本方針２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよ

う実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経

費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされ

ないよう、十分な総額を確保すること。 

２、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす

見直しは断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急

経済対策として講じた固定資産税等に係る特例措置は、本来国庫補助金などにより

国の責任において対応するべきものであり今回限りの措置とし、期限の到来をもっ

て確実に終了すること。 

３、令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を

令和２年度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとすること。 

４、令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の

臨時的軽減の延長について、さらなる延長は断じて行わないこと。 

５、炭素に係る税を創設または拡充する場合には、その一部を地方税または地方

譲与税として地方に財源配分すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

令和３年９月２２日。鹿児島県大崎町議会議長、神﨑文男。 

以上、よろしく審議の上、御可決くださるようお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております発委第２号は、会議規則第３９条第２項の規定に

より、委員会付託を省略いたします。 
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これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

発委第２号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める

意見書（案）の提出について」は、原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、発委第２号「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書（案）の提出について」は、原案のとおり可決されました。 

なお、ここでさらにお諮りいたします。 

ただいま可決されました意見書は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財

務大臣、総務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再生担当大臣宛に提出され

たいとの要望であります。 

町議会議長名をもって、それぞれの関係各機関宛に提出することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま可決された意見書は、町議会議長名をもって、それぞれの関係

各機関宛に提出することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議員派遣の件 

○議長（神﨑文男君） 日程第１８「議員派遣の件」を議題といたします。 

お諮りします。 

別紙のとおり、本町議会議員を派遣いたしたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、別紙のとおり、本町議会議員を派遣することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 閉会中継続審査・調査申出書 
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○議長（神﨑文男君） 日程第１９「閉会中継続審査・調査申出書」を議題といたしま

す。 

委員会の決定に基づき、お手元に配付してある写しのとおり、４委員長から申し

出があります。 

お諮りいたします。 

４委員長の申し出のとおり決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、４委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査及び調査は可決されまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。会議を閉

じます。令和３年第３回大崎町議会定例会を閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時４０分 
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